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タイ、ASEANの今がわかるビジネス・経済情報誌『アレイズ』

進化すべし、変化すべし

勃興するメコン5
みずほ銀行バンコック支店メコン５課 監修



誰でも簡単に使える、業界No.1*のタイ語対応勤怠管理システム

規模・業種を問わず50,000社以上の企業様にご利用いただいています

ジョブカン勤怠管理でできること

J-CLINICも導入！
人件費の削減にも寄与

出勤管理
ICカードやGPS、指静脈、顔認証など多彩な
打刻方法に対応。打刻情報はリアルタイムで
自動集計され、100以上の項目から必要なデ
ータだけをダウンロード（CSV、Excel）でき、
手作業集計を一掃します。

シフト管理
スタッフはスマートフォンやパソコンから簡単
にシフト申請ができ、それを基にシフト作成が
可能。複雑なパターンにも対応し、完成したシ
フトはスタッフページで公開。毎月のシフト管
理が簡単になります。

休暇/申請管理
スマートフォンやパソコンからスタッフは簡
単に休暇申請。管理者に自動通知され、ワン
クリックで承認または却下ができます。それ
らの情報はすぐに反映され、紙での申請は
必要ありません。

* 1,000万人以上が利用するIT製品の比較・資料請求サイトITトレンドの「勤怠管理・就業管理」部門にて、お問い合わせ数4年連続1位を獲得。

勤怠管理なら、 No . 1 クラウド型システム

『ジョブカン勤怠管理』は、勤怠管理
業務に必要な機能を全て備えていま
す。設定も操作も簡単なので、初めて
でもすぐにお使いいただけます。

出退勤以外は手書きメモで運用
経理業務に大きな負担が発生

　同社ではこれまで指紋スキャンによ
る打刻システムでスタッフの出社、退
勤を管理していた。一方で残業や遅
刻、早退、休暇からシフトの管理まで、
手書きのメモによって運用しており、そ
れらを経理が給与などに反映するの
に手間と時間が掛かり、ミスも起こって
いた。そんな中、今年１月、経理担当の
タイ人スタッフが退職。「長続きしない
理由は経理の業務過多にあると考
え、業務改善に着手しました。そこで
現状の課題が明らかになったため、良
い勤怠管理システムがないか探し始
めました」（佐藤康太エグゼクティブダ
イレクター）。
　知人の紹介を経て候補に挙がった
のは、「ジョブカン」だった。指静脈や顔
認証、ICカード、ＧＰＳなど多様な打刻
方法が使え、リアルタイムにスタッフの
勤務状況を確認、拠点ごとの勤怠管

理も可能となっている。さらにタイ語、日
本語、英語の多言語対応。カスタマイ
ズ性も高く、スマートフォンやタブレットで
も打刻や閲覧、操作が可能だ。「日本
での知名度もあり、担当者も親切に対
応、提案してくれました。自社の課題に
も対応可能な仕様だったので、最適な
システムだと思いました」。

経理の業務時間が大幅短縮
複数シフト制で人件費も削減

　元々、打刻システムを使っていたこと
もあり、スタッフはすぐに新しいシステム
に慣れることができた。経理の業務時
間が大幅に削減できたほか、シフト管
理機能を活用することでシフト制を実
現。これまで全員一律だった出社・退
勤時間が、早番・遅番など複数のシフ
トを組み合わせて勤務させることによ
り、スタッフの残業時間を削減すること
に成功。人件費を低減できたほか、ス
タッフのプライベートの時間も増やすこ

とができた。
　新たな発見もあった。従来からの残
業時間の計算方法、休憩のルールを
「ジョブカン」の仕様に当てはめていく
過程で、「もっと良いルールにできない
か、ルール自体の見直しに取り組み、タ
イ人スタッフも含めて何度も話し合いを
持ちました」。明文化されていなかった
特別休暇制度なども整備するきっかけ
になった。
　佐藤氏は「当社のビジョンは、タイで
一番頼りになるクリニックになることで
す。それを実現するために、結果の出
る治療・信頼のおけるコミュケーション・
感動のおもてなしの３つのミッションに
取り組み、一人ひとりの患者様と向き合
っていきたいと思います。そして、スタッ
フたちが成長し続けられる場所を提供
し、ここで働くことが幸せだと感じてもら
えるような会社にしたいです」と語る。
　利用者だけでなく、スタッフも幸せに
する。同社がタイにしっかりと根を張る
理由の一つである。

　2009年、東京・八王子にある多摩鍼灸整骨院の海外グルー
プ院としてスタート。日本人の国家資格保持者（柔道整復師・鍼
灸師）の指導の元、「根本から痛みをなくそう」をコンセプトに
スポーツによる怪我、腰痛など慢性的な不調に対して再発予
防までを考えた理学療法を主とした治療を提供している。
　また、婦人科系疾患、ストレス緩和治療、美容ケアなどを行う
鍼灸漢方部門も併設。スクンビットエリアに３店舗を展開し、多
くのタイ人、日本人に利用されている。今年になってジョブカン
を導入し、大きな成果に繋がっていると聞き、話を伺った。

クラウド型勤怠管理システム「ジョブカン」のお問い合わせ
Donuts Bangkok Co., Ltd.

ジョブカン タイ

日本語

多言語対応

タイ語

英語 韓国語

Tel：02-107-1826 / 090-979-3582（担当：若林）
受付時間：10：00～12：00、13：00～17：00（土日祝除く、タイ語・日本語）

理学療法・鍼灸漢方
Tel：084-424-1299トンロー院

理学療法・鍼灸漢方
Tel：097-257-3577プロンポン院

理学療法
Tel：097-245-7863

エカマイ院

91/1 Chaiyo Building ,5 th Floor, Rama 9 Rd.,
Huai Kwang , Bangkok 10310

導入企業インタビュー
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　熾烈な競争環境の変化に加え、タイにおける事業を高度化していく
べきか否かの大きな転換期を迎えるなか、コロナ禍を乗り越える上
で考えるべき企業の方向性とは。
　タイを中心としたASEANで活動する現地駐在コンサルタントおよ
び専門家より最新の状況と施策を交えて報告いたします。

タイ事業再編セミナー

・反社会的勢力に該当すると認められる場合は、お申し込みを受付することができません。 
・同業者様、一部のご希望者様には止むを得ない事情によりお申し込みをお断りさせていただく場合があります。
・止むを得ない事情により、予告なくプログラムに変更が生じる場合がございます。

お申し込み・開催に
際しての留意事項

【お問合せ先】 MU Research and Consulting (Thailand) Co., Ltd. 
  担当・Tel ： ［室町］+66(0)6-2787-2221  ⁄  ［Siwapoom］+66(0)9-6947-8801  ⁄  ［Kim］+66(0)8-7218-8508（日本語可）
 Email ： bizsupport@murc.co.th（祝日を除く月～金の8:00-17:00）

2008年より来タイ。ホテル・オフィス用地や工場倉庫用地及びホテルやオフィ
ス、商業施設などの事業用不動産売買に強みを持つ。タイ国内において
900,000㎡を超える不動産取引実績を有し、企業の不動産取得支援を行って
いる。

GDM (Thailand) Co., Ltd.
代表取締役社長 高尾 博紀

□ 参加費無料
□ 事前登録制

2020年

9月30日（水）
14:00～15:00
16:00～17:00

Zoomウェビナー

タイ時間

日本時間

QRコードより
事前予約を
お願いします

コロナ禍で
見つめ直す
タイの未来

主催 ：MU Research and Consulting
  (Thailand) Co., Ltd.
後援 ：GDM (Thailand) Co., Ltd. 
  U-MACHINE（THAILAND) CO., LTD.
配信方式 ：Zoom Webinar
参加費 ：無料
定員 ：500名（※定員になり次第締切）
申込締切日 ：9月29日（火）12:00（タイ時間）
参加方法 ：上記QRコードより事前予約を
   お願いいたします

＊Zoomのアカウント取得が前提となります 
＊登録可否確認後、別途事務局よりご案内メールを送付申し上げます
＊フリーアドレスからのお申し込みはご遠慮させていただいております
（※）大変恐縮ながら、当日の講演資料の配布はございません。ま
た、一社原則2名様までの参加とし、3名様以上のご参加は別途ご
相談申し上げます。

日系自動車メーカーでアジア・中国の事業企画を担当。2007年に当社入社。大
企業向けの欧米、中国、アセアン市場での事業戦略構築案件を中心に活動。
18年2月より現職。バンコクを拠点に東南アジアへの日系企業の進出戦略構
築、実行支援、進出後企業の事業改善等のテーマに取り組む。

MU Research and Consulting (Thailand) Co., Ltd.
マネージングディレクター 池上 一希

過渡期のタイ事業と
日本企業の動向第１部

タイ不動産動向から見る
進出と縮小撤退事例第２部

1991年、現三菱UFJリースに入社、2001年U-MACHINEに出向、17年1月より
現職。U-MACHINEは三菱UFJリースグループの中古部門として、日本国内3ヵ所、
海外2ヵ所で中古機械の買取、販売、アプレーザル(査定)、運送事業などを展開。業
界トップの売上と三菱グループの信用力を強みに幅広く事業を展開している。

U-MACHINE（THAILAND) CO., LTD.
代表取締役社長 川合 広行

遊休資産の
買取と査定について第3部

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

承
り
中価格査定

資産の市場価格を把握しておきませんか?

工場・土地の売却物件も多数取扱あり。詳細はお気軽にお問合せください。

日系企業 工場 4,000㎡ 土地 9,000㎡
日系企業  工場 12,000㎡ 土地 25,000㎡
マレーシア企業 工場 9,000㎡ 土地 24,000㎡ 
タイ企業 工場 1,500㎡ 土地 3,200㎡
台湾企業 工場 24,000㎡ 土地 163,000㎡

■ 過去の成約事例一例

■ 手続きの流れ

タイで900,000㎡以上の土地売買取引を行ってきた弊社が、御社の土地・
工場・建物を価格査定いたします。売却、M＆Aのご相談も承っております。

● 評価レポート資料制作も可

見本

簡易査定

無料

□  オンライン相談可能

□  対面面談も可能

□  情報守秘

· トヨタ車体精工 様
· アイシン精機 様
· 積水プラスティック 様
· アルプス電気 様
· 戸上電機 様
· 宇徳 様
· 旭テック 様
· 三建産業 様

· 福島工業 様
· コマツ 様
· 名港海運 様
· 井関農機 様
· 宇部興産機械 様
· 不二越 様
· パナソニックデバイス
 SUNX 様

· 日本ダイヤバルブ 様
· 古河電気工業 様
· 古河AS 様
· 住商マシネックス 様
· 日本ガイシ 様
· アルプス物流 様
· 不二越 様
· 日本OA 様

· バルカー 様
· 野村総合研究所 様
· アムテック 様
· 大塚製薬 様
·アマダ様
· アズビル様
· フジゼロックス様　他

弊社取引実績クライアント様

工場・土地の

■ タイの現在の企業動向

日系大手

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中堅

日系中小

日系中小

電機

プラスティック成形

電子部品

設備

電子部品

食品

物流

設備

アルミ部品

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

チョンブリ

ラヨーン

サムットプラカーン

ラヨーン

チョンブリ

完全撤退。統括エリア内統廃合

規模縮小。複数工場のうち一部売却。事業伸び悩み

完全撤退

ローカルパートナーとの合弁撤回及び撤退

タイ完全撤退。他国へ移設

資産圧縮。余剰土地売却

資産圧縮。余剰土地売却

完全撤退。一極化していたクライアントからの受注激減

資産圧縮。余剰土地売却

区分 業種 エリア 撤退・縮小理由

お問い合わせ（オンライン、面談、メール）

資料の準備

査定開始（１ヵ月前後）＊お急ぎの場合はお知らせください

査定結果報告

納品

守り
コスト削減
投資抑制
資金確保

備え
資産価値査定
資源配分見直し

攻め
競合買収
事業部売却
成長分野へ投資

１
2
3
4
5

御社の資産相場、把握していますか？御社の資産相場、把握していますか？

コロナ禍で必要な対策
事前に“備え”である資産価値を把握することで、
具体的な“攻め”と“守り”のプランが立てやすくなります。



(単位：バーツ） 

8,000,000

6,000,000

4,000,000

2,000,000

0
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

追
加
投
資
額

新設オフィス賃料
100㎡ × 1,100 = 110,000 THB / 月

既存オフィス賃料
300㎡ × 1,100 = 330,000 THB / 月

約１年半で
追加投資額は相殺

　コロナ禍を機に、リモートワークを導入する企業が増えました。そ
れに伴い、従業員が出社しないことで生まれた空きスペースが無駄
となり、コスト削減の一環として最低限のスペースでの事業運営を
考える企業様も増えてきています。
　そこで、GDMでは現状のオフィス使用状況をヒアリング後に、実際
にオフィスを縮小移転した際、どの程度のコスト削減が見込めるかな
どのシミュレーションができるアルゴリズムをご用意いたしました。
　もちろん、本社への提出資料としてもご活用いただけます。お気
軽にお問い合わせください。

GDM アジア
詳しくは弊社Webをご覧ください

GDM(Thailand)Co.,Ltd.

57 Park Ventures Ecoplex 12th Floor

担当:山本 088-572-4998
seiji@gdm-asia.com

3,700,000/2,640,000=1.40...→約１年半で追加投資額は相殺

新設オフィス内装費を抑えることで更に短縮可能！

既存オフィス賃料 300㎡ × 1,100 THB = 330,000 THB / 月
新設オフィス賃料 100㎡ × 1,100 THB = 110,000 THB / 月
年間賃料削減額 2,640,000 THB / 年
既存オフィス原状回復費 約 1,500,000 THB
新設オフィス内装費 約 1,600,000 THB
　 約 600,000 THB
追加投資額 約 3,700,000 THB

(単位：バーツ） 
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新設オフィス賃料
100㎡ × 1,100 = 110,000 THB / 月

既存オフィス賃料
300㎡ × 1,100 = 330,000 THB / 月

約１年半で
追加投資額は相殺

AdAsia (Thailand) Limited 様
GMOクラウド 様
JXTGエネルギー 様
NECプラットフォームズ 様
アイシン精機 様
アズビル 様
アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
いすゞ 自動車 様
コナミホールディングス様
トヨタ車体精工 様
パナソニック デバイスＳＵＮＸ 様
ユニ・チャーム 様

伊藤忠エネクス 様
王子製鉄 様
JALUX 様
UACJ 様
UACJトレーディング 様
エフティコミュニケーションズ 様
キーエンス 様
ビジネスブレイン太田昭和 様
宇徳 様
戸上電機製作所 様
湖池屋 様
小松製作所 様

日立ソリューションズ 様
京セラ 様
群馬銀行 様
古河電気工業 様
三菱マテリアル 様
住友重機械工業 様
住友商事マシネックス 様
赤城乳業 様
帝人 様
日揮 様
日工 様
日本バルカー工業 様　　他

 オフィス内装/オフィス家具  取引企業様一例

オフィススペースを縮小移転で攻めのコスト削減

ニューノーマルを見据え、
“攻め”の固定費削減を検討

例：既存300㎡のオフィスを100㎡に縮小する場合

現在の賃料、広さ、収容人数、縮小後の収容人数、
必要なその他お部屋をお知らせください１
お電話、Zoom、訪問等で詳細ヒアリングを行います。
日本人担当者が対応2
シミュレーション後にシミュレーション結果を提出。
御社に最適なソリューションをご提案いたします 3

の査定事例あり

39%
コストダウン

３年契約スパン最大

オフィス不動産情報 オフィス内装コスト

GDM取引実績

１００社以上無料
進呈中

試算用データ

P50

著作権はGDM (Thailand) Co., Ltd.に属します。
本誌に掲載されている記事、写真などの無断
掲載、複写、転載を禁じます。
Copyright by GDM (Thailand) Co., Ltd. 2020

【無料定期配送 募集中】
ご希望の方は、件名を「無料定期配送希望」として、
住所（郵便番号）、電話番号、氏名（日本語・英語）、
年代、在タイ歴をご記入の上、
以下までお申し込みください。
gdm-info@gdm-asia.com
※郵送はタイ国内に限らせていただきます。

ad@gdm-asia.com (Japanese・Thai・English)
本誌、広告に関するお問い合わせ
Contact us

086-513-7435  (高尾)、097-137-4831  (内堀)

ArayZマガジン９月号 Vol.105

57, Park Ventures Ecoplex, 
12th Fl. Unit 1211, Wireless Road, 
Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

2020年9月10日

www.arayz.com

GDM (Thailand) Co., Ltd.

【注書】本誌は、本誌が信頼できると判断した各種情報に基づき作成
していますが、その正確性や確実性を担保するものではございませ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る
い
、外
出

自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
期
間
、世
界
各
地
で

食
品
Ｅ
コ
マ
ー
ス
が
伸
長
し
た
。外
に
出
て
食
品

を
買
う
こ
と
が
で
き
ず
、ま
た
外
食
も
叶
わ
な

い
。だ
が
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
等
と
は
違
い
、

「
食
」は
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
だ
。

ど
う
に
か
し
て
手
に
入
れ
よ
う
と
す
れ
ば
、そ
の

手
段
に
Ｅ
コマ
ー
ス
が
挙
が
る
の
は
必
然
だ
ろ
う
。

　
実
際
、東
南
ア
ジ
ア
で
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
ネ
ッ

ト
ス
ー
パ
ー
で
あ
るRed

 M
art

は
こ
の
期
間
中
、

食
品
Ｅ
コ
マ
ー
ス
売
上
が
急
拡
大
。あ
る
食
品
カ

テ
ゴ
リ
ー
で
は
従
来
の
10
倍
の
売
上
に
至
っ
た
と

い
う
。食
品
は
日
々
必
要
に
な
る
も
の
で
あ
り
、最

も
購
買
頻
度
の
高
い
商
材
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。一

度
、Ｅ
コマ
ー
ス
で
の
購
買
を
体
験
し
、そ
の
利
便

性
に
気
付
け
ば
Ｅ
コ
マ
ー
ス
購
買
が
定
着
し
て
い

く
可
能
性
は
高
い
。

　
今
後
、食
品
Ｅ
コマ
ー
ス
が
進
展
し
て
い
く
こ
と

を
前
提
に
、東
南
ア
ジ
ア
で
ど
の
よ
う
な
拡
大
の

可
能
性
が
あ
る
か
を
８
月
号
か
ら
２
回
に
渡
って

論
じ
て
い
る
。そ
の
可
能
性
は
次
の
４
点
で
あ
る
。

①
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー（
中
間
流
通
事
業
者
）

に
よ
る
Ｅ
コ
マ
ー
ス
展
開

②
Ｂ
２
Ｂ
型
食
品
Ｅ
コ
マ
ー
ス
に
よ
る
中
間
流
通

の
デ
ィ
ス
ラ
プ
シ
ョ
ン（
創
造
的
破
壊
）

③
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
リ
バ
リ
ー
の
躍
進

④
食
品
Ｄ
２
Ｃ
の
本
格
化

　
８
月
号
で
は
①
と
②
に
触
れ
た
。今
回
は
③
と

④
に
つい
て
論
じ
た
い（
図
表
）。

③
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
リ
バ
リ
ー
の
躍
進

　
３
つ
目
の
可
能
性
は
、買
い
物
代
行
に
代
表
さ

れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
リ
バ
リ
ー
の
席
巻
を
挙
げ
る
。

前
提
と
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
デ
リ
バ
リ
ー
は
一
般
的

な
Ｅ
コマ
ー
ス
と
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
異
な
る
。

　A
m
azon

や
楽
天
は
、多
数
の
商
店
を
オ
ン
ラ

イ
ン
上
に
集
め
た
モ
ー
ル
型
サ
イ
ト
だ
。一方
、オ
ン

ラ
イ
ン
デ
リ
バ
リ
ー
で
は
、実
在
の
小
売
店
舗
で
あ

る
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
ま
で
は
食
品
が
実
際
に
流

通
さ
れ
る
。そ
こ
を
拠
点
に
消
費
者
に
デ
リ
バ

リ
ー
さ
れ
る
と
い
う
モ
デ
ル
だ
。

　
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
観
点
で
両
者
は
異
な
る

形
態
で
あ
り
、ゆ
え
に
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
リ
バ
リ
ー
は

Ｅ
コマ
ー
ス
と
異
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
捉
え
ら
れ
る
。

だ
が
、消
費
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、ネ
ッ
ト
上
で
注

文
を
し
て
自
宅
ま
で
届
け
て
く
れ
る
と
い
う
様

式
は
変
わ
ら
な
い
。

　
そ
し
て
、東
南
ア
ジ
ア
で
は
Ｅ
コマ
ー
ス
で
は
な

く
、オ
ン
ラ
イ
ン
デ
リ
バ
リ
ー
が
食
品
配
達
チ
ャ
ネ

ル
の
標
準
に
な
る
と
い
う
見
方
も
強
い
。そ
の
背

景
に
は
東
南
ア
ジ
ア
で
広
く
浸
透
し
た
配
車

サ
ー
ビ
ス
の
存
在
が
あ
る
。東
南
ア
ジ
ア
は
配
車

サ
ー
ビ
ス
の
車
両（
バ
イ
ク
含
む
）の
地
理
的
密

度
、並
び
に
消
費
者
当
た
り
の
台
数
が
世
界
で
も

屈
指
の
高
い
水
準
に
あ
る
。密
に
張
り
巡
ら
さ
れ

た
車
両
網
に
よ
っ
て
、短
時
間
で
の
デ
リ
バ
リ
ー
が

可
能
に
な
って
い
る
。

　
Ｅ
コマ
ー
ス
に
は
こ
の
短
時
間
デ
リ
バ
リ
ー
は
難

し
い
。鮮
度
が
重
要
で
、か
つ「
今
日
の
夕
食
の
食

材
の
注
文
」と
い
う
使
い
方
も
踏
ま
え
る
と
、オ
ン

ラ
イ
ン
デ
リ
バ
リ
ー
が
Ｅ
コマ
ー
ス
よ
り
も
浸
透
し

て
い
く
可
能
性
が
高
い
と
い
う
わ
け
だ
。

　
実
際
、Grab

やGo-Jek

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
って
配
車
サ
ー
ビ
ス
が
細
っ
た
今
、オ
ン
ラ
イ

ン
デ
リ
バ
リ
ー
を
収
益
の
柱
と
考
え
て
い
る
。ま

た
、配
車
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
者
だ
け
で
な
く
、セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
等
、小
売
自
体
も
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
リ
バ

リ
ー
に
本
格
展
開
を
見
せ
始
め
て
い
る
。

④
食
品
Ｄ
２
Ｃ
の
本
格
化

　
食
品
Ｅ
コ
マ
ー
ス（
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
リ
バ
リ
ー
含

む
）の
浸
透
率
が
大
き
く
上
が
っ
て
い
く
と
何
が

起
こ
る
だ
ろ
う
か
。端
的
に
言
え
ば
、食
品
メ
ー

カ
ー
側
の
流
通
戦
略
が
変
わ
る
だ
ろ
う
。当
た
り

前
の
こ
と
で
あ
る
が
、Ｅ
コマ
ー
ス
化
率
が
上
が
れ

ば
メ
ー
カ
ー
側
も
流
通
戦
略
の
中
で
Ｅ
コ
マ
ー
ス

を
よ
り
重
視
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
リ
ア
ル
店
舗
に
対
す
る
流
通
と
Ｅ
コ
マ
ー
ス
で

の
流
通
の
大
き
な
違
い
の一つ
は
デ
ィ
ス
ト
リ
ビュ
ー

タ
ー（
中
間
流
通
事
業
者
）の
必
要
性
だ
。リ
ア
ル

な
小
売
店
舗
に
卸
す
場
合
に
は
、小
売
と
強
い
関

係
性
を
持
ち
、物
理
的
に
も
近
く
て
フ
ォ
ロ
ー
に

す
ぐ
飛
ん
で
い
け
る
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー
が
重

宝
さ
れ
る
。

　
だ
が
、Ｅ
コ
マ
ー
ス
の
流
通
で
は
そ
の
よ
う
な

役
割
は
求
め
ら
れ
な
い
。極
端
な
話
、食
品
の
流

通
構
造
は
シ
ン
プ
ル
に「
メ
ー
カ
ー
↓
Ｅ
コ
マ
ー
ス

↓
消
費
者
」と
い
う
、い
わ
ゆ
る
Ｄ
２
Ｃ（D

irect 
to C

onsum
er

）構
造
に
帰
着
す
る
の
で
は
な

い
か
。も
ち
ろ
ん
、Ｄ
２
Ｃ
に
な
る
と
デ
リ
バ
リ
ー

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
急
展
開
す
る
食
品
Ｅ
コ
マ
ー
ス【
後
編
】

Roland BergerASEAN経営戦略
新たな視点で時代の動きを読み取る

東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）における様々な業界の旬なトピック
を、ドイツ発のコンサルティング会社ローランド・ベルガーが経営戦略
的な観点から解説する。今回は「アフターコロナに急展開する食品E
コマース」の後編。

Vol.6

一橋大学卒業後、米国系コンサルティングファー
ム等を経て、現在は欧州最大の戦略系コンサル
ティングファームであるローランド・ベルガーの
ASEANリージョンに在籍（バンコク在住）。
ASEAN全域で、消費財、小売・流通、自動車、商
社、PEファンド等を中心に、グローバル戦略、ポー
トフォリオ戦略、M＆A、デジタライゼーション、企業
再生等、幅広いテーマでの支援に従事している。

下村 健一
Roland Berger

Author
   Profile
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は
小
ロッ
ト
多
配
送
と
な
る
た
め
、物
流
効
率
は

落
ち
る
。

　
現
在
、食
品
Ｄ
２
Ｃ
と
し
て
世
界
で
ト
レ
ン
ド

と
な
っ
て
い
る
の
が
、健
康
食
品
等
と
カ
テ
ゴ
リ
ー

が
限
ら
れ
て
い
る
の
も
そ
の
背
景
が
あ
る
。だ
が
、

前
述
の
通
り
、東
南
ア
ジ
ア
に
は
密
に
張
ら
れ
た

配
車
サ
ー
ビ
ス
の
ド
ラ
イ
バ
ー
網
が
あ
る
。こ
こ
が

よ
り
進
化
し
、小
ロッ
ト
多
配
送
に
対
応
で
き
れ

ば
、食
品
Ｄ
２
Ｃ
は
よ
り
マ
ス
向
け
の一
般
食
品
に

も
展
開
さ
れ
る
だ
ろ
う
。仮
に
こ
の
よ
う
な
流
通

構
造
が
実
現
す
れ
ば
、非
常
に
影
響
の
大
き
い
ビ

ジ
ネ
ス
変
革
と
な
る
。

食
品
Ｅ
コ
マ
ー
ス
が
も
た
ら
す

周
辺
産
業
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト

　
最
後
の
Ｄ
２
Ｃ
モ
デ
ル
で
触
れ
た
が
、食
品
Ｅ
コ

マ
ー
ス
が
進
ん
で
い
け
ば
、そ
れ
は
食
品
業
界
に
留

ま
ら
ず
多
く
の
産
業
に
と
っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
が
も

た
ら
さ
れ
る
は
ず
だ
。

　
ま
ず
は
、小
売
の
在
り
方
は
変
わ
る
だ
ろ
う
。

オ
ン
ラ
イ
ン
デ
リ
バ
リ
ー
が
普
及
す
る
の
で
あ
れ

ば
、実
店
舗
は
オ
ン
ラ
イ
ン
デ
リ
バ
リ
ー
の
集
荷
拠

点
と
し
て
効
率
的
な
店
舗
配
置
や
店
舗
の
仕
様

が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
物
流
は
よ
り
高
度
な
レ
ベ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。

よ
り
多
く
の
配
送
先
に
対
し
て
、よ
り
短
い
時
間

で
デ
リ
バ
リ
ー
す
る
に
は
、人
的
オ
ペ
レ
ー
シ
ョン
の

効
率
化
で
は
到
底
追
い
付
か
な
い
。テ
レ
マ
テ
ィ
ク

ス（
車
載
器
）を
用
い
た
デ
リ
バ
リ
ー
プ
ラ
ン
の
最

適
化
、そ
し
て
状
況
に
応
じ
た
柔
軟
な
修
正
指

示
を
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）が
自
動
で
出
す
仕
組
み

が
必
要
に
な
る
。

　
ま
た
、小
口
配
送
の
増
加
は
、車
両
生
産
・
販

売
の
構
成
比
に
も
影
響
を
も
た
ら
す
。都
市
部

を
小
回
り
よ
く
動
け
る
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ
ク
の

需
要
が
さ
ら
に
高
ま
る
だ
ろ
う（
冷
蔵
冷
凍
機

能
付
き
）。だ
が
、そ
れ
で
も
東
南
ア
ジ
ア
の
入
り

組
ん
だ
小
道
を
効
率
的
に
回
る
の
に
は
限
界
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。そ
う
な
る
と
世
界
で
も
実

証
実
験
が
進
む
ド
ロ
ー
ン
配
送
が
、東
南
ア
ジ
ア

で
真
っ
先
に
完
全
実
用
化
さ
れ
る
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
。

　
当
然
な
が
ら
、こ
れ
ら
に
は
仮
説
の
域
を
超
え

な
い
も
の
も
あ
る
。だ
が
、食
品
Ｅ
コ
マ
ー
ス
は
間

違
い
な
く
東
南
ア
ジ
ア
で
伸
長
し
、周
辺
産
業
に

も
影
響
を
も
た
ら
す
は
ず
だ
。こ
の
変
化
に
う
ま

く
乗
る
こ
と
が
、ニュ
ー
ノ
ー
マ
ル
に
お
け
る
一つ
の

成
功
要
諦
に
な
る
は
ず
だ
。

 東南アジア食品Eコマース拡大の可能性図表

出所：ローランド・ベルガー作成
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従来はメーカーと小売の間を繋ぐ中間流通事業者。だが一部、有力なディストリビューターは小売領域への進
出をEコマース出店で図ろうとする

ディストリビューターによる
Eコマース展開

B2B型Eコマースによる
中間流通のディスラプション

オンラインデリバリーの躍進

食品D2Cの本格化

リアルネットワークを持つディストリビューターが繋いでいたメーカーと小売を、Eコマースが置き換える動き。
特に零細の伝統的小売に向け、ディストリビューターを経由せずEコマースで商品を発注できるプラットフォー
ムが形成されつつある

狭義のEコマースとは異なるものの、東南アジアで浸透した配車サービスを用いたオンラインデリバリー（買い
物代行等）が拡大。生鮮等、短時間デリバリーが必須となる商品については、Eコマースに対してアドバンテージ
もあり、普及が濃厚

リアル店舗での食品購買割合が減っていくと、必然的にメーカーはEコマースをより重視。結果、中間流通を排
除したD2Cモデルに進展する可能性
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東京大学法科大学院卒。2012年よりミャンマー
に駐在し、駐在期間が最も長い弁護士である。
TNY Legal (Myanmar) Co., Ltd.代表であり、グル
ープ事務所としてタイ（TNY Legal Co., Ltd.）、マレ
ーシア（TNY Consulting (Malaysia)SDN.BHD.）、
イスラエル（TNY Consulting (Israel) Co., Ltd.）、日
本（弁護士法人プログレ・TNY国際法律事務所）、
メキシコ（TNY LEGAL MEXICO CO LTD）が存在す
る。タイ法、ミャンマー法、マレーシア法、日本法、
メキシコ法及びイスラエル法関連の法律業務     
（契約書の作成、労務、紛争解決、M&A等）を取り
扱っている。
問い合わせ先：yujit@tny-legal.com
 ＋95（0）1-9255-201　
URL： http://tny-myanmar.com/
 http://tnygroup.biz/

堤  雄史（つつみ  ゆうじ）
TNY国際法律事務所共同代表弁護士在緬弁護士が解説

ミャンマーの
最新ビジネス法務
第27回  
オフィス及び事業所でのCOVID-19予防のためのガイドライン

はじめに
　６月２日、保健スポーツ省より新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

予防のためのオフィス及び事業所でのガイドラインが発布された。

各オフィスにおいて遵守する必要があるため、主な内容を以下に紹

介する。

１．手指の衛生
• 水および石鹸で20秒間または最低60%のアルコールを含む消毒

液で手を洗う。

 【例】仕事開始前、食事前、業務シフト中（特に同僚、顧客と接触

した後）、トイレに行った後、分泌物・排泄物・体液との接触後、

汚染されている可能性がある物を触った後（手袋、洋服・マスク・

使用済ティッシュ・ごみなど）、目・鼻・口を触る前

２．呼吸器の衛生
• 全員で職場での咳エチケットを推進する。

• 医療用マスク・ティッシュ・蓋付きのごみ箱を、鼻水や咳をする人

が職場で利用できるよう確保する。

• 保健スポーツ省のガイドラインに従い、必要に応じてマスクまた

はフェイスシールドを着用する習慣を身に付ける。

• 従業員や労働者が仕事中に気分が悪くなった場合、医療用マス

クを提供し、近隣の保健所に連絡して公開されているガイドライ

ンを遵守するよう指示する。

３．身体的距離
• 従業員間の距離を６フィート（約182㎝）保ち、従業員が向かい合

わせよりも横並びで仕事できるように対策する。計画財務工業省

が製造したプラスチックの障壁を購入し、設置する。

• 建物内の人口密度を減らすため、従業員または顧客が密集もしく

は列ができやすい出入口・エレベーター・階段等の公共スペース

で最低６フィートの身体的スペースを空け、勤務時間もずらす。

• 従業員の密集を避けるために、十分な食事スペースを手配する。

• 直接のミーティングを最低限に抑える。どうしても必要な場合、

出席者を最小限にし、互いに６フィート離れた距離に座る。

• 懇親会など出席者の密接かつ長時間の接触を含む職場のイベ

ントを中止または延期する。

４．出張に関連する業務の減少及び管理
• COVID-19の感染者が確認された地域への必須ではない出張

を中止または延期する。出張に行かなければならない従業員に

は消毒液を提供し、現地当局からのガイドライン（出張中に具合

が悪くなった場合の連絡先の情報を含む）を全て遵守するよう

アドバイスする。

• COVID-19の感染者が確認された地域から戻って来た従業員

は、医療専門家に連絡を取り、現地当局のガイドラインを遵守す

る。

５．定期的な環境清掃及び消毒
• 頻繁に触れる表面（ドアノブ・窓のハンドル・スイッチ・水道の

タップ・コンピューターのキーボード・職場の机）を優先的に、

床は一日に一回消毒する。消毒の際、0.1%の次亜塩素酸ナトリ

ウム溶液または0.1%の次亜塩素酸カルシウム溶液または70%

のエチルアルコールを含む消毒液を使用し、保健スポーツ省の

ウェブサイト(www.mohs.gov.mm)またはフェイスブックページ

(www.facebook.com/MinistryOfHealthAndSportsMyanm

ar)に公開されている指示に従い消毒を実施する。

• 職場での消毒液の噴霧は、直接噴霧された表面以外の汚染物質

の除去には効果がなく、目、呼吸器、皮膚への刺激やその他の

毒性を引き起こす可能性があるため通常推奨されない。

６．リスクコミュニケーション、訓練及び教育
• 従業員間でCOVID-19の認知を高めるため、ポスター、ビデオ及

び電子メッセージを提供すること。その際は虚偽の情報を避ける

ため、保健スポーツ省、世界保健機関（WHO）が発表した公式

の情報のみを使用する。

関連コラムCOVID-19 新型コロナウイルス

中
小
企
業
社
長
兼
経
営
コ
ン
サ
ル
に
よ
る

経
営
論

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
企
業
の
業
績
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、５
月
号
で

は
タ
イ
政
府
の
数
あ
る
景
気
対
策
の
中
か
ら

「
賃
金
の
３
０
０
％
を
税
務
上
の
費
用
に
計

上
可
能
」と
い
う
政
策
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、そ
の
後
の
動
き
を
説
明
し
ま
す
。

　
最
終
的
に
こ
の
政
策
は
勅
令
7
0
8
号（
※
１
）と

い
う
形
で
制
度
化
さ
れ
ま
し
た
。条
件
は
次
の
通

り
に
な
り
ま
す
。

•
 社
会
保
障
法
第
33
条（
通
常
の
従
業
員
が
該

当
）に
基
づ
く
被
保
険
者
に
対
し
て
2
0
2
0

年
４
月
１
日
〜
７
月
31
日
に
支
払
わ
れ
た
賃

金
で
あ
る
こ
と

•
 月
額
賃
金
が
１
万
５
０
０
０
バ
ー
ツ
以
下
の
従

業
員
の
賃
金
で
あ
る
こ
と

•
 通
常
の
労
働
対
価
の
み
を
含
み
、時
間
外
労
働

手
当
、賞
与
等
は
含
ま
な
い

•
 当
該
会
社
の
直
近
会
計
年
度（
19
年
９
月
30

日
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
終
了
し
た
12
ヵ
月
間
の

会
計
年
度
）の
売
上
が
５
億
バ
ー
ツ
を
超
え
ず
、

ま
た
、当
該
会
計
年
度
に
お
け
る
合
計
従
業
員

が
２
０
０
名
を
超
え
な
い
こ
と

•
 20
年
４
月
〜
７
月
の
各
月
末
の
被
保
険
従
業

員
数
が
同
年
３
月
末
の
同
人
数
を
下
回
ら
な

い
こ
と
。た
だ
し
、今
後
局
長
が
布
告
で
定
め
る

適
切
な
理
由
が
あ
る
場
合
を
除
く

•
 歳
入
法
典
の
他
の
勅
令
に
基
づ
く
賃
金
に
関

す
る
法
人
税
免
除
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

　
当
初
思
っ
て
い
た
よ
り
利
用
範
囲
が
限
定
的
に

な
って
し
ま
い
ま
し
た
。「
月
額
賃
金
が
１
万
５
０
０

０
バ
ー
ツ
以
下
の
従
業
員
」の
み
適
用
と
な
り
、そ

れ
以
上
の
従
業
員
に
つ
い
て
は
適
用
で
き
な
い
た
め

で
す
。

　
５
月
号
で
紹
介
し
た
際
は
、こ
の
点
が
明
確
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。例
え
ば
給
与
が
２
万
５

０
０
０
バ
ー
ツ
の
人
で
も
１
万
５
０
０
０
バ
ー
ツ
ま
で

は
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
し
た
が
、最
終

的
に
こ
の
可
能
性
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
１
万
５
０
０
０
バ
ー
ツ
は
大
学
新
卒
給
与
の
ほ
ぼ

最
低
値（
※
２
）で
す
。こ
う
いっ
た
人
材
を
採
用
し
て

い
る
会
社
に
は
、給
与
が
そ
も
そ
も
月
１
万
５
０
０

０
バ
ー
ツ
超
の
従
業
員
し
か
い
な
い
こ
と
が
あ
り
、そ

の
場
合
は
制
度
が
活
用
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。か
く
い
う
私
も
、最
終
的
に
自
社
で
は
使
え
な

い
こ
と
が
分
か
って
が
っ
か
り
し
た一人
で
す
。

　
確
か
に
利
用
で
き
る
範
囲
が
限
定
的
に
な
り
ま

し
た
が
、そ
れ
で
も
適
用
で
き
る
会
社
に
と
っ
て
は

引
き
続
き
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。制
度

が
適
用
で
き
る
企
業
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、積
極
的

に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

BizWings  (Tha i l and )は世界
55ヵ国に展開するグローバルビジ
ネスネットワークであるT G S  
Globalのメンバーで
す。タイはもちろん、
他国への事業展開
もサポートします。

tgs-global.com

www.bizwings.co

日本で大手監査法人、外資系企業勤
務を経て、2013年来タイ。外資系会計
事務所のジャパンデスクにて日系企業
向けコンサルティング業務に従事した
後、15年10月にBizWings (Thailand) 
Co., Ltd.を設立。経営コンサルティング
業務を提供し、現在に至る。公益財団
法人東京都中小企業振興公社タイ事
務所経営相談員。ジェトロ中小企業海
外展開現地支援プラットフォーム・コー
ディネーター。公認会計士（日本）。東京
大学経済学部経営学科、米ケロッグ経
営大学院卒業（MBA）。

倉地 準之輔

「なるほど、じゃあ私の会社では使えるのかな？」と思ったらBizWingsにどうぞ。

お客様に親身になって経営コンサルティングを提供します。
◆ビジョン作成　◆経営戦略策定　◆市場調査　◆デューデリジェンス
◆人事管理支援　◆内部監査　◆会社設立　◆BOI 申請　◆会計記帳
◆税務申告　◆給与計算　◆ビザ・労働許可証申告　など

Tel：+66-(0)2-258-5529
お問い合わせ：contact@bizwings.co
Room 1201,12th Floor, Q House Building, 66 Asoke
Montri Road, Wattana, Khlong Toei Nuea, Bangkok 

BizWings (Thailand) Co.,Ltd.

第9回
BizWin

gs

Column

対
象
と
な
る
賃
金

対
象
と
な
る
企
業

内容
売上

従業員数

18,000,000 30,000,000
15,000×100名

×12ヵ月
15,000×100名

×（４ヵ月×３＋８ヵ月）
４月～７月の４ヵ月分を

300％で計上

単位：バーツ

一人あたりの月給

年間人件費

利益

法人税額
（20％で仮定）

 通常  制度適用後 
 60,000,000

 100名
 15,000以下

 42,000,000  30,000,000

 8,400,000  6,000,000

関連コラムCOVID-19 新型コロナウイルス

（※１）http://www.rd.go.th/publish/fileadmin/user_upload/kormor/newlaw/dc708.pdf　
（※２）https://adecco.co.th/salary-guide　
　　 新卒の給与水準として9職種中7職種の最低給与が15,000バーツと設定されている。
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で
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
な
一
歩
と
な
る
で

し
ょ
う
。

　
た
だ
在
庫
を
減
ら
そ
う
、人
を
減
ら
そ

う
、紙
を
減
ら
そ
う
、目
新
し
い
の
で
Io
T

を
や
っ
て
み
よ
う
、そ
れ
だ
け
で
は
旧
来
と

何
も
変
わ
ら
ず
、Ｉ
Ｔ
の
恩
恵
も
十
分
に
受

け
ら
れ
ず
、経
営
陣
の
期
待
に
も
応
え
ら
れ

ま
せ
ん
。こ
の
苦
境
を
乗
り
切
っ
た
そ
の
先

に
あ
る
来
る
べ
き
時
に
備
え
て
、組
織
の
在

り
方
を
ま
ず
は
最
重
要
ア
ジ
ェン
ダ
と
し
て

検
討
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

は
じ
め
に

　　
タ
イ
国
内
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症（
C
O
V
I
D-

19
）の
新
規
感
染
者

は
ゼ
ロ
が
続
い
て
お
り
、徐
々
に
企
業
活
動

を
正
常
化
す
る
動
き
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
よ
り
打
撃
を
受
け

た
国
内
需
要
の
低
迷
、さ
ら
に
未
だ
収
束
し

な
い
海
外
市
場
は
回
復
力
が
弱
く
、経
済

そ
の
も
の
の
正
常
化
へ
の
道
は
遠
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
こ
の
国
の
経
済
を
支
え
、日
本
と
の
繋
が

り
も
深
い
製
造
業
で
は
、停
滞
し
た
経
済
局

面
を
乗
り
切
る
利
益
体
質
の
獲
得
お
よ
び

ア
ジ
ア
の
重
要
製
造
拠
点
と
し
て
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
最
大
限
引
き
出
す
必
要
に
迫
ら

れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
管
理・計
画
系
、ト

ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
系
作
業
の
無
駄
の
削
減
と

い
う
旧
来
か
ら
の
課
題
に
改
め
て
注
目
す

る
企
業
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
考
え
方

　
日
系
製
造
業
は
こ
れ
ま
で
も
モ
ノ
づ
く
り

工
程
に
お
け
る
業
務
改
善
や
効
率
化
に
つ
い

て
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し

た
。し
か
し
、P
S
I（
生
産・販
売・在
庫
）

計
画
や
マ
ス
タ
管
理
、受
払
い
〜
請
求・支
払

い
と
いっ
た
上
下
流
工
程
や
周
辺
業
務
と
呼

ば
れ
る
作
業
に
つ
い
て
は
、好
調
な
経
済
環

境
や
相
対
的
に
低
い
人
件
費
を
理
由
に
、マ

ニ
ュ
ア
ル
作
業
ば
か
り
の
非
効
率
や
、業
務

品
質
の
ば
ら
つ
き
の
大
き
さ
な
ど
既
に
認
識

さ
れ
た
課
題
が
あ
っ
て
も
、そ
の
改
善
に
は

優
先
順
位
を
高
く
設
定
し
て
い
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
し
か
し
、生
き
残
り
を
懸
け
た
徹
底
し

た
無
駄
の
排
除
が
求
め
ら
れ
、そ
の
た
め
に

不
透
明
性
の
解
消
が
必
達
で
あ
る
今
、取

り
組
み
方
も
従
来
通
り
と
は
い
き
ま
せ
ん
。

　
従
来
な
ら
手
作
業
を
減
ら
す
、効
率
を

上
げ
る
、属
人
化
か
ら
標
準
化
へ
移
行
す
る

と
いっ
た
解
決
策
を
探
す
と
な
る
と
、ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
や
、早
急
か
つ

低
コ
ス
ト
に
導
入
が
で
き
る
こ
と
か
ら
Ｒ
Ｐ

Ａ（Robotics Process A
utom

ation

）

を
採
用
す
る
企
業
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

た
だ
、早
急
か
つ
低
コ
ス
ト
と
い
う
側
面
を

重
視
す
る
あ
ま
り
、現
状
の
業
務
プ
ロ
セ
ス

を
前
提
に
し
た
表
面
的
な
自
動
化・処
理
ス

ピ
ー
ド
向
上
に
留
ま
り
、成
果
は
期
待
に
到

底
及
ば
な
い
レ
ベル
の
こ
と
が
多
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、成
果
を
大
き
く
得
る
た
め
の

取
り
組
み
と
は
、ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で

し
ょ
う
か
。

課
題
は
見
え
て
い
る
も
の
が
全
て
？

　
例
え
ば
あ
る
会
社
で
は
、様
々
な
人
が
同

じ
よ
う
な
情
報
を
何
度
も
目
的
に
合
わ
せ

て
作
成
し
て
い
る
が
、そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う

に
し
て
作
成
さ
れ
た
の
か
は
担
当
者
に
都

度
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、と
い
う
課

題
が
あ
る
と
し
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、問
題
な
の
は「
様
々
な
人
が

同
じ
よ
う
な
情
報
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
」

な
の
か
、「
ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
か
担

当
者
に
都
度
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
」な
の
か
、そ
れ
と
も
両
方
な
の
か
。恐

ら
く
従
来
の
考
え
方
で
は
、情
報
を
一
元
化

す
る
、手
順
を
統
一
す
る
と
いっ
た
解
決
の
方

向
性
を
見
出
す
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、そ
も
そ
も
誰
が
何
の
た
め
に
指

示
し
て
い
る
の
か
、実
は
必
要
の
な
い
こ
と
で

は
な
い
か
、ま
た
は
目
的
の
た
め
に
は
別
の

情
報
を
確
認
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
いっ

た
、「
目
的
の
理
解
」と「
客
観
的
な
視
点
に

よ
り
課
題
の
深
層
に
潜
む
原
因
要
素
の
理

解
」、そ
れ
ら
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る「
潜
在

的
な
課
題
の
予
防
」へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
こ
そ
、

中
長
期
的
に
評
価
す
る
際
に
真
に
効
果
を

生
む
取
り
組
み
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
つ
ま
り
、一
見
解
決
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
明

PwC タイ ビジネススタディ　第14回

確
で
あ
る
課
題
で
あ
っ
て
も
、業
務
の
目
的

を
定
義
し
、ト
ラ
イ
＆
エ
ラ
ー
を
通
じ
て
課

題
の
真
因
に
迫
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、デ
ー
タ
を
最

大
限
に
活
用
し
て
見
え
な
い
も
の
を
見
よ

う
と
す
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
で
す
。

課
題
の
真
因
に
迫
る
工
場
I
o
T

　
既
存
の
デ
ー
タ
を
最
大
限
活
用
し
、ト
ラ

イ
＆
エ
ラ
ー
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
課
題
発
生
原

因
の
特
定
を
進
め
、さ
ら
に
は
今
後
起
こ
り

得
る
問
題
を
限
り
な
く
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
予

見
す
る
取
り
組
み
の
一つ
と
し
て
、工
場
の

I
o
T
化
を
例
に
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
工
場
の
I
o
T
化
と
は
、ラ
イ
ン
の
自
動

化
や
効
率
の
最
大
化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
と

は
異
な
り
、得
ら
れ
る
デ
ー
タ
の
活
用
と
実

例
に
基
づ
く
デ
ー
タ
の
設
計
が
ポ
イ
ン
ト
で
、

〝
繋
が
る
〞と
い
う
結
果
よ
り
も〝
繋
げ
る
〞

プ
ロ
セ
ス
を
重
視
し
ま
す
。

　
弊
社
の
事
例
で
は
、基
幹
シ
ス
テ
ム
や
設

備
等
の
今
あ
る
デ
ー
タ
を
取
り
込
み
、Ｑ
Ｃ

Ｄ（
品
質・コ
ス
ト・配
送
）お
よ
び
４
Ｍ（
人・

設
備・材
料・方
法
）の
観
点
で
客
観
的
に
不

良
や
無
駄
発
生
の
傾
向
を
読
み
取
り
ま

す
。

　
こ
こ
で
得
ら
れ
た
示
唆
と
現
場
ノ
ウ
ハ
ウ

を
融
合
す
る
こ
と
で
、新
た
な
仮
説
に
基
づ

い
た
新
規
I
o
T
デ
ー
タ（
セ
ン
サ
ー
デ
ー

タ
、温
湿
度
、粉
じ
ん
等
）を
取
得
し
、分
析

サ
イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
な
が
ら
原
因
の
絞
り

込
み
を
行
い
有
効
な
対
策
を
実
行
し
ま
す
。

　
そ
れ
に
よ
り
、そ
も
そ
も
何
が
悪
か
っ
た

の
か
、解
決
の
た
め
に
は
ど
こ
に
何
を
施
せ

ば
良
い
の
か
、問
題
を
的
確
に
解
決
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。同
時
に
継
続
的
に
取
り

組
む
こ
と
で
、常
に
新
し
い
発
見
が
あ
る
た

め
予
防
的
な
対
策
が
可
能
と
な
り
、設
計

や
製
造
条
件
の
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
を
は
じ
め
、

製
造
ラ
イ
ン
の
稼
働
状
況
を
事
前
に
予
測

で
き
ま
す
。

効
果
を
確
実
に
刈
り
取
る
た
め
に

　
こ
の
よ
う
に
現
場
か
ら
得
ら
れ
る
デ
ー
タ

を
活
用
し
て
、P
o
C（
概
念
実
証
）と

A
gile

（
実
装
と
テ
ス
ト
を
繰
り
返
し
な
が

ら
進
め
る
手
法
）で
解
決
の
示
唆
を
得
ら
れ

た
と
し
て
も
、そ
れ
を
承
認
し
て
実
行
に
移

す
ま
で
に
何
週
間
、何
ヵ
月
と
時
間
を
要
す

る
の
で
は
価
値
は
半
減
し
ま
す
。得
ら
れ
た

示
唆
を
い
か
に
早
く
、で
も
誤
り
も
少
な
く

試
行
で
き
る
よ
う
な
組
織
や
意
思
決
定
プ

ロ
セ
ス
も
同
時
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
本
来
、無
駄
の
削
減
に
先
ん
じ
て
手
を

付
け
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
、そ
の
認
識
を
皆

PricewaterhouseCoopers
Consulting (Thailand) Ltd.

15th Floor Bangkok City Tower, 179/74-80 
South Sathorn Road, Bangkok 10120, Thailand

Tel: 0 2344 1000
免責事項： 本稿は、一般的な情報の提供を目的としたもので、専門コンサルティング・
アドバイスとしてご利用頂くことを目的としたものではありません。情報の内容は法令・
経済情勢等の変化により変更されることがありますのでご了承下さい。

無駄の削減に
必要な視点

E-mail ： atsuyuki.mori@pwc.com

日系損害保険会社（企業商品開発部門）、総合コン
サルティングファーム（保険部門）を経て現職。これま
で、保険・自動車業界、官公庁を中心にテレマティク
ス・MaaS等のデジタル、モビリティ、ファイナンス周辺
の経営戦略・M&A、サイバーセキュリティ等のテーマ
および東南アジアにおけるクロスボーダー案件を数
多く経験。2020年９月よりPwC Thailandに赴任。

森　厚之
PwC Thailand Japanese Business Desk
コンサルティング部門　マネジャー

出所：PwC

QCD/4M 観点で整理された既存デー
タから網羅的に分析を実施。分析示唆
と現場ノウハウ・理論を融合すること
で、新規仮説に基づいた新規 IoTデー
タを取得し、分析サイクルを繰り返しな
がら原因の絞り込みを行っていく。

図表

関連コラムCOVID-19 新型コロナウイルス
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NEWSの詳細はウェブサイト（www.arayz.com）でチェック！！
このほかの『ASEAN最新ニュース』も随時配信中！！

　豊田通商タイランドでは８月24日、日本の寝具メーカー、西川の高品質マットレ
ス「エアー」を展示するショールームと、エアーを使用した従業員向け睡眠スペー
ス「Nap Station」をオフィス１階に開設した。
　「エアー」は特殊な立体構造となっており、体圧を分散することで寝返りがス
ムーズにでき、深い睡眠をサポート。有名スポーツ選手も愛用している。豊田通商
タイランドでは今年４月、食料・生活本部傘下に豊通L&Cタイランド（Ｌ=Life、Ｃ
=Community）を設立し、「エアー」を取り扱っている。勤務時間内の効率を上げ
ることを目的に睡眠スペースも設置された。
　豊通L&Cタイランドの三浦伸文社長は「今回の取り組みでは商品のPRだけで
なく、従業員に快適な睡眠を提供することで、より良い成果を発揮できる環境とな
ることを期待しています」と述べた。

高品質寝具を使った睡眠スペース設置
豊田通商（タイランド）

Exhibition 注目の展示会

※主催者は展示会の開催を延期または中止する場合があります。事前にウェブサイトでご確認ください。

工作機械・金属加工などの見本市

https://www.metalex.co.th/en

11月18日（水） ～ 21日（土）

METALEX 2020

製造

再生可能エネルギーに関する展示会
https://www.asew-expo.com/

９月23日（水）～26日（土）

ASEAN SUSTAINABLE
ENERGY WEEK

エネルギー

食品・飲料、フードサービスなどの展示会

https://thaifex-anuga.com/

9月22日（火） ～ 26日（土）

THAIFEX
- Anuga Asia 2020

食品

　アズビル（タイランド）ではこの程、ラヨーン県にソリューション＆テクノ
ロジーセンターを開設した。IoT（モノのインターネット）、AI（人工知能）技
術などを活用した次世代サービスの提案を進めていく。
　自動制御機器など実際の同社製品に触れながら最新技術を体感できる
デモルームが設置されたほか、メーカー問わず年間１万台規模の整備が
できる同社グループでも最大規模の調整弁整備施設が併設された。

東部にIoTデモルームを設置
アズビル（タイランド）

　７月31日、三井不動産はタイでサービスアパート事業に進出することを
発表した。タイの不動産開発大手アナンダデベロップメントと共にバンコク
とパタヤで計５件（1,809室）のサービスアパートを開発する。タイでサー
ビスアパート事業に参画するのは初めて。
　既にBTSナナ駅の近くで第一号物件となるLyf Sukhumvit8 Bang-
kok（８階建て196室）が開業している。タイの外資系企業駐在員および外
国人旅行客の長期及び短期の宿泊需要の取り込みを図る。

食品生産、包装産業などの展示会

https://www.propakasia.com/  

10月20日（火） ～ 23日（金）

ProPak Asia 2020

食品・包装

工作機械、金属加工などの展示会

https://www.intermachshow.com/
2020/en/index.asp

９月23日（水） ～ 26日（土）

INTERMACH 2020

製造

IoTなど情報通信技術の見本市
https://cebitasean.com/

11月25日（水）～27日（金）

CEBIT ASEAN
Thailand

情報通信

BOI主催の商談会及び展示会
http://www.subconthailand.com/

９月23日（水）～26日（土）

SUBCON THAILAND

製造

タイでサービスアパート事業に進出
三井不動産

自働車、二輪の展示即売会

https://www.motorexpo.co.th/

12月２日（水）～13日（日）

MOTOR EXPO 2020

自動車

と依然厳しい状況にある。 
　地域別では主要輸出先の落ち込み
が大きい。タイ最大の輸出先であるオセ
アニア市場は１月～６月の累計で前年比
44%減。しかし、オーストラリアの６月の国
内販売は同6.4%減まで回復し、「タイ産
自動車の在庫は非常に不足している状
態」（豪州市場関係者情報）にあり、輸出
の回復が期待される。ただ、７月は感染
再拡大の影響で12.8%減に悪化した。
　第二の輸出地域であるアジアは主要
輸出先であるマレーシア、フィリピン、ベト
ナムなどでのロックダウンの影響で１月～
６月は前年比42%減となっている。しか
し、フィリピンやベトナムでは自動車関連
税制軽減措置により国内市場は急回復
しており、今後各社は積極的に輸出拡
大を図ると予想される。

　タイとインドネシアで今年上半期の自
動車輸出統計が発表された。タイは前
年比37.4%減の350,550台、インドネシア
は同24.4％減の104,158台となり、コロナ
禍の影響は依然として大きい。ただし、
足元ではオーストラリアなど主要輸出先
で想定以上に市場が回復しており、各
社は増産ペースを速めている。９月号で
はタイ、10月号ではインドネシアの輸出動
向を展望する。

主要輸出先市場の落ち込み

　自動車メーカーは４月～６月まで需要
急減による在庫の積み上げに直面し、
厳しい減産を強いられた。タイの６月の
生産台数は前年比58.5%減の71,704
台、輸出台数は同48.7%減の50,049台

執筆者：野村総合研究所タイ　

タイ、アセアンの
自動車ビジネス新潮流を読む

《業務内容》 
経営・事業戦略コンサルティング、市場・規制調査、情報システム（IT）コンサルティング、
産業向けITシステム（ソフトウェアパッケージ）の販売・運用、金融・証券ソリューション
399, Interchange 21, Unit 23-04, 23F, Sukhumvit Rd., Klongtoey Nua, Wattana, 
Bangkok 10110
TEL: 02-611-2951  URL: www.nri.co.jp

マネージング・ダイレクター

田口  孝紀
シニアコンサルタント

山本  肇

　第三の輸出地域である中東は、サウ
ジアラビアでのVAT導入前駆け込み需
要の影響もあり、１月～６月の輸出は前
年比6.7%と唯一のプラスとなっている。
ただし、足元ではロックダウンの購買意
欲への波及、石油価格の頭打ち、政治
の不安定化などから、市場は同10％以
上減に転じている。

今後の回復の展望

　輸出の回復は市場回復から数ヵ月の
タイムラグがあり、タイからの自動車輸出
は7月以降により回復のペースが速まるこ
とが予想される。このまま主要市場の回
復が続けば、通年では前年比30％減程
の60万～70万台に落ち着くと見られる。
　ただし、オーストラリアが第二波の発
生で7月に再度市場が収縮したように、
まだ予断を許さない状況にある。感染が
遅れて拡がるアフリカや中南米など新
興国でもさらなる景気悪化が懸念され
る。また、中期的には周辺国での保護主
義の強化による完成車輸入の削減や、
周辺国に対するバーツ高により来年以
降のタイの自動車輸出の回復が制約を
受ける可能性がある。（10月号へ続く）

第33回

～好評につき、シリーズ継続！～

関連コラムCOVID-19 新型コロナウイルス

コロナ禍と
自動車輸出への影響【タイ】

オセアニア

アジア

中東

北米

欧米

中南米

アフリカ

合計

360,000０ 10,000 20,000 30,000 40,000 50,000 60,000 90,000

94,692 （-44.8%）

91,996 （-41.8%）

62,920 （6.7%）

34,014 （-52%）

29,551 （-18.6%）

25,850 （-47.9%）

11,522 （-19.5%）

350,550 （-37.4%）

タイの地域別輸出台数の推移（１月～６月、前年同期比）図表 出所：FTI 

Delnnets、光触媒＋イオンクラスター搭載
空気清浄機「ALCURE」の展示会を開催

　6月22日、23日、Delnnets Co., Ltd.は同社の新商品
「ALCURE（アルキュア）」の展示会を開催しました。
　光触媒チタン＋UVとイオンクラスターモジュールを搭
載した空気清浄機ALCUREは、同時に搭載されてい
る活性炭フィルターとHEPAフィルターによって汚染物
質、有害物質、その他の病原性細菌を完全に分解し、
より衛生的な空間を作り出します。
　光触媒は紫外線を照射した際に電子が発生し、有
害物質を二酸化炭素と水に分解するので、オゾンのよ
うな人体に有害な物質が発生することがありません。ま
た工事も一切不要ですので、場所を選ぶことがなく設
置が可能です。
　また一番の特徴であるのが、大きな空間を清浄する
能力を発揮するBLDCモーターの採用。このBLDC
モーターが高い処理能力を持ちながら、高い静粛性を
実現しています（最長到達距離45m）。
　耐久性が高く、脱臭・除菌効果に優れたALCURE 
UV LED空気清浄機は、従来の集合型エアフィルター
よりもはるかに高い空気清浄効果を発揮するため、タイ
の空気汚染・ウイルス対策として効果的です。

ALCURE All in One フィルターの優位性

PM2.5などの微粒子を除去

バクテリアとウイルスを99.995%除去

大空間を一台で清浄

オゾンフリー たばこ臭などの臭いを除去

1台で
1,100㎡まで
対応可能

PICK UP NEWS

ベトナム・インドネシア対応可能

246 Times Square Bldg., 24F 24-03, 
Between Soi Sukhumvit 12 & 14, Sukhumvit Road,
Klongtoey, Klongtoey, Bangkok 10110
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 生産台数 89,336 -47.7 695,468 -43.8

 国内販売台数 59,335 -26.8 387,939 -35.9

 輸出（CBU）台数 49,564 -39.7 400,114 -37.7

 乗用車 18,500 -43.6 138,216 -42.2

 商用車

 （1トンピックアップ、SUV含む） 40,835 -15.4 249,723 -31.7

 1トンピックアップ 32,707 -15.9 199,116 -33.0

 合計 59,335 -26.8 387,939 -35.9

 乗用車 34,482 -47.5 263,046 -46.8

 バス 7 -56.3 116 -50.2

 ピックアップ    

 1トン以下ピックアップ 0 - 0 -

 1トンピックアップ 53,541 -47.5 422,103 -41.7

 　2ドアピックアップ 19,890 -29.6 116,633 -41.9

 　4ドアピックアップ 29,824 -49.9 252,635 -41.5

 　PPV 3,827 -73.3 52,835 -42.4

 5トン以下トラック 258 -69.6 2,359 -42.6

 5-10トントラック 208 -43.2 1,436 -42.9

 10トン以上トラック 840 -53.5 6,408 -44.1

 合計 89,336 -47.7 695,468 -43.8

 完成車（輸出額） 28,848.5 -28.5 216,828.0 -33.4

                （台数） 49,564 -39.7 400,114 -37.7

 エンジン 1,014.6 -61.9 11,588.2 -39.7

 部品  6,254.2 -59.0 70,145.9 -37.5

 スペアパーツ 1,224.0 -43.0 11,185.4 -21.4

 合計  37,341.3 -38.2 309,747.5 -34.3

A S E A N ＋ 
展示即売会Big Motor Sale開催
自動車、二輪25ブランドが出展

　８月21日～30日まで自動車、二輪の展示
即売会「Big Moto r  Sa le  2020」が
BITEC（バンコク国際貿易展示場）で開催
された。
　自動車は20ブランド、二輪は５ブランドが
出展した。トヨタのブースにはマイナーチェン
ジされた小型乗用車「Yaris 2021」「Yaris 
Ative 2021」が登場。最新の予防安全
パッケージ「Toyota Safety Sense」を装備
して安全性が向上したほか、排ガス規制
ユーロ５に適合したエンジンDual VVT-iE 
4を搭載している。価格は「Yaris 2021」が
54万9,000バーツ～、「Yar is  At ive 

2021」は53万9,000バーツ～。
　ほか、スズキは小型乗用車「Swift」に新
たなモデルGL MAX EDTIONを投入した。
よりスポーティーにデザインされ、価格は54
万1,000バーツ～。

タイ企業が電動双胴船公開
バッテリーなども自社生産

　再生可能エネルギーによる発電事業を
手掛け、電気自動車の生産も目指すタイ企
業エナジーアブソルートが８月21日、チャオ
プラヤー川で電動双胴船「MINE Smart 
Ferry」を公開した。
　設計、製造は共にタイで行われ、全長24
メートル、全幅７メートルで最大200人が乗
船可能。グループ会社が製造した800KWh
のバッテリーを搭載している。同社の高速充

電を用いれば、20分ほどの充電で約３時間
航海できるという。年内にも定期フェリーとし
て導入を計画している。同社は電動バスの
試験運転も同日行った。

上半期、ホンダが乗用車販売１位
今年の新車販売台数は68万台予想
　ホンダオート
モーティブ（タイラ
ンド）は７月31日、
上半期の業績を
発表。新型コロナウイルスの影響で乗用車
の新車販売は前年同期比29.4％減の3万
4,518台だったが、トヨタを抜いて１位に躍り
出た。
　小型乗用車「City」は16,950台、乗用車
「Civic」は8,656台、SUV（スポーツ多目的
車）の「HR-V」は3,667台、「CR-V」は1,978
台が売れ、需要が細る中で好調を維持した。
同社のピタックCOOは今年のタイの新車販
売台数を前年比32％減の68万台、乗用車
は同35％減の30万4,000台と予想した。

タイの自動車生産・販売台数／関連輸出額（2020年7月）
《国内販売台数》《概要》

《自動車関連輸出額》 （単位：100万バーツ）

【出典：タイ工業連盟、タイ自動車インスティテュート、Toyota Motor Thailand Co., Ltd. 、報道各種】

《生産台数》

    自動車・二輪産業ニュース

2020年7月 前年同月比
増減%

前年同期比
増減%

 
2020年7月

 前年同月比  前年同期比
  増減％  増減％

2020年１月
～7月累計

前年同月比
増減％

2020年
7月

前年同期比
増減％

2020年１月
～7月累計

2020年7月 前年同月比
増減％

前年同期比
増減％

2020年１月
～7月累計

 

2020年１月
～7月累計

サイト内は英語、タイ語、
日本語で検索可能です！

タイの物流倉庫・賃貸倉庫検索サイト
Find Warehouse Thailand

タイ王国 77 県エリア、バンコク、シラチャー、ラ
ヨーン、他、各県にある主要工業団地の賃貸倉庫、営
業倉庫の検索が可能。倉庫オペレーションに必要な
機材、サービスの専門業者もご紹介しています。

サイトの倉庫情報から直接メール、電話で所有会社
へご連絡頂けます。サイトご利用による会員登録、
利用手数料、成約手数料は一切掛かりません。

URL：http://www.find-warehouse.com
TEL： 064-934-9714（Ms.Supeephat / タイ語・英語）

E-Mail：info@find-warehouse.com

掲載を希望する方は件名を「セミナー告知希望」として、
まずは gdm-info@gdm-asia.com までご連絡ください。
毎月20日締め切り、翌月10日発行のスケジュールです。
※掲載にあたり、セミナーで『ArayZ』を配布していただくことが条件になります。

※掲載応募多数の場合は、ご遠慮いただくことがあります。

日程：９月16日（水）　14：00 ～ 15：30
 ９月17日（木）　14：00 ～ 15：30　
使用媒体：Zoom
費用：1,500バーツ
講師：弘畠夕子（米国公認会計士／MD of ProMission Co., Ltd.)
申込／詳細：takahashi@personnelconsultant.co.th

‒VAT編‒
特訓講座

Zoomウェビナー

NEWSの詳細はウェブサイト（www.arayz.com）でチェック！！
このほかの『ASEAN最新ニュース』も随時配信中！！

　豊田通商タイランドでは８月24日、日本の寝具メーカー、西川の高品質マットレ
ス「エアー」を展示するショールームと、エアーを使用した従業員向け睡眠スペー
ス「Nap Station」をオフィス１階に開設した。
　「エアー」は特殊な立体構造となっており、体圧を分散することで寝返りがス
ムーズにでき、深い睡眠をサポート。有名スポーツ選手も愛用している。豊田通商
タイランドでは今年４月、食料・生活本部傘下に豊通L&Cタイランド（Ｌ=Life、Ｃ
=Community）を設立し、「エアー」を取り扱っている。勤務時間内の効率を上げ
ることを目的に睡眠スペースも設置された。
　豊通L&Cタイランドの三浦伸文社長は「今回の取り組みでは商品のPRだけで
なく、従業員に快適な睡眠を提供することで、より良い成果を発揮できる環境とな
ることを期待しています」と述べた。

高品質寝具を使った睡眠スペース設置
豊田通商（タイランド）

Exhibition 注目の展示会

※主催者は展示会の開催を延期または中止する場合があります。事前にウェブサイトでご確認ください。

工作機械・金属加工などの見本市

https://www.metalex.co.th/en

11月18日（水） ～ 21日（土）

METALEX 2020

製造

再生可能エネルギーに関する展示会
https://www.asew-expo.com/

９月23日（水）～26日（土）

ASEAN SUSTAINABLE
ENERGY WEEK

エネルギー

食品・飲料、フードサービスなどの展示会

https://thaifex-anuga.com/

9月22日（火） ～ 26日（土）

THAIFEX
- Anuga Asia 2020

食品

　アズビル（タイランド）ではこの程、ラヨーン県にソリューション＆テクノ
ロジーセンターを開設した。IoT（モノのインターネット）、AI（人工知能）技
術などを活用した次世代サービスの提案を進めていく。
　自動制御機器など実際の同社製品に触れながら最新技術を体感できる
デモルームが設置されたほか、メーカー問わず年間１万台規模の整備が
できる同社グループでも最大規模の調整弁整備施設が併設された。

東部にIoTデモルームを設置
アズビル（タイランド）

　７月31日、三井不動産はタイでサービスアパート事業に進出することを
発表した。タイの不動産開発大手アナンダデベロップメントと共にバンコク
とパタヤで計５件（1,809室）のサービスアパートを開発する。タイでサー
ビスアパート事業に参画するのは初めて。
　既にBTSナナ駅の近くで第一号物件となるLyf Sukhumvit8 Bang-
kok（８階建て196室）が開業している。タイの外資系企業駐在員および外
国人旅行客の長期及び短期の宿泊需要の取り込みを図る。

食品生産、包装産業などの展示会

https://www.propakasia.com/  

10月20日（火） ～ 23日（金）

ProPak Asia 2020

食品・包装

工作機械、金属加工などの展示会

https://www.intermachshow.com/
2020/en/index.asp

９月23日（水） ～ 26日（土）

INTERMACH 2020

製造

IoTなど情報通信技術の見本市
https://cebitasean.com/

11月25日（水）～27日（金）

CEBIT ASEAN
Thailand

情報通信

BOI主催の商談会及び展示会
http://www.subconthailand.com/

９月23日（水）～26日（土）

SUBCON THAILAND

製造

タイでサービスアパート事業に進出
三井不動産

自働車、二輪の展示即売会

https://www.motorexpo.co.th/

12月２日（水）～13日（日）

MOTOR EXPO 2020

自動車
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ご提案・施工管理・工程管理・アフターサービス等、日本人国家資格保持者による対応が可能です。お気軽にお問い合わせ下さい。

第一セントラルはDAIKINの正規取り扱い店です

RK Biz Center Project, 36/49 Motorway Rd., Kaeng Khlong Song Tun Nun,　Khet Lat Krabang, Bangkok 10520

Daiichi Central（Thailand）Co., Ltd.
原　   　　　　089-024-3800　     　hara-d@dcsk.co.jp日本人窓口

Bunchong　   081-255-6490　     　tk.pv@hotmail.comタイ人窓口

設計 販売 施工

調換気・

見直してみませんか？

設備
　Daiichi Central（Thailand）Co., Ltd.では、様々な建物に最も適した設備
の提案を行います。現在、新型コロナウイルスの影響もあって、室内の換
気の重要性が改めて注目されています。また、エネルギーを多く使う施
設では設計次第でイニシャルコストやランニングコストにかなり大き
な差が出ます。
　私たちは、ただ単に設備を設置するだけではなく、お客様の目線で本
当に必要な設備を最適な形で導入することが、本来の設計であると考え
ています。空調設備更新の際にインバーター搭載の最新空調機による省
エネ提案や、初期投資0バーツ提案など、様々なご提案が可能です。

お
客
様
の
目
線
で
本
当
に

　
　
　
　必
要
な
設
備
を
最
適
導
入
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ダナンダナンメ
コ
ン
川

メ
コ
ン
川

ベ
ト
ナ
ム

カンボジア

タイ

ラ
オ
ス

ミャンマー

中国

サワンナケートサワンナケート

ビエンチャンビエンチャン

ハノイハノイ

昆明昆明

ポイペトポイペトバンコクバンコク

ダウェーダウェー

ヤンゴンヤンゴン
モーラ
ミャイン
モーラ
ミャイン

プノンペンプノンペン

ホーチミンホーチミンシアヌークビルシアヌークビル

南部経済回廊

東西経済回廊

南北経済回廊

共
が
な
ぜ
メ
コ
ン
５
に
着
目
す
る
の

か
。カ
ン
ボ
ジ
ア
、ラ
オ
ス
、ミ
ャ
ン

マ
ー
、ベ
ト
ナ
ム
は
こ
れ
ま
で
５
％
〜
７
％
の

高
い
Ｇ
Ｄ
Ｐ（
国
内
総
生
産
）成
長
率
を
維

持
し
、タ
イ
を
加
え
た
メ
コ
ン
５
域
内
へ
の
外

国
直
接
投
資
は
右
肩
上
が
り
で
増
え
て
い

ま
す（
図
表
１
）。従
来
よ
り
タ
イ
へ
は
自
動

車
産
業
を
中
心
と
し
た
日
系
企
業
が
投
資

を
行
って
き
ま
し
た
が
、近
年
で
は
ベ
ト
ナ
ム

な
ど
への
投
資
も
増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
背
景
に
は
、中
国
で
操
業
し
て
い
た
日
本

企
業
が
人
件
費
の
高
騰
で
採
算
を
維
持
で

き
な
く
な
っ
て
移
管
し
て
く
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。タ
イ
は
既
に
あ
る
程
度
上
昇
し
て

い
ま
す
が
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、ラ
オ
ス
、ミ
ャ
ン

マ
ー
、ベ
ト
ナ
ム
は
他
国
に
比
べ
ま
だ
賃
金
面

で
強
い
優
位
性
が
あ
り
ま
す（
図
表
２
）。

　
陸
続
き
の
こ
の
地
域
に
は
、イ
ン
ド
シ
ナ

半
島
を
跨
ぐ
よ
う
に
東
西
経
済
回
廊
、南

部
経
済
回
廊
、南
北
経
済
回
廊
と
い
う
３
つ

の
回
廊
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。そ
れ
ぞ

れ
の
国
で
見
れ
ば
ま
だ
経
済
規
模
の
小
さ

な
国
も
、回
廊
に
よ
っ
て
５
ヵ
国
の
人
、モ
ノ
、

金
が
繋
が
る
こ
と
で
巨
大
な
市
場
が
形
成

さ
れ
、人
口
は
計
２
億
５
０
０
０
万
人
、Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
計
９
０
０
０
億
米
ド
ル
と
、東
南
ア
ジ
ア

の
大
国
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
も
匹
敵
す
る
規
模

に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、道
路
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
さ
ら
に
進

め
ば
、物
流
コ
ス
ト
が
下
が
る
上
に
輸
送
時

間
も
短
縮
さ
れ
、一
層
の
活
性
化
が
見
込
ま

れ
ま
す
。ま
た
、海
洋
に
目
を
向
け
れ
ば
、市

場
と
し
て
中
国
や
環
太
平
洋
の
国
々
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
で
き
る
好
立
地
で
も
あ
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
収
束
傾
向

　
メ
コ
ン
５
域
内
は
比
較
的
早
期
の
抑
え
込

み
に
成
功
し
、大
き
な
感
染
拡
大
は
招
い
て

い
ま
せ
ん
。世
界
銀
行
に
よ
る
今
年
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
の
予
測
な
ど
を
見
る
と
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
加
味
し
て
も
ま
だ

プ
ラ
ス
の
成
長
が
予
想
さ
れ
る
国
が
あ
り
、

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
早
期
の
経
済
回
復
が
期
待

で
き
ま
す（
図
表
３
）。

　
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、マ
レ
ー
シ
ア
や
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
に
進
出
し
て
い
た

企
業
が
、リ
ス
ク
分
散
の

観
点
か
ら
メ
コ
ン
５
の
域

内
に
生
産
拠
点
の
設
立
を

考
え
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

再
編
に
よ
る
投
資
も
今
後

見
込
ま
れ
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、

市
場
が
成
熟
し
て
き
て
い

る
タ
イ
に
と
っ
て
も
、将
来

の
成
長
を
見
据
え
る
上
で

周
辺
国
の
発
展
は
重
要
な

要
素
で
す
。タ
イ
か
ら
カ
ン

ボ
ジ
ア
や
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
進

出
す
る
企
業
が
あ
り
ま
す

が
、こ
れ
ら
の
国
々
の
イ
ン

次ページ以降、タイ、カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナム各国について詳しく見ていく。

フ
ラ
が
し
っ
か
り
と
整
備
さ
れ
技
術
力
も
高

ま
れ
ば
、タ
イ
か
ら
生
産
工
程
の一部
を
よ
り

移
管
し
や
す
く
な
り
、タ
イ
は
さ
ら
に
付
加

価
値
の
高
い
工
程
に
注
力
で
き
ま
す
。最
近

で
は
タ
イ
に
地
域
統
括
拠
点
、研
究
開
発
機

能
を
置
く
企
業
も
増
え
て
い
ま
す
。周
辺
国

が
地
理
的
に
近
く
、そ
れ
ら
を
カ
バ
ー
す
る

立
地
と
し
て
タ
イ
は
適
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

周
辺
国
の
経
済
発
展
が
進
め
ば
市
場
と
し

て
も
魅
力
が
高
ま
り
、進
出
し
て
い
る
小
売

り
な
ど
の
タ
イ
企
業
が
恩
恵
を
受
け
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
投
資
は
活
発
に

　
今
後
も
メ
コ
ン
５
の
域
内
は
、ま
す
ま
す

活
性
化
し
て
い
く
と
見
て
い
ま
す
。日
系・非

日
系
企
業
問
わ
ず
、域
内
外
か
ら
様
々
な
投

資
が
入
り
、Ｍ
＆
Ａ
も
活
発
に
な
る
で
し
ょ

う
。私
共
に
も
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロッ
パ
、イ
ン

ド
の
企
業
か
ら
メ
コ
ン
５
域
内
へ
の
進
出
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、各
国
の
関
心

の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

　
み
ず
ほ
銀
行
は
タ
イ
に
は
バ
ン
コ
ッ
ク
支

店
、イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ
ー
ド
出
張
所
、ベ
ト

ナ
ム
に
は
ハ
ノ
イ
支
店
お
よ
び
ホ
ー
チ
ミ
ン
支

店
、ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
ヤ
ン
ゴ
ン
支
店
に
加
え

て
テ
ィ
ラ
ワ
出
張
所
、カ
ン
ボ
ジ
ア
に
は
プ
ノ

ンペン
出
張
所
を
設
け
、ラ
オ
ス
で
は
最
大
手

の
ラ
オ
ス
外
国
商
業
銀
行
と
提
携
し
て
い
ま

す
。２
０
１
９
年
７
月
に
は
、バ
ン
コッ
ク
支
店

の
ア
セ
ア
ン
営
業
課
を
メ
コ
ン
５
課
へ
と
改
名

し
ま
し
た
。メ
コ
ン
５
の一つ一つ
の
国
を
点
で

見
る
の
で
は
な
く
、面
と
し
て
捉
え
て
各
拠

点
と
連
携
し
、域
内
全
域
の
発
展
に
寄
与

す
べ
く
様
々
な
情
報
発
信
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
各
国
の
担
当
者
に
最
近
の
経
済
動

向
や
今
後
の
見
通
し
な
ど
を
聞
き
ま
し
た
。

勃興するメコン５　～期待と注目のＣＬＭＶＴ～

国・地域別対内直接投資額推移図表１

出所：国連貿易開発会議より

（ストック、単位100万米ドル）
500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0
1990 1995 2000 2005 2010 2015 2019

ワーカークラスの月額賃金図表２

出所：ジェトロ

（単位：米ドル）

シンガポール（シンガポール）
香港（中国）
北京（中国）

クアラルンプール（マレーシア）
バンコク（タイ）

ジャカルタ（インドネシア）
ムンバイ（インド）

ホーチミン（ベトナム）
マニラ（フィリピン
ハノイ（ベトナム）

プノンペン（カンボジア）
ヴィエンチャン（ラオス）
ヤンゴン（ミャンマー）
コロンボ（スリランカ）
ダッカ（バングラデシュ）

実質GDP成長率見通し図表３

出所：各機関HPより（国際通貨基金４月末、アジア開発銀行６月18日、世界銀行６月8日）

タイ 2.4 -6.7 ‐6.5 ‐5.0 ‐7.0 6.1 2.5 4.1
ベトナム 7.0 2.7 4.1 2.8 1.5 7.0 6.8 6.8
ミャンマー 6.8 － 1.8 1.5 ‐0.5 － 6.8 6.0
カンボジア 7.1 － ‐5.5 ‐1.0 ‐2.9 － 5.7 6.0
ラオス 5.0 － ‐0.5 1.0 ‐1.8 － 6.0 4.6
インドネシア 5.0 0.5 ‐1.0 0.0 ‐2.0 8.2 5.0 4.8
マレーシア 4.3 1.7 ‐4.0 ‐3.1 ‐6.4 9.0 5.5 6.9
フィリピン 5.9 0.6 ‐3.8 ‐1.9 ‐3.5 7.6 6.5 6.2
シンガポール 0.7 ‐3.5 ‐6.0 － － 3.0 2.0 －

国際通貨
基金

アジア
開発銀行

世界銀行
（基本）

国際通貨
基金

アジア
開発銀行

世界銀行
（基本）

世界銀行
（下振れシナリオ）

2020年予測2019年 2021年予測

賃金面での
強い優位性 中尾 貴博

みずほ銀行 バンコック支店
メコン５課 参事役

大学卒業後、青年海外協力隊に参加してアフリカのジンバブエでバス
ケットボールのコーチとして活動。JICA勤務を経て2008年入行。13年
からベトナム・ハノイ支店にて勤務。19年よりタイ・バンコック支店でメコ
ン５投資推進の企画業務を担当。

私

　近年、タイ周辺国の発展が著しい。インドシナ半島を
縦断するように流れる東南アジア最長のメコン川流域
に位置するカンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナムは国
名の頭文字を取ってCLMVと呼ばれ、新興国として各
国の投資家の注目を集めてきた。
　その中で、みずほ銀行ではCLMVにタイを加えた５ヵ
国を「メコン5（ファイブ）」と名付けて、企業活動をサ
ポートしている。担当者らに各国の経済動向や新型コロ
ナウイルスの影響などを聞いた。

～期待と注目のＣＬＭＶＴ～
勃興するメコン5
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南北経済回廊
ラオス

ベトナム

タイ

カンボジア
バンコクバンコク

ポイペトポイペト
シエムリアップシエムリアップ

ホーチミンホーチミンシアヌークビルシアヌークビル

ダウェイダウェイ

南部経済回廊

東西経済回廊

首都 プノンペン首都 プノンペン

安
定
し
た
経
済
成
長

存
在
感
増
す
中
国
の
投
資 

　
近
年
は
毎
年
７
％
程
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
を

遂
げ
て
き
ま
し
た
。一
人
当
た
り
の
G
D
P

は
１
６
０
０
米
ド
ル
ほ
ど
で
す
が
、プ
ノ
ン
ペ

ン
で
は
３
０
０
０
米
ド
ル
を
超
え
、車
社
会

に
な
って
い
ま
す
。

　
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
は
不
動
産
建
設

が
一
番
大
き
く
昨
年
は
約
35
％
で
し
た
。次

に
縫
製
業
、世
界
遺
産
ア
ン
コ
ー
ル・ワ
ッ
ト

と
い
う
世
界
有
数
の
観
光
資
源
が
支
え
る

観
光
業
と
な
って
い
ま
す
。１
０
０
０
社
超
の

縫
製
業
の
内
、ほ
と
ん
ど
が
中
国
系
で
す
。

不
動
産
建
設
で
も
中
国
か
ら
の
投
資
が
多

く
な
って
い
ま
す
。

　
一帯
一路
構
想
を
進
め
る
中
国
に
と
っ
て
カ

ン
ボ
ジ
ア
は
シ
ー
レ
ー
ン（
海
上
交
通
路
）を

確
保
す
る
上
で
重
要
な
位
置
に
あ
り
ま

す
。プ
ノ
ン
ペ
ン
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
海
の
玄

関
口
で
あ
る
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
ま
で
を
結
ぶ

２
０
２
２
年
完
成
予
定
の
高
速
道
路
建
設

や
周
辺
開
発
も
中
国
か
ら
の
投
資
に
よ
っ
て

国名 カンボジア王国
人口 1,648万人（2019年）
面積 18万㎢
名目GDP 271億米ドル（2019年）
１人当たりGDP 1,643米ドル（2019年）
日系企業 216社（2020年カンボジア日本人商工会議所会員数）

直近５年のGDP成長率

6

7

8

2019年2018年2017年2016年2015年

7.0

7.5

7.06.97.0

出所：国際通貨基金

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
系
企
業
は
特
に
11
年
以
降
投
資
が
増

え
、自
動
車
部
品
、電
子
部
品
関
連
の
企
業

が
タ
イ
＋
１
、チ
ャ
イ
ナ
＋
１
の
よ
う
な
形
で

進
出
し
て
い
ま
す
。

　

 

　

外
資
に
よ
る
投
資
制
限
の
緩
さ

紙
幣
に
国
旗
、日
本
に
高
い
期
待

　
タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
に
挟
ま
れ
、南
部
経
済

回
廊
及
び
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
中
心
に
位

置
す
る
地
理
的
優
位
性
が
あ
り
ま
す
。人

口
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、ポ
ル・ポ

ト
時
代
に
起
き
た
虐
殺
の
影
響
も
あ
り
、平

均
年
齢
が
約
25
歳
と
非
常
に
若
い
年
齢
構

成
に
な
って
い
ま
す
。

　
人
件
費
は
近
年
上
昇
し
て
き
ま
し
た
が
、

ま
だ
タ
イ
の
半
分
、中
国
の
３
分
の
１
程
度
で

す
。プ
ノ
ンペン
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
中

間
所
得
層
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
客
が
増
え
、昨

年
ジ
ェ
ト
ロ
が
イ
オ
ン
と
共
同
で
開
催
し
た

物
産
展
で
は
高
価
な
果
物
な
ど
食
品
が
飛

ぶ
よ
う
に
売
れ
て
い
き
ま
し
た
。住
宅
や
車
の

ロ
ー
ン
も
増
え
て
お
り
、消
費

市
場
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　
自
国
産
業
が
育
っ
て
い
な
い

分
、外
資
が
担
う
力
が
強
い
で

す
。通
常
の
取
引
に
お
け
る
通

貨
は
現
地
通
貨
の
リ
エ
ル
で
は

な
く
米
ド
ル
で
す
。外
国
人
投

資
に
制
限
を
加
え
て
い
る
分
野
は
土
地
の
売

買
以
外
ほ
と
ん
ど
な
く
、米
ド
ル
の
た
め
為

替
リ
ス
ク
も
な
く
投
資
が
で
き
、対
外
送
金

に
つ
い
て
も
特
段
の
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
進
国
向
け
の
輸
出
に
は
相
手
国
の
税
優

遇
制
度
を
活
用
で
き
ま
す
。

　
政
府
が
中
国
寄
り
と
も
指
摘
さ
れ
ま
す

が
、特
に
中
国
の
た
め
の
政
策
を
打
っ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、中
国
の
方
か
ら
寄
って
来
て

い
る
印
象
で
す
。昨
年
、フ
ン・セ
ン
首
相
を
日

本
に
招
き
、ジ
ェ
ト
ロ
ら
と
共
同
で
投
資
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。そ
の
席
で
も
首
相

は
日
本
企
業
の
投
資
を
強
く
求
め
て
い
ま
し

た
。カ
ン
ボ
ジ
ア
の
５
０
０
リ
エ
ル
札
に
は
、日

本
の
支
援
で
建
設
さ
れ
た「
つ
ば
さ
橋
」と

「
き
ぼ
う
橋
」、さ
ら
に
日
の
丸
が
描
か
れ
て

い
る
ほ
ど
親
日
国
で
あ
り
、ハ
ー
ド
面
だ
け
で

な
く
人
材
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
日

本
企
業
へ
の
期
待
は
首
相
な
ど
含
め
て
極
め

て
高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

 日
系
製
造
業
が
国
内
で
工
場
拡
大

食
品
加
工
な
ど
に
も
日
本
が
投
資

拡
大
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
ソ
ラ
ミ
ツ
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
立
銀

行
と
提
携
し
て
、ブ
ロッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
活
用

し
た
デ
ジ
タ
ル
決
済
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て

い
ま
す
。規
制
が
少
な
い
分
、様
々
な
技
術
の

試
験
導
入
な
ど
も
行
い
や
す
い
で
す
。

　
ま
た
、カ
ン
ボ
ジ
ア
は
米
の
生
産
量
が
７
０

０
万
ｔ
を
超
え
、日
本
と
ほ
ぼ
変
わ
り
ま
せ

ん
。世
界
的
な
品
評
会
で
最
優
秀
賞
を
獲

得
す
る
な
ど
品
質
も
優
れ
て
い
ま
す
。亀
田

製
菓
は
昨
年
か
ら
米
菓
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
生

産
し
て
海
外
に
輸
出
し
て
お
り
、食
品
加
工

分
野
も
将
来
性
が
あ
り
ま
す
。Yam

ato 
Green

で
は
農
産
物
の
生
産
か
ら
加
工
、販

売
、配
送
ま
で
を
一
貫
し
て
行
う
フ
ー
ド
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

不
十
分
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

割
高
な
電
気
コ
ス
ト
　

　
道
路
や
鉄
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
不

十
分
で
、地
理
的
優
位
性
が
十
分
に
活
か
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。公
的
債
務
に
お
け
る
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
は
30
％
程
で
健
全
な
状
態
で
あ
り
、イ

ン
フ
ラ
へ
の
さ
ら
な
る
投
資
が
求
め
ら
れ
ま

す
。通
関
な
ど
の
透
明
性
も
課
題
で
す
。ポ

ル・ポ
ト
時
代
に
学
校
教
育
を
廃
止
し
た
た

め
識
字
率
が
低
く
、ク
メ
ー
ル
語
が
書
け
な

い
人
も
い
ま
す
。日
系
企
業
で
は
そ
う
いっ
た

基
礎
教
育
も
従
業
員
に
行
って
い
ま
す
。

　
電
気
代
は
周
辺
国
に
比
べ
る
と
高
め
で

す
。た
だ
、各
団
体
か
ら
の
要
請
が
あ
っ
て
、

政
府
は
今
後
電
気
代
を
下
げ
て
い
く
方
針

で
す
。電
源
は
水
力
と
火
力
が
占
め
る
割
合

が
大
き
く
、特
に
水
力
は
干
ば
つ
に
よ
って
発

電
能
力
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ
り
、安
定
的

で
低
コ
ス
ト
な
電
力
供
給
が
課
題
で
す
。タ

イ
湾
の
タ
イ
と
の
国
境
未
確
定
区
域
に
海

上
油
田
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、政
府
間
交
渉

が
進
め
ば
今
後
の
開
発
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、産
業
の
集
積
が
進
ん
で
い
な
い
た

め
、原
料
の
調
達
を
輸
入
に
頼
ら
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

中
国
か
ら
の
投
資一時
減
少

縫
製
業
は
需
要
減
で
苦
境

　
感
染
者
数
は
２
７
３
人（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、８
月
27

日
時
点
）で
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
割
合
が
大
き

い
不
動
産
建
設
、縫
製
業
、観
光
業
が
軒
並

み
ダ
メ
ー
ジ
を
負
っ
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
や
中
国
側
の
規
制
強
化
で

中
国
か
ら
の
不
動
産
投
資
が
減
り
、縫
製

業
で
は
主
要
輸
出
先
の
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー

ロッ
パ
の
需
要
減
で
10
％
超
の
工
場
が
閉
鎖

な
ど
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。操
業
し
て

い
る
工
場
も
受
注
が
大
き
く
減
っ
て
い
ま

Cambodia

八木 孝夫
プノンペン出張所 所長 
みずほ銀行

東京生まれ。1996年から
2017年まで、みずほ銀行で
決済・外為・ECA・トレード
ファイナンスとプロダクツ営
業。特に06年以降はエマー
ジング国を担当し、17年４月
にプノンペン赴任。日本人
商工会（JBAC）や国際ビジ
ネス商工会（IBC）の役員も
兼務。

カ
ン
ボ
ジ
ア

す
。外
国
人
旅
行
者
が
い
な
く
な
り
、観
光

業
も
大
打
撃
を
被
っ
て
い
ま
す
。日
系
の
製

造
業
に
関
し
て
は
、担
って
い
る
の
が
生
産
工

程
の一
部
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、影
響
は
物

流
な
ど
に
留
ま
って
い
ま
す
。

　
２
月
、感
染
者
が
乗
船
し
て
い
る
疑
い
の

あ
っ
た
ク
ル
ー
ズ
船
が
シ
ア
ヌ
ー
ク
ビ
ル
に
寄

港
し
て
国
際
的
な
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

乗
客
に
は
ア
メ
リ
カ
人
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、興
味
深
い
こ
と
に
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
向

け
の
靴
や
マ
ス
ク
な
ど
の
注
文
が
増
え
た
の

も
事
実
で
す
。同
２
月
に
フ
ン・セ
ン
首
相
は

中
国
を
訪
れ
、習
近
平
首
相
と
会
談
。す
る

と
３
月
に
は
中
国
か
ら
縫
製
の
材
料
が
い
ち

早
く
入
って
き
ま
し
た
。

　
中
国
の
支
援
が
目
立
ち
ま
す
が
、国
民

感
情
と
し
て
は
日
本
へ
の
信
頼
は
高
く
、日

本
企
業
が
進
出
し
や
す
い
国
と
言
え
ま
す
。

経
済
動
向 

特
色

課
題

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

企
業
動
向

基本情報

Author Profile

　
ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
が
11
年
か
ら
プ
ノ
ン
ペ
ン

近
郊
で
電
子
機
器
な
ど
に
使
わ
れ
る
小
型

モ
ー
タ
ー
を
生
産
し
て
い
ま
す
。当
初
は
小

規
模
で
ス
タ
ー
ト
し
、現
在
で
は
最
大
規
模

の
工
場
と
な
り
、さ
ら
に
中
国
か
ら
ゲ
ー
ム

機
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
生
産
も
一部
移
管
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。13
年
に
進
出
し
た
デ
ン

ソ
ー
は
現
在
、新
工
場
を
建
設
中
な
ど
、既

に
進
出
し
て
い
る
企
業
が
生
産
能
力
を
拡

大
さ
せ
て
い
ま
す
。手
先
が
器
用
で
黙
々
と

働
く
の
で
、一
緒
に
仕
事
が
し
や
す
い
と
い
う

声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

　
タ
イ
国
境
付
近
の
ポ
イ
ペ
ト
に
は
日
系
の

工
業
団
地
が
複
数
あ
り
、日
系
企
業
が
多

数
進
出
し
て
い
ま
す
。タ
イ
バ
ー
ツ
が
流
通

し
、タ
イ
語
を
話
せ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
も
お

り
、ビ
ッ
グ
Ｃ
が
出
店
し
て
生
活
環
境
も
改

善
し
て
い
ま
す
。賃
金
の
上
が
っ
た
タ
イ
か

ら
生
産
工
程
の一部
を
移
す
よ
う
な
投
資
は

今
後
も
可
能
性
が
あ
る
と
見
て
い
ま
す
。

　
製
造
業
以
外
で
は
、イ
オ
ン
が
プ
ノ
ン
ペ
ン

近
郊
に
３
店
目
の
イ
オ
ン
モ
ー
ル
出
店
を
決

め
、23
年
開
業
予
定
で
す
。ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト・コ
ン
ビ
ニ
業
態
の
マッ
ク
ス
バ
リ
ュ
も
展

開
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
の
北
原
国
際
病
院
は
日
本
人
医
師

や
看
護
師
を
派
遣
し
て
16
年
に
日
揮
と
共

同
で
総
合
病
院
を
開
設
し
ま
し
た
。カ
ン
ボ

ジ
ア
か
ら
は
年
間
20
万
人
が
医
療
目
的
で

タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
海
外
を
訪
れ
て
い
る

と
い
わ
れ
て
お
り
、国
内
の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
市
場

プノンペンの街並み

出所：世界銀行
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南北経済回廊

ラオス

中国

タイ

ベトナム

カンボジア

ミャンマー

首都 ビエンチャン首都 ビエンチャン

サワンナケートサワンナケート

パクセーパクセー

ラ
オ
ス
中
国
高
速
鉄
道

ラ
オ
ス
中
国
高
速
鉄
道

ボラベン高原ボラベン高原

ルアンパパーンルアンパパーン

ボーテンボーテン

メ
コ
ン
川

メ
コ
ン
川

電
力
輸
出
が
経
済
け
ん
引

軽
工
業
に
各
国
か
ら
投
資

　
ラ
オ
ス
は
メ
コ
ン
５
の
国
全
て
に
加
え
て

中
国
と
も
国
境
を
接
す
る
地
理
的
な
要
衝

に
あ
り
ま
す
。

　
直
近
の
10
年
ほ
ど
は
７
％
前
後
の
高
い

G
D
P
成
長
率
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

メ
コ
ン
川
が
国
土
を
縦
断
し
て
お
り
水
力
発

電
が
盛
ん
で
、周
辺
国
に
電
気
を
輸
出
す
る

こ
と
で
ラ
オ
ス
経
済
を
け
ん
引
し
て
き
ま
し

た
。最
大
の
買
い
手
は
タ
イ
で
す
。さ
ら
に
ベ

ト
ナ
ム
に
も
輸
出
し
て
お
り
、カ
ン
ボ
ジ
ア
に

も
輸
出
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。他

の
新
興
国
で
は
都
市
化
や
工
業
化
に
伴
っ
て

国名 ラオス人民民主共和国
人口 717万人（2019年）
面積 24万㎢
名目GDP 181億米ドル（2019年）
１人当たりGDP 2,534米ドル（2019年）
日系企業 115社（2019年ラオス日本人商工会議所会員数）

ビエンチャンから1時間ほど走ると
未舗装道路となる

高速鉄道建設現場

直近５年のGDP成長率

4

5

6

7

8

2019年2018年2017年2016年2015年

4.7

6.3
6.877.3

出所：国際通貨基金

電
力
が
不
足
し
、投
資
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
に

な
る
こ
と
が
多
い
中
、ラ
オ
ス
は
恵
ま
れ
た

環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、人
件
費
が
低
く
手
作
業
が
必
要

な
ワ
イ
ヤ
ー
ハ
ー
ネ
ス
な
ど
の
電
子
機
器
や

軽
工
業
の
分
野
で
中
国
や
韓
国
、日
本
か

ら
投
資
が
入
り
、経
済
を
押
し
上
げ
て
き

ま
し
た
。
古
都
ル
ア
ン
パ
パ
ー
ン
や
ヒ
ン

ド
ゥ
ー
教
寺
跡
の
ワ
ッ
ト
プ
ー（
チ
ャ
ン
パ

サ
ッ
ク
県
）、ジ
ャ
ー
ル
平
原
の
巨
大
石
壺
遺

跡
群（
シ
ェン
ク
ワ
ー
ン
県
）と
い
う
世
界
遺

産
を
擁
し
、近
年
は
豊
か
な
自
然
に
魅
か

れ
て
欧
米
な
ど
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
、観

光
産
業
も
貴
重
な
外
貨
獲
得
手
段
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

　

 

　

若
い
人
口
構
成

タ
イ
語
と
の
近
似
性

　
人
口
は
約
７
０
０
万
人
と
多
く
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、人
口
構
成
は
30
歳
以
下
が
60
％

を
占
め
、若
い
労
働
者
が
豊
富
で
す
。引
き

続
き
人
口
ボ
ー
ナ
ス
が
続
く
見
通
し
で
す
。

さ
ら
に
農
業
従
事
者
も
多
く
、ワ
ー
カ
ー
の

確
保
は
難
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ラ
オ
ス
語
と
タ
イ
語
は
似
て
お
り
、ラ
オ

ス
の
人
々
は
お
お
よ
そ
タ
イ
語
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
た
め
、例
え
ば
人

件
費
の
上
が
っ
た
タ
イ
か
ら
労
働
集
約
的
な

工
程
を
ラ
オ
ス
に
移
管
し
た
時
に
、タ
イ
人

を
派
遣
し
て
技
術
指
導
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。こ
う
いっ
た
一
部
工
程
を
ラ
オ
ス
に
移

す
タ
イ
＋
１
の
よ
う
な
、補
完
的
な
投
資
の

動
き
は
今
後
も
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
国
土
は
日
本
の
本
州
と
同
じ
く
ら
い
の
広

さ
で
農
地
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。特
に
南
部

に
あ
る
標
高
１
０
０
０ｍ
超
の
ボ
ラ
ベン
高
原

は
冷
涼
な
気
候
で
い
ち
ご
や
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
、

米
や
キ
ャ
ッ
サ
バ
な
ど
に
比
べ
て
付
加
価
値

の
高
い
農
産
物
が
１
年
を
通
し
て
栽
培
で

き
ま
す
。今
後
、周
辺
国
へ
の
農
作
物
な
ど

の
輸
出
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

 進
む
中
国
か
ら
鉄
道
建
設

日
本
企
業
の
大
型
投
資
も

　
光
学
ガ
ラ
ス
メ
ー
カ
ー
の
Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
は
３
０

０
億
円
を
投
資
し
て
、ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
近
郊
に

Ｈ
Ｄ
Ｄ
の
ガ
ラ
ス
基
板
を
作
る
新
工
場
を
建

設
し
て
い
ま
す
。タ
イ
か
ら
技
術
指
導
を
行

い
、同
社
の
タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
の
工
場
と
同
様

の
製
品
を
生
産
す
る
補
完
的
な
生
産
拠
点

で
す
。ラ
オ
ス
は
電
力
が
豊
富
で
す
が
、ガ
ラ

チ
ャ
ン
ま
で
を
結
ぶ
高
速
鉄
道
の
建
設
が
進

ん
で
お
り
、来
年
12
月
２
日（
建
国
46
周
年
）

に
完
成
す
る
予
定
で
す
。ラ
オ
ス
初
の
本
格

的
な
鉄
道
と
し
て
、中
国
か
ら
の
観
光
客
の

増
加
に
加
え
て
物
流
コ
ス
ト
の
低
減
も
期
待

さ
れ
ま
す
。鉄
道
敷
設
工
事
に
伴
っ
て
ラ
オ

ス
人
の
雇
用
も
生
ま
れ
て
お
り
、経
済
を
押

し
上
げ
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。一方
で
、建

設
資
金
の
多
く
は
中
国
か
ら
の
融
資
で
賄

わ
れ
て
お
り
、完
成
後
に
乗
客
が
見
込
み
を

下
回
っ
た
場
合
、「
債
務
の
罠
」の
観
点
か
ら

懸
念
も
あ
り
ま
す
。

　
海
外
直
接
投
資
の
２
位
は
タ
イ
で
す
。Ｔ

Ｃ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
傘
下
の
ス
ー
パ
ー「
ビ
ッ
グ
C
」

が
ラ
オ
ス
で
地
場
企
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
を
買
収
し
て
ミ
ニ
ビ
ッ
グ
C
を
運
営
す

る
な
ど
、タ
イ
企
業
の
投
資
も
入
って
き
て
い

ま
す
。

国
内
道
路
の
未
整
備

外
貨
流
動
性
の
低
さ
　

　
課
題
は
物
流
コ
ス
ト
で
す
。国
内
の
道
路

イ
ン
フ
ラ
が
整
備
の
途
上
で
、ま
だ
ラ
オ
ス
に

は
高
速
道
路
が
あ
り
ま
せ
ん
。例
え
ば
ベ
ト

ナ
ム
の
ハ
ノ
イ
は
距
離
的
に
近
い
で
す
が
、ト

ン
ネ
ル
が
な
い
た
め
山
を
越
え
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、時
間
と
コ
ス
ト
が
掛
か
り
ま
す
。ビ
エ

ン
チ
ャ
ン
市
内
も
車
で
１
時
間
圏
内
は
ほ
ぼ

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
れ
を
越
え
る
と

穴
が
空
い
て
い
た
り
と
道
路
事
情
が
厳
し

く
な
り
ま
す
。

　
海
に
面
し
て
い
な
い
た
め
、現
状
海
上
輸

送
す
る
に
は
遠
い
タ
イ
の
港
に
輸
送
す
る
必

要
が
あ
り
非
効
率
的
で
す
。ト
ラ
ッ
ク
で
輸

出
し
て
も
帰
り
は
空
荷
で
戻
っ
て
く
る
こ
と

が
多
く
、コ
ス
ト
が
掛
か
る
要
因
の一つ
に
な
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、国
内
移
動
の
難
し
さ
は

観
光
産
業
に
お
い
て
も
足
か
せ
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ラ
オ
ス
は
外
貨
の
流
動
性
が
低
く
、企
業

が
調
達
に
苦
労
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

支
払
い
サ
イ
ト
を
長
く
取
り
、折
々
に
現
地

通
貨
キ
ッ
プ
を
ド
ル
に
換
え
て
ス
ト
ッ
ク
し
て

お
き
、支
払
い
に
充
て
る
企
業
も
多
い
で
す
。

電
力
や
鉱
物
の
輸
出
、観
光
産
業
で
外
貨

収
入
を
得
る
一
方
、生
活
資
材
の
ほ
と
ん
ど

を
輸
入
に
頼
って
お
り
貿
易
収
支
は
赤
字
で

す
。そ
の
た
め
、通
貨
の
キ
ッ
プ
が
年
々
弱
く

な
っ
て
お
り
、輸
入
し
て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
や
ボ

デ
ィ
ー
ソ
ー
プ
な
ど
日
用
品
の
キ
ッ
プ
で
の
値

段
が
徐
々
に
上
昇
、国
内
向
け
の
事
業
に
お

い
て
課
題
と
な
って
い
ま
す
。

観
光
産
業
に
打
撃

外
貨
流
動
性
に
も
悪
影
響

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
は
22
人

Laos

鈴木 裕介
バンコク支店

メコン５課 参事役

みずほ銀行

2004年に入行。支店での
営業職、本部での企画業務
等を経て19年よりバンコッ
ク支店に勤務。カンボジア、
ラオスにおけるマーケティン
グ業務に従事し、現場に足
を運ぶをモットーに、出張
ベースながら精力的に各地
に赴いている。

ラ
オ
ス

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、8
月
27
日
時
点
）、死
者
は
０
人

と
感
染
拡
大
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、入
国

制
限
に
よ
っ
て
外
国
人
観
光
客
が
途
絶
え
、

観
光
産
業
が
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
お

り
、先
述
の
外
貨
流
動
性
の一
層
の
悪
化
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。ま
た
、10
万
人
と
も
言
わ

れ
る
ラ
オ
ス
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
タ
イ

で
働
い
て
い
ま
し
た
が
、タ
イ
で
行
わ
れ
た
商

業
施
設
の
閉
鎖
や
国
境
の
封
鎖
な
ど
に
よ
っ

て
大
勢
の
人
々
が
帰
国
し
、仕
送
り
に
頼
っ

て
い
た
世
帯
に
影
響
を
与
え
る
と
見
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
今
後
も

し
ば
ら
く
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。回
復
に
は

時
間
が
掛
か
り
、Ｕ
字
回
復
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
と
見
て
い
ま
す
。た
だ
、タ
イ
＋
１
、ベ

ト
ナ
ム＋
１
と
いっ
た
補
完
的
な
生
産
拠
点
と

し
て
進
出
を
考
え
る
企
業
に
と
っ
て
は
む
し

ろ
人
手
が
確
保
し
や
す
く
、労
働
賃
金
も
し

ば
ら
く
上
が
る
懸
念
が
な
い
な
ど
、引
き
続

き
投
資
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
。輸
出
入
共

に
外
貨
で
行
え
ば
、外
貨
調
達
に
関
す
る
心

配
も
要
り
ま
せ
ん
。

　
タ
イ
の
日
系
企
業
の
中
に
は
、こ
れ
ま
で

で
き
な
か
っ
た
生
産
工
程
の
見
直
し
、効
率

化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
企
業
も
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。需
要
が
回
復
し
た
時
に
ど
ん

な
生
産
体
制
が
ベ
ス
ト
か
を
考
え
た
際
に
、

選
択
肢
の一つ
に
ラ
オ
ス
を
加
え
る
企
業
が

増
え
る
こ
と
を
展
望
し
て
い
ま
す
。ラ
オ
ス

は
、今
が
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

経
済
動
向 

特
色

課
題

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

企
業
動
向

基本情報 出所：世界銀行

Author Profile

ス
基
板
の
研
磨
は
電
気
を
大
量
に
使
う
た

め
、安
価
で
安
定
し
た
電
力
供
給
が
必
要
で

あ
る
こ
と
も
ラ
オ
ス
が
投
資
対
象
に
選
ば
れ

た
理
由
の
１
つ
で
す
。

　
ラ
オ
ス
の
地
元
企
業
で
は
、ソ
ク
サ
イ

（Sokxay

）グ
ル
ー
プ
は
ト
ヨ
タ
と
合
弁
で

販
売
代
理
店
を
展
開
し
、他
に
も
飲
食

チ
ェ
ー
ン
店
や
保
険
事
業
な
ど
、幅
広
く
事

業
を
手
掛
け
て
い
る
企
業
で
す
。同
じ
く
地

元
企
業
の
Ａ
Ｍ
Ｚ
グ
ル
ー
プ
は
タ
イ
の
大
手

食
品
会
社
ベ
タ
グ
ロ
と
提
携
し
、養
鶏（
鶏

卵
）・
養
豚
な
ど
を
行
って
い
ま
す
。２
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
大
規
模
農
園
を
建
設
す
る
計
画

も
持
って
い
ま
す
。

　
増
し
て
い
る
の
は
中
国
の
存
在
感
で
す
。

海
外
か
ら
の
直
接
投
資
の
１
位
は
中
国
で

す
。中
国
の
昆
明
か
ら
ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン

25 24
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南北経済回廊

ラオス

中国

タイ

イ
ン
ドバ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

ミャンマー

バンコクバンコク

首都 ネーピードー首都 ネーピードー

ヤンゴンヤンゴン

マンダレーマンダレー

チャウピューチャウピュー

モンモン

ダウェイダウェイ

南部経済回廊

東西経済回廊

民
政
移
管
後
順
調
な
発
展

中
国
の
投
資
も
増
加
傾
向 

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
２
０
１
１
年
に
民
政
移
管

に
よ
っ
て
誕
生
し
た
テ
イ
ン
セ
イ
ン
大
統
領

（
当
時
）の
政
権
下
で
規
制
緩
和
や
外
資
企

業
の
誘
致
を
進
め
、以
降
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
６
％
〜

８
％
で
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　
民
政
移
管
後
、海
外
か
ら
の
直
接
投
資

も
増
え
ま
し
た
。最
近
は
米
中
貿
易
摩
擦

国名 ミャンマー連邦共和国
人口 5,404万人（2019年）
面積 68万㎢
名目GDP 760億米ドル（2019年）
１人当たりGDP 1,407米ドル（2019年）
日系企業 416社（2020年ミャンマー日本商工会議所会員数）

直近５年のGDP成長率

5

6

7

8

2019年2018年2017年2016年2015年

6.56.4
5.8

6.4

7.5

出所：国際通貨基金

も
あ
って
チ
ャ
イ
ナ
＋
１
の
よ
う
な
形
で
中
国

か
ら
の
縫
製
業
の
進
出
も
多
く
、中
国
企
業

に
よ
る
大
規
模
な
天
然
ガ
ス
発
電
所
の
建

設
計
画
も
あ
り
ま
す
。

　
日
本
か
ら
の
進
出
企
業
は
４
１
６
社（
20

年
７
月
時
点
）で
、民
政
移
管
直
後
の
12
年

３
月
の
53
社
か
ら
約
８
倍
に
ま
で
増
え
て
い

ま
す
。業
種
は
建
設
業
が
最
も
多
い
で
す

が
、I
T
関
連
や
日
本
へ
の
人
材
派
遣
な
ど

サ
ー
ビ
ス
業
の
進
出
も
多
く
な
って
い
ま
す
。

　

 

　

大
国
の
イ
ン
ド
、中
国
と
隣
接

豊
富
な
若
年
層
、人
口
も
増
加

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
イ
ン
ド
、中
国
と
い
う
大
国

と
接
し
て
お
り
、イ
ン
ド
、中
国
、東
南
ア
ジ

ア
を
結
ぶ
地
政
学
的
な
要
衝
に
あ
り
ま
す
。

直
近
で
も
政
府
が
東
部
の
モ
ン
州
に
新
し
い

経
済
特
区
と
大
型
の
港
を
作
る
と
発
表
し

て
い
ま
す
。モ
ン
州
は
東
西
経
済
回
廊
の
西

端
、イ
ン
ド
洋
に
面
し
た
箇
所
に
あ
り
ま

す
。こ
こ
で
回
廊
や
港
の
整
備
が
進
め
ば
、船

で
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
通
って
い
る
貨
物
が
陸
路

で
直
接
運
べ
る
こ
と
に
な
り
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
重
要
性
が
増
し

ま
す
。

　
ま
た
、中
国
が
進
め
る一帯
一

路
構
想
の
中
で
、ミ
ャ
ンマ
ー
は

イ
ン
ド
洋
と
中
国
を
結
ぶ
存

在
に
な
っ
て
い
ま
す
。既
に
中

国
か
ら
第
２
の
都
市
マ
ン
ダ
レ
ー
、西
部
の

チ
ャ
オ
ピ
ュ
ー
ま
で
天
然
ガ
ス
の
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
が
稼
働
し
て
お
り
、他
に
も
鉄
道
や
高
速

道
路
、経
済
特
区
と
し
て
大
型
港
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
の
約
７
割
が
生
産
年
齢
人
口
と
ま

だ
ま
だ
若
い
国
で
す
。国
連
の
統
計
で
は
30

年
後
に
は
人
口
が
さ
ら
に
１
０
０
０
万
人
増

え
、生
産
年
齢
人
口
比
率
も
現
在
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、今
後
も

人
口
ボ
ー
ナ
ス
が
続
い
て
い
く
見
通
し
で
す
。

　
貧
し
い
家
庭
で
も
日
本
の
寺
子
屋
の
よ
う

な
僧
院
学
校
で
最
低
限
の
教
育
は
受
け
る

こ
と
が
で
き
、そ
の
た
め
か
識
字
率
は
周
辺

の
新
興
国
と
比
べ
て
高
く
、先
進
国
と
そ
ん

色
あ
り
ま
せ
ん
。ワ
ー
カ
ー
ク
ラ
ス
の
賃
金
は

タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム
と
比
べ
て
も
低
い
水
準
に
あ

り
ま
す
。

　

 国
内
市
場
向
け
の
投
資
が
増
加

ヤ
ン
ゴ
ン
の
都
市
開
発
も
進
展

　
今
、ミ
ャ
ンマ
ー
の一人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
１

テ
ル（
オ
ー
ク
ラ
）な
ど
１
万
６
０
０
０
㎡
に

及
ぶ
大
型
複
合
開
発
が
進
行
中
。三
菱
商

事
と
三
菱
地
所
も
現
地
企
業
と
組
ん
で
約

４
万
㎡
の
大
規
模
再
開
発
事
業
を
進
め
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
都
市
化
が
進
ん
で
い
な
か
っ
た

ヤ
ン
ゴ
ン
川
の
対
岸
側
で
も
様
々
な
都
市
開

発
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、10
年
後
に
は
ヤ
ン

ゴ
ン
の
人
口
が
１
０
０
０
万
人
に
達
す
る
と

の
予
測
も
あ
り
ま
す
。彼
ら
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
も
今
後
拡
大
し
て
い
く
と

見
て
い
ま
す
。

不
安
定
な
電
力
供
給

イ
ン
フ
ラ
整
備
も
途
上
　

　
ミ
ャ
ンマ
ー
に
と
って
の
大
き
な
課
題
は
ま

ず
電
力
で
す
。ミ
ャ
ンマ
ー
の
電
化
率
は
５
割

ほ
ど
で
、地
方
の
農
村
部
で
は
ま
だ
電
気
が

な
い
生
活
を
送
って
い
ま
す
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
水
力
発
電
が
６
割
ほ
ど
を

占
め
て
い
ま
す
が
、水
力
発
電
は
ダ
ム
の
貯

水
量
が
少
な
く
な
る
と
発
電
で
き
ま
せ
ん
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
も
雨
季
と
乾
季
が
あ
り
、雨
季

に
入
る
直
前
の
５
月
、６
月
は
一
番
水
量
が

少
な
く
、停
電
が
多
く
発
生
し
ま
す
。去
年

は
ヤ
ン
ゴ
ン
市
内
で
も
計
画
停
電
が
何
度
も

行
わ
れ
ま
し
た
。自
家
発
電
機
の
な
い
建
物

だ
と
、昼
間
の
気
温
30
度
を
超
え
る
中
で
冷

房
も
使
え
な
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

　
交
通
イ
ン
フ
ラ
で
は
深
海
港
が
な
い
た
め

大
型
船
が
入
港
で
き
ま
せ
ん
。例
え
ば
河

川
港
で
あ
る
ヤ
ン
ゴ
ン
港
に
タ
イ
か
ら
船
で

輸
送
す
る
た
め
に
は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
大
型

船
か
ら
積
み
替
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

道
路
や
鉄
道
は
軍
政
時
代
に
整
備
さ
れ
た

も
の
の
、そ
の
後
十
分
な
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
行

わ
れ
て
お
ら
ず
、市
内
の
渋
滞
や
物
流
の
遅

延
の
原
因
と
な
って
い
ま
す
。

観
光
や
縫
製
業
に
打
撃

来
年
に
は
回
復
と
の
予
測
も

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
は
５

８
６
名（
保
険・ス
ポ
ー
ツ
省
、８
月
27
日
時

点
）と
他
国
に
比
べ
て
低
い
水
準
で
し
た
が
、

直
近
ラ
カ
イ
ン
州
で
多
数
の
国
内
感
染
が

発
生
し
て
お
り
第
二
波
に
警
戒
が
必
要
な

状
況
で
す
。

　
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
観
光

業
で
す
。ミ
ャ
ンマ
ー
は
海
外
か
ら
の
観
光
客

が一つ
の
外
貨
獲
得
源
で
し
た
。そ
の
中
で
国

際
線
の
離
発
着
を
完
全
に
止
め
、国
内
で
も

移
動
を
制
限
し
た
た
め
大
き
な
打
撃
を
受

け
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
は
製
造
業
を
対
象
に
政
府
の
査

察
が
行
わ
れ
る
ま
で
操
業
を
停
止
す
る
措

置
が
あ
り
、一時
的
に
生
産
活
動
が
ス
ト
ッ
プ

Myanmar

菊次 亮太
ヤンゴン支店 営業課 課長
みずほ銀行

千葉県生まれ。2005年入
社。国内支店勤務を経て、
14年よりシンガポールにて
日系企業営業を担当。18年
２月よりヤンゴン支店に着
任。営業課長として日系企
業の新規進出や現地銀行
取引のサポートを行う。

ミ
ャ
ン
マ
ー

し
ま
し
た
。ま
た
、水
際
対
策
を
強
化
す
る

中
で
縫
製
の
材
料
と
な
る
生
地
が
中
国
か

ら
届
か
ず
、操
業
停
止
や
廃
業
に
な
っ
た
工

場
も
出
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
、世
界
銀
行
は
20
年
９
月

期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
に
関
し
て
、０・５
％
に

落
ち
込
む
と
の
予
測
を
出
し
て
い
ま
す
。た

だ
し
、21
年
９
月
期
は
世
界
銀
行
に
よ
る
と

６・８
％
ま
で
戻
る
と
の
見
通
し
で
、反
転・

回
復
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
11
月
に
は
総
選
挙
が
行
わ
れ
ま

す
。ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
国
家
顧
問
率
い
る

Ｎ
Ｌ
Ｄ（
国
民
民
主
連
盟
）は
前
回
総
選
挙

で
単
独
過
半
数
を
獲
得
し
ま
し
た
。た
だ

今
回
は
前
回
の
よ
う
な
圧
勝
は
難
し
い
と
い

う
見
方
が
大
勢
で
す
。連
立
政
権
と
な
る

場
合
は
閣
僚
人
事
に
も
関
係
し
て
く
る
た

め
、ど
の
よ
う
な
政
権
が
誕
生
す
る
の
か
注

目
さ
れ
ま
す
。

　
Ｉ
Ｐ
Ｐ（
独
立
系
発
電
事
業
者
）な
ど
民
間

資
本
を
活
か
し
た
発
電
所
の
プ
ロ
ジェク
ト
が

複
数
あ
り
、海
外
の
資
金
を
活
用
し
て
道
路

や
橋
、鉄
道
と
いっ
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
進

ん
で
い
ま
す
。よ
り
外
資
が
進
出
し
や
す
く

な
る
土
壌
が
で
き
あ
が
る
と
見
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
と
経
済
的
な
結
び
付
き
は
強
く
、ヤ

ン
ゴ
ン
市
内
で
は
タ
イ
製
の
食
料
品
、日
用

品
も
よ
く
見
か
け
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
が
収
束
し
た
際
に
は
、ぜ
ひ
現
地
に
来

て
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

経
済
動
向 

特
色

課
題

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

企
業
動
向

基本情報

Author Profile

４
０
０
米
ド
ル
程
で
す
が
、ヤ
ン
ゴ
ン
に
限
れ

ば
３
０
０
０
米
ド
ル
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。２

０
０
０
米
ド
ル
を
超
え
る
と
二
輪
、３
０
０
０

米
ド
ル
を
超
え
る
と
自
動
車
の
需
要
が
高

ま
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
昨
年
、日
本
と
ミ
ャ
ン

マ
ー
政
府
が
共
同
で
開
発
し
て
い
る
ヤ
ン
ゴ

ン
近
郊
の
テ
ィ
ラ
ワ
経
済
特
区
に
５
２
６
０

万
米
ド
ル
を
投
資
し
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
ト
ラ
ッ

ク
の
工
場
建
設
を
発
表
し
て
い
ま
す
。ヤ
ク

ル
ト
も
同
経
済
特
区
内
に
工
場
を
開
設
し
、

昨
年
か
ら
本
格
的
に
ヤ
ン
ゴ
ン
近
郊
で
乳
酸

菌
飲
料
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
テ
ィ
ラ
ワ
経
済
特
区
へ
の
進
出
は
順
調

で
、第
一期
の
ゾ
ー
ン
Ａ
は
ほ
ぼ
完
売
、第
二
期

の
ゾ
ー
ン
Ｂ
の
売
行
き
も
好
調
で
す
。２
年

前
に
赴
任
し
た
当
初
は
、ヤ
ン
ゴ
ン
川
を
越

え
た
テ
ィ
ラ
ワ
側
の
道
路
事
情
が
悪
く
、車

に
乗
っ
て
い
る
と
腰
が
痛
く
な
る
ほ
ど
で
し

た
が
、今
で
は
日
本
の
支
援
に
よ
り
道
路
が

整
備
さ
れ
て
１
車
線
か
ら
２
車
線
に
増
え
、

渋
滞
も
減
り
快
適
に
な
り
ま
し
た
。

　
イ
オ
ン
は
品
揃
え
の
広
い
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
業
態
の
イ
オ
ン
オ
レ
ン
ジ
を
展
開
し

て
い
ま
し
た
が
、今
年
に
入
り
ヤ
ン
ゴ
ン
郊
外

で
ミ
ャ
ン
マ
ー
１
号
店
と
な
る
イ
オ
ン
モ
ー
ル

の
出
店
を
発
表
し
て
い
ま
す
。開
業
は
23
年

の
予
定
で
す
。ミ
ャ
ンマ
ー
で
は
初
の
外
資
系

の
シ
ョッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

　
ヤ
ン
ゴ
ン
で
は
東
京
建
物
と
フ
ジ
タ
が
現

地
企
業
と
共
に
オ
フ
ィ
ス
や
商
業
施
設
、ホ

ヤンゴン市内

出所：世界銀行
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南北経済回廊

ラオス

中国

海南

ベ
ト
ナ
ム

タイ

カンボジア

ダナンダナン

ホーチミンホーチミン

首都 ハノイ首都 ハノイ

ポイペトポイペト
バンコクバンコク

プノンペンプノンペン

シアヌークビルシアヌークビル

南部経済回廊

東西経済回廊

輸
出
主
導
で
経
済
発
展

国
内
消
費
市
場
も
拡
大

　
ベ
ト
ナ
ム
は
近
年
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
７
％

前
後
と
、東
南
ア
ジ
ア
随
一の
非
常
に
好
調

な
経
済
を
維
持
し
て
い
ま
す
。要
因
の一つ
は

輸
出
で
す
。外
資
系
の
製
造
業
が
輸
出
向

け
の
生
産
拠
点
と
し
て
進
出
。最
近
で
は
韓

国
の
サ
ム
ス
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
北
部
に
携
帯
電

話
の
工
場
を
設
け
、同
社
の
全
生
産
量
の
半

分
に
あ
た
る
年
間
２
億
台
を
出
荷
し
、ベ
ト

ナ
ム
の
輸
出
の
25
％
に
及
ぶ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。貿
易
収
支
は
既
に
黒
字
に
転
換
し

て
い
ま
す
。

　
人
件
費
は
中
国
や
タ
イ
と
比
べ
て
安
く
、

最
近
で
は
米
中
貿
易
摩
擦
も
あ
っ
て
繊
維

や
服
飾
な
ど
の
中
国
企
業
の
進
出
も
あ
り

ま
す
。各
地
で
港
や
道
路
、工
業
団
地
も
増

え
、企
業
に
と
っ
て
は
選
択
肢
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
国
内
に
目
を
向
け
れ
ば
個
人
消
費
が
伸

び
て
お
り
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
70
％
近
く
を
民
間
最

終
消
費
支
出
が
占
め
て
い
ま
す
。ホ
ー
チ
ミ

国名 ベトナム社会主義共和国
人口 9,646万人（2019年）
面積 33万㎢
名目GDP 2,619億米ドル（2019年）
１人当たりGDP 2,715米ドル（2019年）
日系企業 76９社（2020年ベトナム日本商工会議所会員数）
 1,040社（2020年ホーチミン日本商工会議所会員数）

直近５年のGDP成長率

6

7

8

2019年2018年2017年2016年2015年

7.07.16.9
6.7

7.0

出所：国際通貨基金

ン
に
お
い
て
は一人
当
た
り
が
５
０
０
０
米
ド

ル
を
超
え
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、拡
大
す
る

国
内
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
進
出
す
る
企

業
も
増
え
て
い
ま
す
。順
調
な
経
済
の
中
で

も
、物
価
上
昇
率
は
約
４
％
に
抑
え
ら
れ
、

急
激
な
物
価
の
上
昇
は
起
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

 

　

若
く
て
豊
富
な
労
働
力

自
由
貿
易
協
定
で
恩
恵
も

　
若
く
て
豊
富
な
労
働
力
が
あ
り
、ま
じ
め

で
良
く
働
い
て
く
れ
る
と
進
出
企
業
か
ら
の

評
価
は
高
い
で
す
。地
理
的
に
も
北
に
中

国
、西
に
は
タ
イ
が
あ
り
、チ
ャ
イ
ナ
＋
１
、タ

イ
＋
１
と
し
て
の
投
資
を
受
け
入
れ
る
立
地

と
し
て
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　
人
口
が
１
億
人
近
く
お
り
、今
後
も
消
費

の
伸
び
が
期
待
で
き
る
た
め
、幅
広
い
分
野

に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
見
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
ま
で
輸
出
さ
れ
て
い
た
工
業
製

品
、生
活
雑
貨
が
国
内
で
売
れ
る
時
代
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、ベ
ト
ナ
ム
に
お
け

る
小
売
り
市
場
の
モ
ダ
ン
ト
レ
ー
ド（
近
代

的
小
売
り
）の
比
率
は
10
％
程
と
言
わ
れ
、

家
の
軒
先
で
商
い
を
す
る
よ
う
な
小
規
模

店
が
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。今
後
、モ

ダ
ン
ト
レ
ー
ド
の
割
合
が
増
え
る
中
で
、大

き
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
日
本
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と

　
好
調
な
個
人
消
費
を
受
け
、日
系
で
は

イ
オ
ン
が
イ
オ
ン
モ
ー
ル
を
ハ
ノ
イ
に
２
店

舗
、ホ
ー
チ
ミ
ン
に
３
店
舗
を
既
に
展
開
。

ホ
ー
チ
ミ
ン
に
は
16
年
に
髙
島
屋
が
進
出
、

全
日
空
は
同
年
に
ベ
ト
ナ
ム
航
空
に
出
資
し

て
い
ま
す
。最
近
は
、小
売
り
や
飲
食
、不
動

産
、農
業
な
ど
様
々
な
分
野
へ
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
ま
す
。

　
17
年
に
は
タ
イ
の
飲
料
大
手
タ
イ
ビ
バ

レ
ッ
ジ
が
国
営
企
業
だ
っ
た
サ
イ
ゴ
ン
ビ
ア
の

株
式
54
％
を
約
48
億
５
０
０
０
万
米
ド
ル
で

取
得
し
て
い
ま
す
。ま
た
、タ
イ
の
素
材
大

手
Ｓ
Ｃ
Ｇ
は
南
部
に
約
50
億
米
ド
ル
を
投

資
し
て
石
油
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
建
設
し

て
い
ま
す
。

各
地
の
イ
ン
フ
ラ
充
実

労
働
集
約
型
か
ら
の
脱
却
　

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
交
通
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
課
題
で
す
。ハ
ノ
イ
、ホ
ー
チ
ミ
ン
周
辺

は
製
造
業
が
多
数
進
出
し
て
お
り
、良
い
立

地
が
少
な
く
な
って
き
て
い
ま
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
は
南
北
１
６
５
０
㎞
と
縦
に
長

い
国
で
、日
本
の
青
森
か
ら
福
岡
く
ら
い
ま

で
の
距
離
が
あ
り
ま
す
。発
展
が
ハ
ノ
イ
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
に
集
中
し
て
お
り
、そ
の
他
の
地

方
に
空
港
や
港
な
ど
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、さ

ら
に
製
造
業
が
進
出
す
る
余
地
が
出
て
き

ま
す
。た
だ
、国
家
財
政
は
赤
字
が
続
い
て

お
り
、民
間
資
金
を
活
用
す
る
た
め
Ｐ
Ｐ
Ｐ

（
官
民
連
携
）が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、そ
の

枠
組
み
作
り
も
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
だ
労
働
コ
ス
ト
は
安
い
で
す
が
、ハ
ノ

イ
、ホ
ー
チ
ミ
ン
で
は
徐
々
に
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。今
後
も
投
資
家
を
引
き
付
け
る

た
め
に
、人
材
育
成
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

の
か
、労
働
集
約
的
な
産
業
か
ら
ど
の
よ
う

に
脱
却
す
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。ま
た
、国
内
で
部
品
な
ど
を
調
達
で

き
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
輸
入
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
、国
内
で
は
組
立
中
心
の
工
業
化
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。裾
野
産
業
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

海
外
の
需
要
減
で
輸
出
に
陰
り

今
年
は
プ
ラ
ス
成
長
見
込
み

　
ベ
ト
ナ
ム
の
感
染
者
は
１
０
３
４
人（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
、８
月
27
日
時
点
）と
な
っ
て
い
ま
す
。政

府
は
１
月
末
に
は
中
国
か
ら
の
フ
ラ
イ
ト
を

制
限
す
る
な
ど
早
め
に
手
を
打
ち
、国
内
の

感
染
は一度
は
収
ま
り
世
界
的
に
も
対
策
が

評
価
さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、７
月
末

か
ら
中
部
の
リ
ゾ
ー
ト
地
ダ
ナ
ン
で
市
中
感

染
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
懸
念
さ
れ
る
の
は
輸
出
へ
の
影
響
で
す
。

Vietnam

今市 大翼
ハノイ支店

日系営業課　課長

みずほ銀行

2002年に入行。国内営業
を担当した後、15年２月から
ベトナムに赴任。５年半のベ
トナム営業経験を活かした
帰納的アプローチで、日系
企業の事業展開やM&Aを
サポート。

ベ
ト
ナ
ム

ベ
ト
ナ
ム
は
輸
出
産
業
が
主
な
の
で
、海
外

の
需
要
が
減
っ
て
製
品
が
売
れ
な
く
な
る

と
、生
産
量
が
落
ち
ま
す
。今
年
が
貿
易
赤

字
に
な
る
か
ど
う
か
は
注
目
点
で
す
。第
２

四
半
期
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
前
年
同
期
比

０・３
６
％
と
落
ち
込
ん
で
は
い
ま
す
が
、世

界
銀
行
や
国
際
通
貨
基
金
で
も
今
年
の
成

長
率
は
約
３
％
と
プ
ラ
ス
を
維
持
し
、来
年

は
６
％
後
半
に
戻
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、

速
や
か
な
回
復
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
移
動
制
限
な
ど
の
状
況
下
で
製
造
業
の

新
規
投
資
の
動
き
は
止
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

Ｍ
＆
Ａ
に
関
し
て
は
不
動
産
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
な
ど
で
進
ん
で
い
ま
す
。

　
来
年
１
月
に
は
５
年
に
１
度
の
共
産
党

大
会
が
行
わ
れ
、新
た
な
党
人
事
が
決
ま

り
ま
す
。次
の
社
会
経
済
開
発
計
画（
21
年

〜
30
年
）も
策
定
さ
れ
、製
造
業
に
と
って
は

よ
り
進
出
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
く
と

思
わ
れ
ま
す
。ま
だ
ま
だ
発
展
し
て
い
な
い

分
野
が
多
く
、産
業
の
高
度
化
や
環
境
問

題
、エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
、日
本
企
業
に

と
っ
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
可
能
性
に
溢
れ
魅
力
的
に
見
え
る
反

面
、規
制
が
多
く
不
透
明
な
部
分
も
あ
り

ま
す
。し
っ
か
り
と
戦
略
を
立
て
た
上
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
収
束
し
た
後
に
は

良
い
面
、悪
い
面
含
め
て
、現
地
に
赴
い
て
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
ぜ
ひ
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

経
済
動
向 

特
色

課
題

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

山崎 勲
ホーチミン支店
日系営業課　課長

みずほ銀行

2006年に入行。ホーチミン
支店にて日系営業を担当。
「在越18年」。この一言で驚
く方は多いが、今も新しいこ
との連続で七転八倒の日々
が続く。

基本情報

Author Profile

共
に
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
協
定
）に
加
盟
し
、Ｅ
Ｕ
と
の
間
に
は

Ｅ
Ｖ
Ｆ
Ｔ
Ａ（
Ｅ
Ｕ
ベ
ト
ナ
ム
自
由
貿
易
協

定
）を
結
ん
で
い
ま
す
。ベ
ト
ナ
ム
は
輸
出
国

と
し
て
関
税
が
な
く
安
く
売
れ
る
よ
う
に

な
り
、恩
恵
を
受
け
る
立
場
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。来
年
、再
来
年
を
見
据
え
て
生
産
を

し
た
い
と
い
う
企
業
も
い
ま
す
。

　
電
力
構
成
は
主
に
水
力
と
火
力
で
す
が
、

工
業
化
に
よ
る
電
力
需
要
増
加
か
ら
、Ｌ
Ｎ

Ｇ
な
ど
の
発
電
事
業
に
も
今
後
進
出
の
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

 地
場
企
業
が
自
動
車
を
生
産

タ
イ
、日
系
も
積
極
投
資

　
ベ
ト
ナ
ム
は
社
会
主
義
国
で
長
く
国
営

企
業
が
経
済
の
中
心
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
比
較
的
新
し
い
民
間
企
業
が
多
い

で
す
。ビ
ン
グ
ル
ー
プ
は
不
動
産
開
発
や
小

売
り
、病
院
、学
校
な
ど
を
多
角
的
に
経
営

す
る
コ
ン
グ
ロマ
リ
ッ
ト
で
、昨
年
か
ら
は
ビ
ン

フ
ァ
ス
ト
の
名
で
自
動
車
を
生
産
。今
年
に

入
っ
て
医
療
機
器
も
生
産
し
て
い
ま
す
。ソ

ビ
コ
グ
ル
ー
プ
は
不
動
産
開
発
や
金
融
な
ど

を
手
掛
け
る
ほ
か
、Ｌ
Ｃ
Ｃ（
格
安
航
空
）の

ベ
ト
ジ
ェッ
ト
も
傘
下
の
企
業
で
す
。民
間
企

業
は
国
営
企
業
と
違
っ
て
経
営
の
自
由
度

が
高
く
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
ま
す
。

企
業
動
向

先進的な日系工業団地（写真提供元：第三タンロン工事業団地）

出所：世界銀行
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南北経済回廊

ラ
オ
ス

ベ
ト
ナ
ム

タイ

カンボジア

首都 バンコク首都 バンコク
チャチュンサオチャチュンサオ
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シラチャーシラチャー
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EEC（東部経済回廊）

南部経済回廊

東西経済回廊

製
造
業
支
え
る
自
動
車
産
業

バ
ー
ツ
高
な
ど
で
輸
出
減
速

　
東
南
ア
ジ
ア
最
大
の
自
動
車
生
産
台
数

を
誇
り
、Ｅ
Ｅ
Ｃ（
東
部
経
済
回
廊
）と
呼
ば

れ
る
東
部
地
域
を
中
心
に
自
動
車
産
業
を

は
じ
め
と
す
る
日
本
企
業
が
多
数
進
出
。レ

ム
チ
ャ
バ
ン
港
近
く
の
シ
ラ
チ
ャ
ー
に
は
１
万

人
近
く
の
日
本
人
が
住
む
な
ど
、日
系
企
業

が
タ
イ
に
根
付
き
経
済
発
展
を
支
え
て
き

ま
し
た
。

　
２
０
１
１
年
に
は
政
府
が
初
回
自
動
車

購
入
者
へ
の
税
優
遇
制
度
を
実
施
。需
要
が

大
幅
に
伸
び
て
、さ
ら
な
る
市
場
の
拡
大
を

見
越
し
た
日
系
企
業
の
進
出
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。そ
の
後
、生
産
台
数
が
伸
び
悩
む
と

日
系
製
造
業
の
大
型
投
資
は
少
な
く
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
業
が
投
資
の
中
心
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　
昨
年
は
米
中
貿
易
摩
擦
に
よ
る
中
国
向

け
の
輸
出
減
や
バ
ー
ツ
高
で
輸
出
産
業
が
痛

手
を
被
り
、個
人
消
費
も
伸
び
悩
ん
で
Ｇ
Ｄ

Ｐ
成
長
率
は
２・４
％
と
な
り
ま
し
た
。

国名 タイ王国
人口 6,962万人（2019年）
面積 51万㎢
名目GDP 5,436億米ドル（2019年）
１人当たりGDP 7,808米ドル（2019年）
日系企業 1,763社（2020年バンコク日本人商工会議所会員数）

直近５年のGDP成長率
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3.1

出所：国際通貨基金

東
部
に
大
型
イ
ン
フ
ラ
投
資

農
業
分
野
の
高
度
化
途
上

　
タ
イ
政
府
は
東
部
の
臨
海
工
業
地
帯
の

産
業
を
高
度
化
す
る「
Ｅ
Ｅ
Ｃ
政
策
」を
推

し
進
め
、対
象
業
種
な
ど
に
は
法
人
税
減
税

な
ど
の
恩
典
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
東
部
で
は
総
事
業
費
２
２
４
５
億

バ
ー
ツ
の
３
空
港
連
結
高
速
鉄
道
や
、同
２
９

０
０
億
バ
ー
ツ
の
ウ
タ
パ
オ
国
際
空
港
拡
張

な
ど
の
大
型
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
見
込
ま
れ
て

お
り
、サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
と
し
て
日
系
企
業
も

参
画
余
地
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。こ
れ

ら
が
完
成
す
れ
ば
、バ
ン
コ
ク
と
東
部
地
域
が

よ
り
身
近
に
な
り
、人
と
モ
ノ
の
流
れ
が
活

性
化
し
ま
す
。ま
た
、メ
コ
ン
５
の
中
で
は
人

件
費
が
高
く
、ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
な
ど
生
産
工

程
の
自
動
化
は
拡
大
余
地
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
イ
は
農
作
物
が
豊
富
で
国
際
的
に
も

競
争
力
を
持
って
い
ま
す
。輸
出
量
で
米
、粗

糖
は
世
界
２
位
、キ
ャッ
サ
バ
は
世
界
１
位
と

な
って
お
り（
い
ず
れ
も
１８
年
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
よ
り
）、

各
種
果
物
も
各
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
う
いっ
た
農
作
物
を
原
料
と
し
た
製
造
業

も
今
後
、可
能
性
が
あ
る
と
見
て
い
ま
す
。

製
糖
大
手
の
ミ
ッ
ト
ポ
ン
は
既
に
サ
ト
ウ
キ
ビ

を
用
い
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
バ
イ
オ
エ
タ

ノ
ー
ル
の
製
造
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。持
続

可
能
な
発
展
を
目
指
す
グ
リ
ー
ンエコ
ノ
ミ
ー

は
世
界
で
注
目
さ
れ
、タ
イ
政
府
も
産
業
高

度
化
政
策「
タ
イ
ラ
ン
ド
４・０
」の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
産
業
の一つ
に
農
業・バ
イ
オ
を
挙
げ
て
い
ま

す
。

　
政
府
が
バ
イ
オ
エコ
ノ
ミ
ー
、サ
ー
キ
ュラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
、グ
リ
ー
ン
エ
コ
ノ
ミ
ー
か
ら
な
る

「
Ｂ
Ｃ
Ｇ
モ
デ
ル
」を
推
進
し
て
お
り
、農
業
の

高
度
化
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。タ
イ
の
投

資
誘
致
機
関
で
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ｉ（
タ
イ
投
資
委

員
会
）は
今
年
６
月
に
農
業
の
高
度
化
を
支

え
る
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
し
て
追
加
の
投
資
恩
典

供
与
を
発
表
し
て
お
り
、具
体
的
に
は
植
物

工
場
な
ど
の
新
し
い
農
業
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
浸

透
を
後
押
し
し
て
い
ま
す
。

　

 中
国
企
業
に
よ
る
大
型
投
資

地
場
企
業
は
周
辺
国
を
模
索

　
米
中
貿
易
摩
擦
に
よ
り
、中
国
か
ら
の
生

産
移
管
を
考
え
て
い
る
企
業
は
多
い
で
す
。

中
国
の
家
電
大
手
、美
的
集
団
は
チ
ョ
ン
ブ

リ
県
に
１
３
０
ラ
イ
の
土
地
を
買
い
、エ
ア
コ

ン
工
場
の
建
設
を
す
る
と
見
ら
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、タ
イ
か
ら
の
撤
退
を
発
表
し
た

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
見
て
い
ま
す
。

　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
手
掛
け
る
タ
イ

企
業
の
エ
ナ
ジ
ー
ア
ブ
ソ
ル
ー
ト
は
台
湾
の
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
メ
ー
カ
ー
を
買
収
し
、

現
在
は
Ｅ
Ｖ（
電
気
自
動
車
）の
生
産
に
挑

ん
で
い
ま
す
。タ
イ
企
業
は
周
辺
国
へ
の
進

出
も
図
っ
て
お
り
、タ
イ
で
コ
ン
ビ
ニエ
ン
ス
ス

ト
ア
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
を
展
開
す
る
Ｃ
Ｐ
グ

ル
ー
プ
は
来
年
、カ
ン
ボ
ジ
ア
に
出
店
す
る
こ

と
を
発
表
し
て
い
ま
す
。高
齢
化
社
会
に

入
っ
て
市
場
が
頭
打
ち
に
な
り
、タ
イ
企
業

も
い
か
に
海
外
で
稼
ぐ
か
の
時
代
に
入
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
タ
イ
企
業
が
国
内
だ

け
で
な
く
周
辺
国
で
何
を
す
る
か
も
注
目

点
で
す
。

進
む
少
子
高
齢
化

人
材
育
成
が
急
務

　
少
子
高
齢
化
が
進
み
、労
働
人
口
は
減

少
し
て
い
き
ま
す
。周
辺
国
と
比
べ
る
と
労

働
コ
ス
ト
は
上
昇
し
て
お
り
、人
材
の
質
が

追
い
つ
い
て
い
る
の
か
と
い
う
課
題
も
あ
り

ま
す
。タ
イ
政
府
も
人
材
育
成
に
力
を
入

れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、具
体
的
な
教
育

政
策
に
落
と
し
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。人
材
育
成
は
数
年
で
効
果
が

出
る
も
の
で
は
な
く
、長
期
的
な
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。

な
ど
が
行
わ
れ
る
と
旅
行
者
が
激
減
し
、大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　
タ
イ
の
製
造
業
を
支
え
る
自
動
車
産
業

も
、国
内
外
で
需
要
が
減
少
し
て
生
産
台

数
が
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。今
年
上
半
期
の

生
産
台
数
は
前
年
同
期
比
約
40
％
減
、通

年
で
も
30
％
減
と
見
ら
れ
て
お
り
、タ
イ
の

製
造
業
に
打
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。

　
在
宅
勤
務
の
浸
透
に
よ
り
自
炊
率
が
上

が
り
、調
理
器
具
が
売
れ
る
な
ど
の
側
面
も

あ
り
ま
し
た
。近
年
、タ
イ
で
も
健
康
志
向

が
高
ま
っ
て
お
り
、今
後
個
人
消
費
に
変
化

が
起
き
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。機
能

性
食
品
な
ど
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
日
系
企
業

に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
と
見
ら
れ
ま

す
。タ
イ
の
介
護
分
野
に
注
目
し
て
い
る
企

業
も
多
い
で
す
。

　
市
場
の
伸
び
悩
み
な
ど
は
あ
り
ま
す
が
、

５
０
０
０
社
の
日
系
企
業
や
３
０
０
０
店
を

超
え
る
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
が
あ
り
、製
造

業
が
外
資
１
０
０
％
で
設
立
で
き
る
な
ど
、

日
本
企
業
に
と
っ
て
こ
れ
ほ
ど
進
出
し
や
す

い
国
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。世
界
銀
行
に

よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
タ
イ

は
年
々
順
位
を
上
げ
て
い
ま
す
。私
た
ち
は

タ
イ
政
府
の
Ｅ
Ｅ
Ｃ
事
務
局
と
提
携
し
て
、

進
出
を
検
討
す
る
企
業
ら
に
対
し
て
様
々

な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
後
も
Ｅ

Ｅ
Ｃ
の
進
展
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ス
イ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
Ｉ
Ｍ
Ｄ
が
発

表
し
た「2019 W

orld T
alent Ranking

」

に
よ
る
と
、タ
イ
の
人
材
魅
力
度
ラ
ン
キ
ン
グ

は
対
象
63
国
中
43
位
で
あ
り
、ア
ジ
ア
で
も

下
位
に
位
置
し
ま
す
。特
に
教
育
に
対
す

る
政
府
支
出
が
低
い
こ
と
や
、生
徒
一
人
当

た
り
の
教
師
数
が
少
な
い
こ
と
が
低
評
価
に

繋
が
って
い
ま
す
。

　
国
内
市
場
も
成
熟
し
て
き
て
お
り
、日
系

企
業
の
多
く
は
こ
れ
ま
で
の
事
業
に
限
界

を
感
じ
て
い
ま
す
。い
か
に
タ
イ
企
業
と
ビ

ジ
ネ
ス
を
す
る
か
、現
地
化
を
す
る
か
と
い

う
考
え
に
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。

産
業
の
柱
の
観
光
業
に
打
撃

需
要
減
で
自
動
車
生
産
も
痛
手

　
感
染
者
は
３
４
０
４
人（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
、８
月
27

日
時
点
）で
す
が
、約
３
ヵ
月
市
中
感
染
は

な
く
、海
外
か
ら
の
帰
国
者
で
確
認
さ
れ
て

い
る
の
み
で
す
。た
だ
、タ
イ
は
東
南
ア
ジ
ア

の
中
で
も
経
済
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
か
っ
た

国
の一つ
で
す
。

　
元
々
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
観
光
業
の
割
合

が
他
国
に
比
べ
て
高
く
、タ
イ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

15
％
程
を
観
光
業
が
担
っ
て
い
ま
す
。近
年

は
特
に
中
国
人
旅
行
者
が
激
増
し
て
観
光

業
を
支
え
て
い
ま
し
た
が
、感
染
拡
大
防
止

の
た
め
国
際
線
旅
客
機
の
乗
り
入
れ
禁
止

Thailand

菅野 祐太
バンコック支店
メコン5課 調査役

みずほ銀行

2015年に来タイ。バンコッ
ク支店イースタンシーボード
出張所にてEEC地域の日
系企業の営業担当を経て、
17年よりメコン5課でアドバ
イザリー業務に従事。18年
からEEC地域における日系
企業の進出支援も行う。

タ
イ

経
済
動
向 

特
色

課
題

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響

企
業
動
向

基本情報

Author Profile

Ｇ
Ｍ
の
ラ
ヨ
ー
ン
県
の
工
場
は
中
国
の
自
動

車
大
手
長
城
汽
車
が
買
収
し
ま
し
た
。そ

の
よ
う
に
中
国
企
業
の
投
資
が
増
え
て
お

り
、昨
年
は
タ
イ
へ
の
海
外
直
接
投
資
の
１

位
は
中
国
で
し
た
。

　
人
工
合
成
ク
モ
糸
素
材
を
作
る
日
本
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
ス
パ
イ
バ
ー
が
初
の
量
産
工

場
を
ラ
ヨ
ー
ン
県
に
建
設
し
て
い
ま
す
。タ

イ
の
農
産
物
に
つ
い
て
は
既
に
触
れ
ま
し
た

が
、同
社
は
タ
イ
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
、

生
産
に
際
し
て
発
酵
の
原
料
と
な
る
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
が
豊
富
な
こ
と
を
挙
げ
て
い
ま

す
。日
本
で
培
っ
た
技
術
を
基
に
、日
本
で
は

な
く
海
外
で
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
モ
デ
ル

出所：世界銀行

新型コロナウイルスの影響で自働車の販売が減少
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【お問い合わせ】
M & A Group
TEL: 02-632-0900～ 2
E-MAIL: infojp@m-agroup.com
HP: www.m-agroup.com

あせらず、あわてず、あきらめず。
M & A Groupでは、
３つの「あ」を大切にしています。

しっかり役立つブログ開
始

タイの気になる疑問をM＆Aが解説！

M＆A　バンコク

更新！
毎週

IEAT管轄下の工業団地の入居者及び
開発業者を支援するための措置

いまさらですがタイの会計ー
源泉税って？

タイ～コロナ禍動静諸事

ビザ自動延長、2020年9月26日まで

在庫と粗利の関係

就労者家族ビザから教育ビザ及び
就学児童の保護者ビザへの切り替え

11グループの外国人に対する
タイ入国の規制緩和

イミグレーションオフィスでの
手続きの一部移管につきまして

NNPグループ
移転価格文書化は

Empire Tower, Unit 4703, 47th Floor, 1 South Sathorn Road,
 Yannawa, Sathorn, Bangkok 10120 Thailand

NOVEL NISHIUWATOKO & PATTARIN
Tel：090-972-0625　　Mail：mits@nnp-group.com（西上床）
URL：https://www.nnp-advisory.com/

　関連会社間取引を有する会社は、移転価格税制上の税務調整リスクを
内包します。関連会社間取引が独立企業間取引価格相当で実施されてい
たことを証するベンチマークスタディーを税務当局に提示することができない
限り、税務調査が入った場合、ディフェンスをすることができません。

　また、2019年1月1日以降の会計年度に適用される歳入法典修正法（第
47号）により、税務当局は、2億バーツ以上の売り上げを有する納税者に対
し、移転価格証拠文書類の提出を要求する権限を得ました。

　私共は、通常サービスの一環としてベンチマークスタディーを含む移転価
格証拠文書類を作成しております。作成料は一般的に約250,000バーツと
させて頂いております。詳細につきましては一度ご連絡を下さるようお願い致
します。

移転価格証拠文書類作成

約250,000B～

勃興するメコン５　～期待と注目のＣＬＭＶＴ～

ハノイ支店ハノイ支店

ホーチミン支店ホーチミン支店プノンペン
出張所
プノンペン
出張所

バンコック支店バンコック支店

ヤンゴン支店ヤンゴン支店

ヤンゴン支店に加え、
ティラワ経済特区内
に出張所有

バンコック支店に加
え、イースタンシーボ
ード出張所有

ラオスに拠点はないが、ラ
オス最大地場行のBCEL
とMOUを締結

メコン5に関する
お問い合わせ 98 Sathorn Square Office Tower 32nd-35th Floor, North Sathorn Road, 

Silom, Bangrak, Bangkok 10500 Thailand

E-Mail ： mekong5@mizuho-cb.com

　
い
ち
早
く
工
業
化
に
成
功
し
、周
辺
国
の

中
で
経
済
を
引
っ
張
って
き
た
タ
イ
。１
億
の

人
口
を
抱
え
、自
信
を
も
っ
て
国
力
を
高
め

よ
う
と
す
る
ベ
ト
ナ
ム
。そ
し
て
今
ま
さ
に

発
展
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ

ア
、ラ
オ
ス
、ミ
ャ
ンマ
ー
。

　
同
じ
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
内
に
あ
り
、地
理

的
に
も
文
化
的
に
も
近
し
い
５
ヵ
国
は
ラ
イ

バ
ル
で
は
な
い
。イ
ン
フ
ラ
や
国
内
市
場
、労

働
力
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
長
所
が
あ
り

課
題
も
あ
る
。発
展
の
度
合
い
が
異
な
る
か

ら
こ
そ
、互
い
に
補
完
し
合
い
、成
長
を
促
す

こ
と
が
で
き
る
。

　
長
年
関
わ
っ
て
き
た
日
本
も
例
外
で
は

な
く
、官
民
共
に
こ
の
地
域
と
の
結
び
付
き

を
一
層
強
め
よ
う
と
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の

国
々
を
メ
コ
ン
５
と
し
て
面
で
捉
え
る
み
ず

ほ
銀
行
の
取
り
組
み
は
的
を
得
て
い
る
と

言
え
る
。

　
今
回
の
取
材
通
し
て
改
め
て
感
じ
た
の
は

タ
イ
の
強
固
な
産
業
基
盤
で
あ
る
。充
実
し

た
イ
ン
フ
ラ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、時
に
数

千
億
円
規
模
の
投
資
も
行
う
巨
大
な
財
閥

系
企
業
が
い
く
つ
も
君
臨
す
る
。海
外
進
出

を
図
る
タ
イ
地
場
企
業
の
動
き
は
ま
す
ま

す
活
発
化
す
る
だ
ろ
う
。

　
イ
ン
ド
や
中
国
を
含
め
て
世
界
人
口
の
半

分
以
上
が
集
中
す
る
ア
ジ
ア
。メ
コ
ン
５
の

国
々
は
、そ
の
活
力
を
取
り
込
む
こ
と
が
で

き
る
有
利
な
立
地
に
あ
る
。コ
ロ
ナ
禍
も

あ
って一層
先
の
読
め
な
い
難
し
い
状
況
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、各
企
業
は
周
辺

国
の
動
向
を
さ
ら
に
注
視
し
て
い
く
べ
き
だ

ろ
う
。

（
A
r
a
y
Z
編
集
）

ア
ジ
ア
の
活
気
を
取
り
込
む

互
い
に
補
完
し
合
え
る
５
ヵ
国

みずほ銀行バンコック支店
メコン5課
● みずほのメコン5戦略は、それぞれの国を点では
なく面で捉え、域内の活性化のみならず域外へも
情報発信をしていくことで双方のつながりを強化
していくこと

● 2019年７月にバンコック支店にメコン５課設置。情
報集約・発信におけるメコン５戦略の中心となる

● メコン５域内拠点のみならず、域外拠点とも連携
した情報提供を行い、進出サポートやアドバイザ
リー等のサービス提供を行う

メコン5域内の〈みずほ〉の拠点

総括
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見えてきた
エクセル管理の限界

日タイの意識統一が
決め手に

時間ロスなく
生産計画を策定

システムを活かして
スタッフの意識を改革

新たなステージを目指す

　
ま
だ
本
格
的
に「A

T
O
M
S Q
U
B
E

」を
使
い
始

め
て
間
も
な
く
、Pornthip

氏
は「
正
直
な
と
こ
ろ
、

１
０
０
％
使
い
こ
な
せ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
。そ
し
て
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、

私
た
ち
の
要
求
も
高
ま
り
ま
す
」と
語
り
ま
す
。何

が
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
、探
求
は
続
い
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、情
報
を
共
有
で
き
る
体
制
が
整
っ
た
今
、

次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
そ
の
情
報
を
ど
う
活
用
し
て
い

く
か
に
焦
点
が
移
っ
て
い
ま
す
。Pornthip

氏
は「
全

員
が
同
じ
く
ら
い
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し
て
ほ
し
い
で

す
。そ
う
す
れ
ば
誰
か
が
欠
け
て
も
、す
ぐ
に
そ
の
穴

を
埋
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」と
話
し
ま
す
。共
有
さ

れ
た
デ
ー
タ
を
基
に
、各
部
署
が
何
を
す
れ
ば
良
い
の

か
自
主
的
に
判
断
し
て
い
く
。そ
ん
な
、各
ス
タ
ッ
フ
の

意
識
の
変
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
、I
T
A
O
T
E
C
は
工
場
の
稼
働
開
始
か

ら
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。２
度
目
の
赴
任
で
社
長

と
し
て
会
社
を
引
っ
張
る
北
村
勇
成
氏
は「
こ
の
10
年

間
は
少
し
ず
つ
大
き
く
な
り
、成
長
し
て
い
く
姿
を

見
る
こ
と
が
で
き
て
、す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
」と

語
り
ま
す
。さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
、日
本
人
、

タ
イ
人
ス
タ
ッフ
が一体
と
な
っ
た
奮
闘
が
続
き
ま
す
。

　
石
川
県
小
松
市
に
本
社
を
置
く
１
９
５
１
年

創
業
の
板
尾
鉄
工
所
は
、主
に
建
設
・
産
業
機
械

の
部
品
を
製
造
。世
界
大
手
コマ
ツ
や
キ
ャ
タ
ピ
ラ

ー
な
ど
向
け
に
供
給
し
て
い
ま
す
。石
川
県
内
に

は
現
在
、４
つ
の
工
場
を
展
開
。唯
一の
海
外
工
場

が
タ
イ
の
チ
ョ
ン
ブ
リ
県
シ
ラ
チ
ャ
の
ピ
ン
ト
ン
工

業
団
地
に
あ
る
I
T
A
O
T
E
C（
T
H
A
I-

L
A
N
D
）で
す
。日
本
と
同
様
、建
設
機
械
の

足
回
り
部
品
で
あ
る
ア
イ
ド
ラ
ク
ッ
シ
ョンA

ssy
や
作
業
機
ピ
ン
を
、機
械
加
工
か
ら
熱
処
理
、溶

接
、組
立
ま
で一貫
生
産
し
、タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、イ
ン
ド
の
コマ
ツ
な
ど
に
供
給
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
９
年
に
稼
働
を
始
め
た
当
初
は
、現
在

の
気
持
ち
が
導
入
に
向
け
て
一つ
に
固
ま
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジェク
ト
の
キ
ッ
ク
オ
フ
は
19
年
５
月
。ク
オ

リ
カ
と
I
T
A
O
T
E
C
の
間
で
約
２
ヵ
月
間
に

亘
って
、週
に
２
回
のペ
ー
ス
で
数
時
間
に
及
ぶ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
持
た
れ
ま
し
た
。エ
ク
セ
ル
で
行
わ
れ

て
い
る
作
業
を
シ
ス
テ
ム
に
置
き
換
え
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
、話
し
合
い
を
続
け
ま
し
た
。

そ
し
て
、同
年
末
か
ら
本
格
的
に「
A
T
O
M
S 

Q
U
B
E
」が
稼
働
し
始
め
ま
し
た
。

重
ね
ら
れ
ま
し
た
。ク
オ
リ
カ
の
タ
イ
法
人
の
日

本
人
ス
タ
ッフ
が
小
松
市
の
本
社
へ
説
明
に
行
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。あ
る
時
、日
本
か
ら
生
産

管
理
の
幹
部
が
出
張
で
I
T
A
O
T
E
C
を
訪

れ
た
際
、「
み
ん
な
が
エ
ク
セ
ル
の
画
面
ば
か
り
見

て
仕
事
を
し
て
い
る
。少
し
で
も
負
担
を
減
ら
し

て
他
の
業
務
を
で
き
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
れ
ば

良
い
の
で
は
」と
も
ら
し
ま
す
。

　
５
人
の
生
産
管
理
部
門
の
内
、４
人
が
入
力

作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。や
が
て
日
本
本

社
、タ
イ
法
人
、何
よ
り
現
場
の
タ
イ
人
ス
タ
ッ
フ

　
周
囲
の
企
業
に
も
聞
い
た
結
果
、候
補
に
挙
が

っ
た
の
が
ク
オ
リ
カ
の
ク
ラ
ウ
ド
対
応
生
産
管
理

シ
ス
テ
ム「
A
T
O
M
S 

Q
U
B
E
」で
す
。受

注
出
荷
や
購
買
、在
庫
管
理
、生
産
計
画
な
ど
、

生
産
管
理
に
求
め
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
機
能
を
搭

載
し
、ク
ラ
ウ
ド
型
な
の
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋

が
れ
た
パ
ソ
コ
ン
さ
え
あ
れ
ば
す
ぐ
に
導
入
で
き

ま
す
。

　
そ
れ
で
も
シ
ス
テ
ム
導
入
と
な
る
と
、あ
る
程

度
の
規
模
の
投
資
に
な
り
ま
す
。本
当
に
必
要
な

の
か
、タ
イ
法
人
、日
本
本
社
と
の
間
で
議
論
が

時
導
入
を
主
導
し
た

生
産
管
理
の
辰
巳
直
史

氏
は
そ
れ
に
対
し
て
、「
生
産
管
理
は
、い
か
に
製

造
現
場
に
モ
ノ
を
届
け
、そ
し
て
現
場
か
ら
上
が

っ
た
モ
ノ
を
次
の
工
程
に
運
ぶ
か
が
仕
事
で
す
。モ

ノ
が
し
っ
か
り
と
流
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
と
、う

れ
し
い
で
す
ね
」と
喜
び
ま
す
。

　
ま
た
、受
注
登
録
作
業
も
簡
略
化
さ
れ
ま
し

た
。大
手
企
業
の
場
合
、内
示
と
い
う
形
で
注
文

予
定
が
翌
年
分
ま
で
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、あ
く
ま
で
予
定
の
た
め
毎
週
の
よ
う
に

変
更
が
生
じ
ま
す
。そ
の
度
に
以
前
は
エ
ク
セ
ル

に
変
更
を
加
え
て
い
ま
し
た
が
、シ
ス
テ
ム
導
入

に
よ
って「
デ
ー
タ
と
し
て
そ
の
ま
ま
張
り
付
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
辰
巳
氏
）。

理
に
比
べ
て
日
本
か
ら
来
た
出
張
者
も
タ
イ
の
実

態
を
把
握
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

　
情
報
が
逐
一
反
映
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、よ

り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
生
産
計

画
作
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。エ
ク
セ
ル
管
理
の
時

は
、営
業
に
注
文
が
来
て
か
ら
生
産
管
理
に
伝
わ

る
ま
で
丸
１
日
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
、タ
イ
ム

ラ
グ
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。今
で
は
朝
、注
文
が
登

録
さ
れ
れ
ば
、そ
の
日
の
内
に
生
産
計
画
を
立
て

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
導
入
後
、西
野
雄
二
工
場
長
も
現
場

の
変
化
を
感
じ
ま
し
た
。「
エ
ク
セ
ル
で
作
業
を
し

て
い
た
時
は
現
場
に
在
庫
が
多
す
ぎ
た
り
、逆
に

少
な
す
ぎ
る
と
感
じ
る
時
が
あ
り
ま
し
た
。今
は

在
庫
が
安
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
」。当

　
稼
働
後
は
各
部
署
で
入
力
さ
れ
た
数
字
が
す

ぐ
に
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、生
産
管
理

部
門
で
の
入
力
作
業
は
激
減
し
ま
し
た
。そ
し
て

情
報
の
共
有
が
大
き
く
進
み
ま
し
た
。Porn-

thip

氏
は「
以
前
は
各
部
署
か
ら
在
庫
は
ど
れ
く

ら
い
あ
る
の
か
よ
く
聞
か
れ
ま
し
た
。今
は
誰
で

も
シ
ス
テ
ム
に
入
れ
ば
分
か
る
の
で
、わ
ざ
わ
ざ
足

を
運
ん
で
聞
き
に
来
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し

た
」と
語
り
ま
す
。

　
単
純
な
入
力
作
業
が
減
っ
た
分
、数
値
が
合
っ

て
い
る
の
か
ど
う
か
、チ
ェッ
ク
に
使
え
る
時
間
が

増
え
ま
し
た
。ど
の
工
程
で
ま
だ
デ
ー
タ
が
入
力

さ
れ
て
い
な
い
の
か
も
、シ
ス
テ
ム
を
見
れ
ば
す
ぐ

に
把
握
で
き
ま
す
。日
本
本
社
で
も
生
産
管
理

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
お
り
、複
雑
な
エ
ク
セ
ル
管

４
０
０
０
㎡
あ
る
工
場
の
４
分
の
１
程
の
広
さ
し

か
な
く
、部
品
は
日
本
か
ら
す
べ
て
輸
入
し
て
、

組
立
だ
け
を
行
って
い
ま
し
た
。そ
こ
か
ら
徐
々
に

工
作
機
械
や
溶
接
機
、焼
き
入
れ
装
置
な
ど
を

導
入
し
て
仕
事
の
幅
を
増
や
し
、現
在
の一
貫
生

産
体
制
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
し
た
。そ
ん
な

中
、課
題
と
な
っ
た
の
が
、設
立
当
時
か
ら
行
っ
て

い
た
エ
ク
セ
ル
に
よ
る
生
産
管
理
で
す
。扱
う
ア
イ

テ
ム
が
少
な
か
っ
た
時
な
ら
ま
だ
し
も
、業
容
が

拡
大
し
て
取
扱
品
目
や
お
客
様
が
増
え
て
い
く

に
つ
れ
て
、日
々
の
エ
ク
セ
ル
の
入
力
作
業
も
膨
大

に
な
って
い
き
ま
し
た
。

　
各
現
場
か
ら
上
が
っ
て
き
た
数
字
を
手
入
力

す
る
の
で
、打
ち
間
違
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。さ
ら
に
生
産
管
理
の
他
、営
業
、会
計
と
いっ

た
部
署
、担
当
者
ご
と
に
フ
ァ
イ
ル
が
存
在
し
、急

な
注
文
の
変
更
が
発
生
し
た
時
な
ど
、情
報
の
共

有
を
図
る
の
も
一
苦
労
で
し
た
。生
産
管
理
の
タ

イ
人
リ
ー
ダ
ー
、Pornthip A

ryuyuen

氏
ら
の

頑
張
り
で
業
務
は
滞
り
な
く
進
め
ら
れ
て
い
た

も
の
の
、そ
の
分
依
存
度
は
高
く
、も
し
彼
女
の

身
に
何
か
あ
っ
た
ら
と
の
懸
念
も
絶
え
ま
せ
ん
。

果
た
し
て
こ
の
ま
ま
で
大
丈
夫
な
の
か
。そ
こ
で

生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
本
格
的
に
検
討

し
始
め
ま
し
た
。

システム立ち上げに携わった辰巳直史氏タイ赴任10年になる西野雄二工場長

クオリカ導入事例紹介

製造業向けクラウド対応生産管理システム

背景導入効果

使
い
や
す
い

入
力
画
面
を
実
現

生
産
管
理
の

タ
イ
人
リ
ー
ダ
ー
、

Pornthip

氏    

QUALICA（Thailand）Co., Ltd.
Tel：02-666-4851 
E-mail：sales.qualicathailand@qualica-asia.com
UBC II Building, 20th Floor, 591 Sukhumvit Road., 
North Klongton, Wattana, Bangkok, 10110

ITAOTEC（THAILAND） Co., Ltd.の事例

（肩書などは掲載日時点）

今後の展開

機
械
加
工
か
ら
組
立
ま
で
一
貫
生
産
に
業
容
拡
大

膨
大
な
エ
ク
セ
ル
入
力
作
業
が
生
産
管
理
で
発
生

「
画
面
ば
か
り
見
て
仕
事
を
し
て
い
る
」と
本
社
幹
部

日
本
本
社
、タ
イ
法
人
の
気
持
ち
が
導
入
に
向
け
一
つ
に

入
力
作
業
は
激
減
、社
内
の
情
報
共
有
が
円
滑
に

よ
り
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
生
産
計
画
が
実
現
へ

工場の即時立上げ

みえる化

工場間の生産移管

現地サポート

さらなる発展を目指す北村社長（左端）ら
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第９回　従業員満足度と人材の定着

金井 健一（Kenichi Kanai） 岡田 烈司（Atsushi Okada） 
みらいコンサルティンググループ
ASEAN統括部長

みらいコンサルティンググループ
代表取締役

人事評価をする「目」を持つ
　優秀な従業員が定着するための人事制度を検討する
際、従業員満足度（ES：Employee Satisfaction）、即ち従
業員が会社の何に共感し、何を不満に感じているのかを知
ることはとても重要です。なぜなら、優秀な人材は従業員満
足度の高い組織においてこそ主体的に成長し、大きな活躍
をもたらすからです。そこで今回は、従業員満足度について
考えていきます。

従業員満足度とは？
　従業員満足度は給与や福利厚生、職場環境や社内の人間
関係への満足度を測る指標ですが、従業員の会社への帰属
意識を測るものとしても近年その重要性が注目されています。
　一般に、従業員満足度の高い会社ほど、従業員のパ
フォーマンスは高く、会社への貢献度も高くなることが判って
います。このような組織では、従業員同士のコミュニケーショ
ンも活発に行われており、良好な人間関係の下、人材の定
着にも繋がっています。
　優秀な人材の定着はさらなる優秀な人材の獲得をもたら
す好循環が生まれます。つまり、「いかに従業員満足度の高
い組織を作るか」は、人材の定着を考える上で重要なポイン
トとなります。

従業員満足度を高める人事制度
　従業員満足度を左右する要素の１つが、人事評価が適
正に行われているかです。
　タイ人社員が人事評価に不満を感じる主な理由には、「評
価が評価者によって異なり不公平」「評価基準が不明確」

「評価結果についてのフィードバックがない」といったものが
あります。もちろん評価は高い方が良いですが、それ以上に
評価結果がどのような根拠で決定されたのかを伝えること
は、従業員の満足度に大きく影響します。
　何をすれば今後の成長に繋がるか、従業員のキャリアを一
緒に考えることも、タイ人社員との信頼関係を築く上で重要な
要素となります。人事評価が、従業員の自己成長とキャリア支
援に繋がるよう、制度の運用を心掛けるようにしましょう。
　
コア人材を定着させるために
　優秀なタイ人社員ほど、会社がどのようなビジョンを持っ
ているのか、組織で自分はどのようなキャリアを積めるかに
も注目しています。
　会社がコア人材と考える従業員にこそ、会社のビジョンや
会社がどのような期待をしているかを示し、互いの成長のた
めに一緒に何ができるかを相談しましょう。そうすることでコア
人材の責任意識を促し、会社への帰属意識を高めることが
できます。また、個人のキャリアプランを一緒に考えることは、
会社への信頼を勝ち取る有効な方法でもあります。
　給与や福利厚生などの金銭的処遇も大切な要素です
が、コア人材を定着させるためには、会社がタイ人社員を信
頼していることを示し、また個人の成長に寄り添うことが何よ
り効果的です。従業員の定着を考える際は、まずは彼らが今
何を感じ、何を期待しているのか、耳を傾けてみてはいかが
でしょうか？
　みらいコンサルティングおよびFDIグループでは、貴社の従
業員満足度の調査、およびそれをどのように高めるのかにつ
いてのご相談も承っています。

日を創る明

人事制度

タイ進出・各種ライセンス支援 /会計・税務支援 /人事・労務支援
事業再生・成長支援 / M&Aアドバイザリー /人材紹介

日本、タイでの 20年以上の実績に基づくソリューションの質を実感してください。

16-03, 16th Floor,
246 Times Square Building,
Sukhumvit Road, Khlong Toey,
Bangkok, Thailand 10110

www.miraic.jp

〒104-0031　東京都中央区京橋 2-2-1 京橋エドグラン 19 階

日本本社 www.fdi.co.thタイオフィス

thai-hrservice@miraic.jp

お問い合わせ

www.reeracoen.asia/jp/client

06-3439-6820 嶋（しま） ko.shima@neo-career.co.jp(+66) 02-253-9800
8th Floor, Mercury Tower, 540 Ploenchit Road,Lumphini, Pathum Wan, Bangkok 

09-6201-4764 平田（ひらた） hirata@reeracoen.co.th(+66) 03-811-1256
4/222 Harbormall Bldg. Unit 10C04-05, 10th Floor, Moo 10, Sukhumvit Road Thungsukhla, Sriracha, Chonburi

チョンブリ拠点

バンコク拠点 BTS Chit lom駅直結

タイで年間採用支援1,000人以上、採用支援企業2,000社以上の豊富な実績を持つ
人材採用支援のReeracoen Recruitmentが、タイでの採用を成功に導く秘訣を解説する。

タイでの       成功術
人材採用支援のプロが解説

vol.10 入社承諾後に気を付けなければならない点

採用
方法の決定

求人
内容の決定

求人を
開始

書類
選考

面接
実施

採用の
検討

条件
提示 入社

承認
入社前
フォロー

上流工程 募集 中流工程 面接 下流工程 採用

Step 1 Step 2 Step 3 Step 4 Step 5 Step 6 Step 7 Step 8 Step 9

タイでの人材採用のご相談は、REERACOENに！
日本国内78拠点、アジア20拠点のネオキャリアグループ

タイ国内で転職をご検討の方もお気軽にご連絡ください。

月号では、Step⑦条件提示についてお伝えしました。今

回は、面接後のStep⑧入社承諾、Step⑨入社前フォ

ローについてのポイントをお伝えします。

タイにおける入社承諾率とは

　条件提示いわゆるオファーレターの提示後、実際に入社に至

らなければ、ここまでの努力が無駄になってしまいます。そもそも

タイにおいて、オファーレターを出して候補者が承諾する入社承

諾率（内定承諾率）は何％ぐらいなのでしょうか。

　弊社の直近２年のデータによると、概ね70％～75％となっており

ます。もし、貴社がこちらの数字より低い場合は、ジョブディスクリ

プションの記載内容、面接時の対応、オファー提示額に何かしら

問題がある可能性があります。これらについては過去の連載で

記載していますので、ご参照いただければと思います。

内定辞退を避けるために

　候補者が入社承諾したからといって、確実に入社に至るわけ

ではありません。なぜなら、入社に至るまでの間に内定者が辞退

してしまうケースがあるからです。それを避けるために、入社前

フォローが必要になってきます。ポイントは次の３つです。

8

Pick up! Pick up!

Reeracoen Recruitment
Managing Director 嶋 航
愛知県出身。大学卒業後、コンサルティングファー
ムへ入社し、日本およびベトナムで会計・税務・労
務のコンサルティングに従事。2014年よりネオ
キャリアグループの海外法人REERACOENに
入社し、フィリピン、ベトナムの立ち上げ・勤務を
経て、18年7月よりタイのRee r a c o e n  
Recruitmentに勤務。現在に至る。

　候補者によっては入社承諾後も引き続き転職活動を続け、他
社でより良いオファーを獲得し、そちらに入社してしまうケースも
あります。それを避けるためには、入社承諾から入社までの期
間を極力短くして、余計な時間を与えないことが重要です。

①入社承諾から入社までの期間を極力短くする

　多くの候補者が転職活動時にJobs JDなどの求人サイトを
使用し、彼らのレジメが公開されています。候補者が貴社から
入社承諾後も引き続きレジメを掲載している場合は、エージェン
トや企業HRからスカウトされ、他社の面接を受けてしまう可能
性があります。
　前職名などでサイト内検索をかければ見つけることができま
す。仮に入社承諾後も求人サイトに内定者のレジメが掲載され
ているのであれば、掲載を止めるように依頼しましょう。

②内定者のレジメが求人サイトにまだ掲載されているかを確認

　基本的に入社承諾から入社までは、現職の退職手続きがあ
るため１ヵ月ほど掛かります。その間、頻繁に連絡を取る、場合
によっては入社前にランチ会を開催するなどで、内定者の入社
へのモチベーションを維持させることが大切です。

③入社前に定期的に連絡を取る・会う

転職を検討されている方はぜひ弊社の
YouTubeチャンネルをご覧ください 

No.1

タイでの
取り扱い求人数

日系人材紹介会社



　前編では、バンコクのスクンビットエリアとシーロムエリアにある空き物件の調査結果をお伝えしました。調査結果
から、新型コロナウイルスによる経済状況の悪化も後押しし、バンコク市内には空き物件が非常に多い状況だと確認
できました。空き物件を見つけたとしても、“自社オフィスとして利用する”という想像はなかなかし難いと思います。
　そこで今回は、バンコク市内で見つけた空き物件を、オフィスとしてどのように利用可能かをご紹介致します。

～コロナ禍の影響も？～ by バンコクオフィスナビ

不動産のプロ、GDMが徹底解説！ Vol.9

バンコク空き物件
調査レポート 後編

タウンハウス型物件のオフィス利用

　バンコク市内に多く存在するタウンハウス型の物件の特
徴として、「築年数が古い」「１フロア当たりのサイズが40
㎡ほどと小さい」などが挙げられます。オフィスビルと比べ、
ローカル色が強く、見た目が良くないため、オフィスとしての
活用は考えにくいかもしれません。
　しかしながら、タウンハウス型の物件は賃料がオフィスビ
ルよりも比較的安価で、ランニングコストを抑えることができ
ます。削減できたコストをリノベーション費用へと割り充てる
ことで見た目の悪さも解消できます。
　バンコク市内にあるオフィスビル低層階のリテール（小
売）エリアにショールーム兼オフィスを置くことを検討する企
業は多いです。オフィスビルは低層階をリテールエリア、中・
上層階をオフィスエリアに区分しており、一般的に低層階

の物件は中・上層階の物件に比べ、家賃は高額となりま
す。人目の多い１階、または２階にショールームを設けること
を希望しますが、もちろん商業エリアの１階・２階は激戦区
で高賃料というデメリットがあります。
　賃料を抑えるためリテールエリアを避け上層階にオフィ
スを設けた場合、人目に触れない上に、セキュリティーが厳
重なオフィスビルが多く、ショールームへの誘導が容易では
ない、といった本末転等な事態が発生してしまいます。
　さらに重機や薬品などは、オフィス物件によっては規定
が厳しいため、ビル内に保管を許さない場合があります。
タウンハウス型であればそういった規定に縛られることもな
く、自由に保管・展示が可能なこともメリットとして挙げること
ができます。

ケーススタディ①

人目につく１階をショールームとして利用し、一般向けに製品アピール可

一軒家型物件のオフィス利用

　バンコクの大通りから閑静なソイへ一歩入ると、一軒家
型タイプの物件は比較的簡単に見つけられます。しかしな
がら大通りに面してない物件も多く目立たないため、オフィ
スとしての活用は考えにくいかもしれません。
　ところが、土地を含めて物件を購入することで毎月掛か
る賃料がなくなります。また、契約更新ごとに上昇するバン
コクオフィスビルの賃料価格に左右されずに済みます。
　他にも、一軒家オフィスならではのメリットも存在します。
例えば、バンコク市内で食品/薬品関連企業がオフィスを
探す際、商品の試食や研究開発のためのキッチンスペー
スの確保や薬品保管が可能な物件を探しますが、これら
の設置を認めないオフィスビルがほとんどです。

　駐車スペースの少なさも、一般のオフィスビルによくある
問題です。通常のオフィスビルの場合、物件サイズ100㎡に
つき１台分の駐車スペースが無料となりますが、追加費用
は１台当たり2,000～3,000バーツ/月となり、決して安くはあ
りません。社用車の多い企業や車で出勤する従業員の多
い企業の場合、駐車スペースの確保に難航することも多
いですが、一軒家なら庭を駐車スペースとして活用、もしく
は拡張工事を行うなどカスタマイズ次第で調整可能です。
　他にも、空調の稼働時間に縛られることなく事業運用が
可能、土地付きであれば将来の地価上昇の際に利益を
生む可能性もメリットとして挙げられます。

カスタマイズしやすい自社オフィスビルを新設することも視野に

097-137-4831（担当：内堀）
uchibori@gdm-asia.com
https://office.gdm-asia.com/bkk-office-navi/

オフィス紹介実績
● コナミアミューズメント 様
● 湖池屋 様
● 住友重機械工業 様
● 野村総合研究所 様
● 三菱UFJリサーチ&コンサルティング 様
● BizWings 様
● JXTGエネルギー 様
● KGK 様
● モンスターラボ 様

● 古河電工オートモーティブシステムズ 様
● 戸上電機製作所 様
● 日本コムサ 様
● アンダーソン・毛利・友常法律事務所 様
● 古河電気工業 様
● 住友商事マシネックス 様
● 野村貿易 様
● 北國銀行 様

拡張した２～３階のフロア160㎡
に、20名の従業員向けの執務室
/ミーティングルーム/倉庫を設置

隣接する２棟の間の壁を取る
ことで１フロア当たりのサイズを
40㎡→80㎡ほどに拡張

１階の壁面をガラス張りにし、
ショールームスペースを造り自社
製品を展示After

従業員20名のパソコン機器ショールーム

３階建てのタウンハウス
隣接物件２棟（道路沿い）

候補
物件

Before

● ショールーム/倉庫が必要な企業
● BtoC向けの企業（学校、旅行会社、スパ、小売りなど）

タウンハウス型物件に最適な企業

ケーススタディ②
食品関連企業の研究開発部門

一軒家型物件（土地付き購入）候補物件

● 車で出勤する従業員の多い企業
● IT/スタートアップ企業/簡易な研究開発部門
● 24時間稼働する企業（コールセンターなど）

一軒家型物件に最適な企業

物件をリノベーションして活用

Before

● キッチンを自社製品の研究開発部屋として利用
● その他スペースをミーティングルームや倉庫として利用
● 庭の広い物件なら、従業員の駐車スペースとして活用

After

現物件を取り壊し自社ビルを新たに建築

● すべての部門を集め、本社オフィスビルとして利用
● 従業員数に応じて階数や駐車スペースを選ぶことが可能

After

OR

費
用
を
抑
え
つつ
、

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
用

費
用
を
抑
え
つつ
、

メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
活
用

自
由
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
、

事
業
内
容
に
フ
ィッ
ト
し
た

独
自
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に

自
由
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
、

事
業
内
容
に
フ
ィッ
ト
し
た

独
自
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に

オフィスのお悩み・ご相談があれば、いつでもお気軽にお問い合わせください。お問合せ
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A-108-1-51.0

A-11A
10-0-27.3
A-11A

10-0-27.3

A-12
16-0-14.8

A-13
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A-14
19-1-50.2

A-15A
5-2-57.0
A-15A

5-2-57.0

A-15B
4-0-17.7

A-16
69-0-46.1

B-01
9-2-92.6

B-02
10-3-24.3B-03

11-0-90.7
B-04

10-1-93.7
B-05

10-1-93.7
B-06

10-1-93.7

B-07
14-2-14.2 B-08

10-1-25.0
B-09

13-0-36.1

B-10
12-3-30.3

B-11
11-2-29.5

B-12
11-1-4.3

物流ロジスティック専用ゾーン

売出中
売切れ

SOLD OUT

SOLD OUT

SOLD OUT

SOLD OUT

↑至
Bangping - Praksa Rd

至バンプー工業団地→

57, Park Ventures Ecoplex, 12th Fl. Unit 1211
Wireless Road, Lumpini, Patumwan, Bangkok 10330

GDM (Thailand) Co., Ltd.
www.gdm-asia.com

■ 工業用地取得
■ 土地権利証書移転
■ 操業許可
■ 建築申請サポート

IEAT工業団地に関するお問い合せは下記まで

電　  話 086-513-7435 高尾
takao@gdm-asia.comEメール

弊社のこれまでの実績
・東プレ 様
・アイシンアジアパシフィック 様
・古河電工 様
・福島工業 様
・宇部興産機械 様
・アムテック 様
・ＪＸ日鉱日石 様
・アマダ 様

・コマツ 様
・トヨタ車体精工 様
・古河オートモーティブ 様
・アルプス電子 様
・積水プラスティック 様
・日本ガイシ 様
・パナソニックデバイスSUNX 様
・アズビル 様

など 多数の企業様の物件取得サポートをさせていただいております。

Sukhumvit Rd

Ta
m

ru
 -
 B

an
g 

Ph
li 

Rd

Bangping - Praksa Rd

649-1-96 103.9 256.79

481-2-99 770,796 190.47

101-2-28 162,511 40.16

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

エーカーヘクタールライ

プロジェクトエリア

工場・倉庫エリア

公共施設・サービスエリア

通信システム
光ファイバーおよび高速イン
ターネット

電力供給
30 MW Electricity Substation
Metropolitan Electricity Authority,Samut 
Prakan District.より供給

廃水処理システム
2,500 cu.m./日
の汚水処理が可能

給水システム
6,000 cu.m./日
Metropolitan Waterworks Authority,Samut 
Prakan Branchより供給

ガスシステム
天然ガス供給パイプライン
PTT Natural Gas Distribution Co., Ltd.より供給

交通システム
メイン道路=横幅25m
サブ道路＝横幅20、16m

バンコク都心に最も近い
最新のIEAT工業団地
バンプー工業団地が完成してから40年強。長い期間をかけて確固
たる産業集積を築いてきたサムットプラカーン県。このエリアに最
新のIEAT:タイ工業団地公社の工業団地が登場します。都市化に
伴い周辺エリアでは工場の操業が難しくなってきていますが、この
工業団地の中では安心して操業が可能です。

タイ工業団地公社認定
工場建設、操業許可などワンスト
ップで申請でき安心して操業可能
です。

都心に最も近い
BTSプレクサ駅から５㎞。バンコク
都心まで直線距離で約20㎞。都心
からの通勤や物流に便利です。

バンプーエリアの希少な工業用地
都市化に伴い周辺では工場操業が
難しくなっています。工場ができ
る土地は希少価値があります。

　

スワンナプーム
国際空港
スワンナプーム
国際空港

ウタパオ
国際空港
ウタパオ
国際空港

20km20km20km

40km40km40km

60km60km60km

3空港間高速鉄道3空港間高速鉄道

マプタプット
深海港
マプタプット
深海港

EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア
EEC（東部経済回廊）
工業団地集積エリア

レムチャバン港レムチャバン港

バンコク港バンコク港

ドンムアン国際空港ドンムアン国際空港

インフラ・システム概要

BHAKASA INDUSTRIAL

5
km

プレクサ
BTS駅

22
km

バンコク港
（クローントゥーイ港）

25
km

スワンナプーム
国際空港

112
km

レムチャバン港

バンプー
工業地帯
バンプー
工業地帯

プラカサ
工業地帯
プラカサ
工業地帯

BTSプレクサ駅BTSプレクサ駅

BTSサーイルアット駅BTSサーイルアット駅

２０２２年
 延
伸
予
定

２０２２年
 延
伸
予
定

BTSケハ駅BTSケハ駅

（タイ工業団地公社）

販売開始IEAT

BHAKASA
INDUSTRIAL

BHAKASA
INDUSTRIAL

マスタープラン概要

・自動車部品
・電気電子部品
・産業用機械、ロボット
・食品加工
・冷凍・冷蔵倉庫
・EC向け物流、一般物流
・研究開発施設

最適な産業

バンプー　 工業団地新

90万㎡
以上の
売買実績

90万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

90万㎡
以上の
売買実績

90万㎡万㎡万㎡
以上の
売買実績
以上の
売買実績
以上の
売買実績

1

2

3

Check Point
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GDMからの紹介の方には通常サービスに加え、
Dearlife 特別サービスをご利用できます！

お部屋探しならディアライフ！

デポジット
長期立替
デポジット
長期立替

※特典1のサービス提供に際して、企業間の覚書締結を必要とすることがあります　※特典１と特典２の併用は不可です。
※サービスプロモーションは予告なく変更となる場合もございます。予めご了承ください。

● 入居者向け保険（火災・借家人賠償・退去時の原状回復）
● セレッソ大阪サッカースクールでのご優待
● ベリーモバイルでのご優待
● ムエタイジムのご優待　　

GDMからの紹介の方には

Dearlife通常サービスDearlife通常サービス

さらに！

＋

引っ越し費用負担引っ越し費用負担

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

JALマイレージ贈呈
（2,000マイル）

インターネットTV
1年間無料

インターネットTV
1年間無料

＋

or

＋
１１特典 法人企業さま向け ２２特典 駐在員さま向け

GDM紹介プロモーション！GDM紹介プロモーション！

イメージキャラクター
ぱんちゃん璃奈

国外強制執行

当事者間の合意

上訴の可否

費用

仲裁合意が必要

不可

高額となることが多い

原則不可

不要

可

比較的低廉

仲裁訴訟

■ 仲裁と訴訟の主な違い

ニューヨーク条約等に
より可能

タ
イ
に
お
け
る

商
事
国
際
仲
裁

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
・
リ
レ
ー
連
載

が
大
き
い
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

タ
イ
の
主
な
仲
裁
機
関

Thai A
rbitration Institute

（
Ｔ
Ａ
Ｉ
）

　
１
９
９
０
年
に
法
務
省
の
傘
下
と
し
て

設
立
さ
れ
た
機
関
で
、最
も
取
扱
い
事
件

数
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

Thailand A
rbitration C

enter
 （

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｃ
）

　
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
に
お
け
る
仲
裁
の
中

心
的
機
関
と
し
て
国
際
仲
裁
を
支
援・促

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、２
０
１
５
年

に
設
立
さ
れ
た
最
も
新
し
い
機
関
で
あ
る
。

T
hai C

om
m
ercial A

rbitration 
C
om
m
ittee of the Board of Trade 

of Thailand （
Ｔ
Ｃ
Ａ
Ｃ
）

　
タ
イ
に
お
け
る
仲
裁
の
パ
イ
オ
ニ
ア
的
な

機
関
だ
が
、現
在
は
あ
ま
り
利
用
さ
れ
な

く
な
り
つつ
あ
る
。

仲
裁
の
活
用
を
視
野
に

 

タ
イ
に
お
け
る
商
事
仲
裁
を
積
極
的
に

利
用
す
る
在
タ
イ
日
系
企
業
は
ま
だ
多
く

は
な
い
。こ
れ
は
タ
イ
の
裁
判
所
が
そ
れ
な

り
に
有
効
に
機
能
す
る
か
ら
で
も
あ
る
が
、

他
方
で
国
外
強
制
執
行
力
を
有
す
る
仲

裁
は
、ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
の
紛
争
解
決

手
段
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
し
得
る

制
度
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
仲
裁
手
続
き
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

　
一方
、仲
裁
の
場
合
は
外
国
仲
裁
判
断
の

承
認
及
び
執
行
に
関
す
る
ニュ
ー
ヨ
ー
ク
条

約
に
批
准
し
て
い
る
国
で
あ
れ
ば
、国
境
を

超
え
て
そ
の
効
力
が
及
ぶ
。従
っ
て
、仲
裁

は
国
外
強
制
執
行
力
を
有
す
る
と
い
う
点

で
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言
え
る
。ま

た
、ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
取
引
の
場
合
、相
手
方

の
国
の
裁
判
制
度
が
信
用
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
こ
と
も
仲
裁
を
選
択
す
る
理
由

に
な
る
だ
ろ
う
。

　
他
方
で
仲
裁
は
、あ
く
ま
で
仲
裁
機
関

と
い
う
私
人
を
介
し
た
紛
争
解
決
手
段
で

あ
り
、上
訴
が
で
き
な
い
、費
用
面
の
負
担

仲
裁
と
訴
訟
の
違
い

　
仲
裁
と
訴
訟
の
主
な
違
い
は
下
図
の
通

り
で
あ
る
。訴
訟
も
仲
裁
も
、強
制
執
行

力
の
あ
る
判
決
な
い
し
判
断
を
下
す
こ
と

が
で
き
る
点
は
共
通
す
る
。し
か
し
訴
訟

で
は
、原
則
と
し
て
裁
判
所
の
判
決
は
そ
の

国
の
中
で
し
か
効
力
を
生
じ
な
い
。

　
そ
の
た
め
、あ
る
国
で
判
決
を
得
て
も
、

そ
れ
に
基
づ
き
他
の
国
で
強
制
執
行
す
る

こ
と
は
原
則
と
し
て
で
き
な
い
。タ
イ
で

も
、外
国
で
取
得
し
た
判
決
を
も
っ
て
タ
イ

国
内
で
強
制
執
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

仲
裁
手
続
と
は

 

仲
裁
は
、裁
判
外
紛
争
解
決
手
続

「
Ａ
Ｄ
Ｒ（A

lternative D
ispute 

R
esolution

）」の
１
つ
に
位
置
付
け
ら

れ
る
訴
訟
と
は
異
な
っ
た
制
度
で
あ
る
。

　
仲
裁
手
続
に
お
い
て
は
、紛
争
の
当
事

者
が
紛
争
を
私
人
で
あ
る
第
三
者（
仲
裁

人
）の
判
断
に
委
ね
、そ
の
判
断
に
従
う
こ

と
を
合
意
し
、そ
れ
に
基
づ
い
て
紛
争
が

解
決
さ
れ
る
。

は
じ
め
に

　
７
月
号
で
は
タ
イ
に
お
け
る
民
事
訴

訟
手
続
に
つ
い
て
紹
介
し
た
。今
回
は
、

裁
判
と
は
や
や
異
な
る
仲
裁（
商
事
国

際
仲
裁
）と
い
う
手
続
き
に
つ
い
て
取
り

上
げ
る
。

　
国
際
仲
裁
は
そ
の
特
徴
か
ら
、日
本
に

所
在
す
る
会
社
が
タ
イ
の
会
社
と
訴
訟
す

る
場
合
な
ど
、原
告
と
被
告
の
所
在
地
が

国
境
を
跨
ぐ
よ
う
な
場
合
に
利
用
さ
れ

る
制
度
で
あ
る
。

を
把
握
し
た
上
で
、有
効
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

代表弁護士　 藤江大輔
2009年京都大学法学部卒業。11年に京都
大学法科大学院を修了後、同年司法試験に
合格。司法研修後、GVA法律事務所に入所
し、15年には教育系スタートアップ企業の執
行役員に就任。16年にGVA法律事務所パー
トナーに就任し、現在は同所タイオフィスの代
表を務める。

GVA Law Office (Thailand) Co., Ltd.

URL: https://gvalaw.jp/global/3361
C o n t a c t :  i n f o @ g v a t h a i . c o m
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 ８月号ではラオスにおけるPPP（官民連携）法草案の背景や
概要、その重要性をお伝えしました。今回は具体的な内容をご
紹介します。
 これまでは政府入札等について明確なルールがなく、不公
正な入札手続き等により発注者やパートナーが決定されるよう
なことが頻発しておりました。PPP法草案においては、今まで不
明確であったPPPプロジェクトの実施プロセスや手続き等につ
いて明示されています。
　ラオスへのインフラプロジェクトやインフラ輸出に関わる事業
者は、特に注視する必要があります。

１． PPPの定義　
　投資奨励法、コンセッション事業リスト及び現在草案中の
PPP法の中では、PPP事業を「事業価値のある新規建設プ
ロジェクト、インフラ整備、公共サービス関連事業」と定義して
いるのみです。現時点で、他国において定められているような
特定業種や分野、必要資本額等は特段規定されていませ
ん。

２. PPPの準備、検討及び入札
　草案によれば、PPPプロジェクトの初期提案書の提出から入
札までの流れは右図の通り定められており、原則としてこの流
れに沿って行われる必要があります。

3. PPP契約書とその内容
　草案によれば、PPP契約書の基本的な記載事項はプロジェ
クトの範囲及び業務内容、契約当事者と事業主体者の責任、
各当事者のプロジェクトのリスクに対する責任等18項目の記載
が義務付けられています。

Thailand＋１

ラオスのPPP法草案の概要について（第２回）

　今までは、大きな資金を投下するにも関わらず、非常に簡単
な契約となっていたケースも散見されており、記載事項が明記
されたのは重要なポイントです。

4. PPP契約締結のプロセス
 契約内容が固まった後、契約締結までの大まかな手順は草
案上において、以下の通り行う必要があると定められています。
 （1） 各県及びヴィエンチャン都の計画投資課は、政府及び

地方自治から契約締結の許可を取得
　（2） 民間セクターが契約締結の許可通知を受理後、15日

以内にPPP会社（※１）設立申請
　（3） 契約締結が許可された後、30日以内に署名式を行う

ASIAビジネス法務 最新アップデートASIAビジネス法務 最新アップデート

藪本 雄登
One Asia Lawyersの前身となるJBL Mekongグループを2010年に設
立、メコン地域流域諸国を統括。カンボジア、ラオス、タイ、ミャンマー、
ベトナムで延べ10年間に亘る駐在・実務経験を有し、各国の現地弁護
士と協働して各種法律調査や進出日系企業に対する各種法的なサ
ポートを行う。インフラプロジェクトについては、タイ、カンボジア、ミャ
ンマーにおける道路敷設や鉄道、上下水道、高速道路のメンテナンス
などの開発プロジェクト、ラオスでの電力開発案件等も支援。
E-mail：yuto.yabumoto@oneasia.legal

One Asia Lawyers 
One Asia Lawyersは、ブルネイを除くASEAN全域、南アジア及び東京にオフィ
スを有しており、日本企業向けにASEAN及び南アジア地域でのシームレスな
法務アドバイザリー業務を行っております。2019年４月１日より南アジアプラ
クティスを本格的に開始。
【One Asia Lawyersグループ タイオフィス】
Unit2301, 23rd Floor, Interchange 21 Building, North-Klongtoey, Wattana, 
Bangkok, Thailand 
Tel：+66-61-780-1515

※１　PPP事業を実施するためにラオスの法令に則って入札で選定された法人又は法人グループにより設立された会社

初期提案書の作成・提出

初期提案書の検討（20日以内）

発案書の作成・提出

発案書の検討（15日以内）

FS及び環境影響評価報告書の作成・提出

FS及び環境影響評価報告書の検討（90日以内）、承認

FS及び環境影響評価報告書の修正（60日以内）

入札要項等の書類準備（上記FS等承認後３日以内）

入札管理委員会の選定

1

2

3

4

5

6

7

8

9

実施政府機関

官民連携推進委員会（計画投資省）

民間セクター

官民連携推進委員会（計画投資省）

実施政府機関または民間セクター

官民連携推進委員会（計画投資省）（国民議会等の承認必要）

実施政府機関または民間セクター

実施政府機関及び官民連携推進委員会

財務局、実施政府機関、技術面のシニアアドバイザー、官民連携推進員会から構成

政府開発計画以外の新規プロジェクトの場合、
例先端技術の導入など（ ）

PPPプロジェクトの初期提案書の提出から入札までの流れ

対 談
サシン経営大学院日本センター 藤岡資正所長が聞く

T hai Dan

デ
ジ
タ
ル
ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
学
学
長

サ
シ
ン
経
営
大
学
院
日
本
セ
ン
タ
ー
所
長

　実は日本有数の起業家輩出数を誇るデジタルハ
リウッド大学。デジタル分野の次代を担う人材育成
について、杉山学長に同校の教育システムの特色
などを聞かせていただいた（聞き手：藤岡資正）。

AIの時代には「これは楽しい」と思える仕事を
　1990年頃から、MIT（マサチューセッツ工科大学）メディ
アラボで僕らはずっと時代の先を見てきて、「21世紀になっ
たら、AI（人工知能）がとんでもないことになる」と予見してき
ました。
　ロボットとAIは人間が嫌だと思っている仕事を全てやってく
れます。では、人間は何をするのでしょうか？「楽しいと思える
仕事」をやれば良いのです。大きく構造が変わることを予見し
ながら、この大学を始めました。３年程前からAIという言葉が
世間一般に広く知られ、追い風が吹いてきました。

実業界へのインパクトを高める：若手起業家養成
　本学の卒業生が世界中で活躍しています。彼らを見て、「こ
の人、面白いことやってる」「どうしてこんなことができるんだろ
う」となった時に、我々の大学や大学院の修了生だと知っても
らうことが重要と考えています。
　経済産業省が毎年発表している大学発ベンチャー創出数
というランキングがあり、本学の起業数は全国11位になってい
ます。東京大学から始まって、私立では早稲田、慶応、そして本
学が続きます。学生の規模が大幅に違うのにです。これは一つ
の指標として良かったと思っています。
　もちろん、背景にはデジタルと関連する分野は起業しやすい
ことが挙げられます。日本はICT分野にたくさん空き地がある
んです。まだまだ可能性があります。
　学生には入学当初から、とにかくプロみたいに色々作れる技
術を教えることを優先しています。でもやっているうちに自分の
知識が薄いことに気付き、深い作品が作れない壁にぶち当た
ることがあります。そこで「教養を高める」必要性を感じます。
　単位のためではなく自分の作品をより深くするために、教養
を身に付けたいと思う学生が多くなります。特に４年生は顕著

略歴 杉山知之 デジタルハリウッド大学
学長。日本大学理工学部建築学科卒
業、大学院理工学研究科修了後、日本
大学理工学部助手となり、コンピュー
ターシミュレーションによる建築音響設
計を手がける。その後、米MITメディアラ
ボへ客員研究員として3年間派遣され、
1994年にデジタルハリウッド株式会社
を設立。2004年、05年にデジタルハリ
ウッド大学院大学、同大学を続けて開設
し現在に至る。

藤岡 資正 氏 杉山 知之 氏

で、単位は足りているのに教養のためにたくさんの科目を履修
する学生が多いです。
　学生には「人類の知は意外と広い」ということを教えます。概
論としてなんとなくやるとつまらないので、一番面白いところだ
けを教えています。そこに引っ掛かったら、学生はネットでも本
でもいくらでも自学自習できます。これが将来のクリエーター
達の引き出しになるのです。

ハングリーなアジア人学生に感服
　中国からの学生はできるだけ日本に残りたいと思う一方で、
タイなど東南アジアの学生たちは総じて、最後は自分の国に
戻って事業を起こし、家族や親戚、さらに友人、地域のために
何かをやりたいと思っている人が多い印象です。
　彼らは「本当によく学ぶな」と感心するほど、真面目に勉強し
ます。アルバイトと両立させ、課題もこなしながら４年間で卒業
するのは至難の業です。最近ではネットが発達しているので、
東南アジアの学生たちも日本人と同じように、幼いころから映
画、アニメ、音楽にも触れて育っています。特に自分の好きなこ
とはとてもよく知っているのです。先進国との差はないといって
も良いでしょう。

A
I
時
代
に
勝
ち
抜
く
ク
リ
エ
ー
タ
ー
に
求
め
ら
れ
る
教
養

D r .  Ta k a m a s a  F u j i o k a M r .  To m oy u k i  S u g i ya m a

第
8
回

　杉山学長が言われるリベラルアーツ教育は、日本の大学の「一般教養」
のようなものではなく、「人間の本質について深く学ぶ（自らと向き合
う)」ことを通じた「人間力」の醸成を図るものである。今まさに、コロナ
禍において求められているのは、正解のない状況で自らのプリンシプル
に基づいた生き方であり、自律的な姿勢である。「学ばせるのではなく、
学びたいと思わせる」、杉山学長が一般教養を専門科目の後に配置する
理由はここにある。

対談を終えて by 藤岡 資正 氏

写真撮影：石田直之氏
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ベ
ト
ナ
ム
で
は
２
０
１
５
年
7
月
1
日
か
ら
住
宅
法

と
不
動
産
事
業
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。特
に
住
宅
法

は
、外
国
人
や
外
資
企
業
に
よ
る
住
宅
購
入
の
条
件
が

緩
和
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
6
月
号
で
は
外
国
人
の
住
宅
購
入
に
つ
い
て
取
り
上

げ
ま
し
た
が
、今
回
は
外
資
企
業
が
住
宅
を
購
入
す
る

際
に
注
意
が
必
要
な
点
を
説
明
し
ま
す
。

法
人
名
義
で
購
入
す
る
時
の
条
件

　
法
人
名
義
で
の
購
入
は
①
不
動
産
業
を
営
む
目
的

と
②
そ
れ
以
外
に
分
け
ら
れ
ま
す
。①
は
不
動
産
事
業

法
に
よ
り
規
定
さ
れ
、②
は
個
人
名
義
で
の
購
入
資
格

と
同
じ
く
住
宅
法
に
基
づ
き
ま
す
。

　
大
規
模
ま
た
は
定
期
的
に
不
動
産
取
引
を
行
っ
て

い
れ
ば
①
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、ど
ち
ら
の
法
令
が
適

用
さ
れ
る
か
は
明
確
な
基
準
が
な
い
た
め
注
意
が
必

要
で
す
。

　
①
の
場
合
、不
動
産
事
業
法
に
基
づ
い
て
、不
動
産

業
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
持
っ
た
会
社
を
設
立
し
、出
資
金

と
し
て
２
０
０
億
Ｖ
Ｎ
Ｄ（
約
１
億
円
）を
出
資
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。業
務
に
も
制
限
が
あ
り
ま
す
。

　
②
の
場
合
、住
宅
目
的
な
ら
ベ
ト
ナ
ム
に
住
所
を
持

つ
外
資
企
業
が
購
入
で
き
ま
す
が
、ベ
ト
ナ
ム
人
以
外

か
ら
購
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。利
用
方
法
は
従

業
員
の
社
宅
利
用
に
限
ら
れ
、第
三
者
へ
の
賃
貸
は
で

き
ま
せ
ん
が
、住
宅
と
し
て
不
要
に
な
れ
ば
転
売
は
可

能
で
す
。

外
資
企
業
に
可
能
な
業
務

　
外
資
企
業
が
ベ
ト
ナ
ム
で
不
動
産
業
を
営
む
場
合
、

次
の
業
務
の
み
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

住
宅
の
購
入
及
び
転
売
に
関
す
る
制
約

　（
２
）（
４
）（
５
）は
大
き
く
分
け
れ
ば
不
動
産
開
発

行
為
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。（
１
）に
よ
り
住
宅

等
を
賃
借
し
転
貸
す
る
サ
ブ
リ
ー
ス
も
可
能
で
す
。た

だ
し
、賃
貸
・
販
売
用
の
建
物
購
入
は
認
め
ら
れ
て
お

ら
ず
、外
資
企
業
は
不
動
産
業
と
し
て
の
建
物
購
入
及

び
賃
貸
・
転
売
は
で
き
ま
せ
ん
。ベ
ト
ナ
ム
に
進
出
す
る

日
系
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
不
動
産
開
発
と
し
て一か
ら
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
承
認
を
受
け
る
か
、（
３
）の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
ご
と
に
購
入
し
て
い
ま
す
。ま
た
、既
に
こ
れ
ら
の

権
利
を
有
す
る
企
業
を
買
収
す
る
と
い
う
手
段
も
多

く
取
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ICONICグループは「人材サービスでグローバル化する社会を豊かにする」というミッションのもと、2008年にベトナムで創業し、現在は5ヵ国7拠点にて
グローバル人材事業を展開しております。メイン事業はASEAN各国現地での人材紹介事業と組織人事コンサルティング事業。そして14年よりベトナ
ムを中心に現地人材および、海外で働きたい日本人向けの転職サイト『iconicJob』を、19年に『iconicHRbase』をスタートいたしました。

i c o n i c j o b . j p

ベトナムから発信 現地ビジネス情報 

【
ベ
ト
ナ
ム
の
不
動
産
事
情
】

外
国
人
が
ベ
ト
ナ
ム
で
住
宅
を
所
有
す
る
方
法
②

弁護士法人キャスト・パートナー。日本国弁護士（大阪弁護士会所属）、ベ
トナム外国弁護士。2011年から弁護士法人キャストに参画し、13年から
中国上海、14年からベトナムへ赴任。15年よりホーチミン支店長、17年
より現職。ベトナムを拠点に、在ベトナム日系企業に対して進出法務、M＆
A、労務、知的財産、税関および不動産などの分野で幅広いサポートを行
う。著書に「メコン諸国の不動産法」（共著、大成出版社）、「これからのベ
トナムビジネス」（共著、東方通信社）など。

工藤 拓人

CAST LAW VIETNAM 代表
日本国弁護士・ベトナム外国弁護士

ICONIC Co., Ltd.
(+84)28-3821-5122（ベトナム）

代表：安倉 宏明 ( Yasukura Hiroaki ）
設立：2008年5月
本社：10 F Citilight Tower, 45 Vo Thi Sau,
       Dist 1, Ho Chi Minh, Vietnam

Vol.12

キャストグループは中国やASEAN、日本でビジネスを展開するクライアントのさまざまなニーズに対し、法務、
会計・税務、人事・労務、マーケティングのスペシャリストが集い、各分野の強みを有機的に結合し、最適な
ソリューションを提供するグローバルコンサルティングファームです。

Web：http://cast-group.biz/       Mail：info-v@cast-law.com

CAST LAW VIETNAM

20th Floor, TNR Tower, 180-192 Nguyen Cong Tru Street, District 1, Ho Chi Minh City, Vietnam

（
１
） サ
ブ
リ
ー
ス（
転
貸
）の
た
め
の
住
宅
及
び
建
物
の
賃
借

（
２
） 国
家
よ
り
賃
借
を
受
け
た
土
地
へ
の
賃
貸
用
の
住
宅
建

築
に
対
す
る
投
資
、並
び
に
売
却
、賃
貸
ま
た
は
購
入
用

以
外
の
住
宅
及
び
建
物
建
築
に
対
す
る
投
資

（
3
） 販
売
、賃
貸
ま
た
は
購
入
用
の
住
宅
及
び
建
物
を
建
築
す

る
目
的
で
投
資
家
か
ら
不
動
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
全
部
ま

た
は一部
を
譲
り
受
け
る

（
4
） 国
家
か
ら
割
り
当
て
ら
れ
た
土
地
に
販
売
、賃
貸
ま
た
は

購
入
目
的
の
居
住
用
住
宅
の
建
築
に
対
す
る
投
資

（
5
） 工
業
団
地
、工
業
地
帯
、輸
出
加
工
地
区
、ハ
イ
テ
ク
パ
ー

ク
内
で
賃
借
を
受
け
、譲
渡
さ
れ
る
土
地
に
つ
い
て
、土

地
使
用
目
的
に
従
っ
た
事
業
を
営
む
た
め
の
住
宅
及
び

建
物
の
建
築
に
対
す
る
投
資

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
島
が
７
月
31
日
か
ら
国
内
観

光
客
の
受
け
入
れ
を
再
開
し
た
。９
月
11
日
か
ら
は
外

国
人
も
対
象
に
含
め（
※
1
）、落
ち
込
ん
だ
観
光
を
回
復

さ
せ
る
方
針
だ
。バ
リ
州
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
を
比
較
的
抑
え
込
ん
で
い
る
が
、首
都
ジ
ャ
カ
ル

タ
を
筆
頭
に
全
国
の
状
況
は
悪
化
し
続
け
て
い
る
。「
魂

は
細
部
に
宿
る
」と
は
程
遠
い
防
止
策
が
散
見
さ
れ
、正

常
化
への
道
は
険
し
い
。

野
犬
が
闊
歩

　
筆
者
は
７
月
上
旬
、駐
在
す
る
ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら
バ
リ

へ
出
張
し
た
。空
き
時
間
に
人
気
観
光
地「
ウ
ブ
ド
」を

訪
れ
る
と
、普
段
は
大
渋
滞
す
る
道
路
が
ガ
ラ
ガ
ラ
で
、

人
影
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。営
業
し
て
い
る
店
は
ご
く
わ

ず
か
で
、王
宮
近
く
の
市
場
を
野
犬
の
群
れ
が
闊
歩

（
か
っ
ぽ
）し
て
い
た
。

　
バ
リ
に
は
昨
年
、６
２
７
万
人
余
の
外
国
人
観
光
客

が
訪
れ
た
。だ
が
、新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
４
月
〜
６
月
は
わ

ず
か
３
９
５
人
と
前
年
同
期
比
99・９
７
％
減
少
し
た
。

　
バ
リ
州
は
当
初
、他
州
か
ら
入
る
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
義
務
化
。他
州
に
比
べ
厳
し
い
制
限
を
取
っ
た
。Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
は
料
金
が
高
い
上
、受
検
で
き
る
施
設
が
限
ら

れ
た
た
め
、「
都
市
封
鎖
」と
同
じ
効
果
を
も
た
ら
し

た
。筆
者
も
、７
月
５
日
に
抗
体
検
査
の
陰
性
証
明
が

入
域
条
件
に
加
え
ら
れ
る
ま
で
出
張
を
見
送
っ
た
。

　
陰
性
証
明
書
の
他
に
必
要
だ
っ
た
の
は
、州
政
府
サ

イ
ト
で
の
登
録
だ
。個
人
情
報
や
滞
在
先
、航
空
便
名

な
ど
45
項
目
に
入
力
す
る
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
発
行
さ
れ

る
。バ
リ
の
ン
グ
ラ
ラ
イ
空
港
で
は
２
ヵ
所
に
関
門
が
設

け
ら
れ
、証
明
書
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
別
々
に
チ
ェッ
ク
さ

れ
た
。

異
な
る
運
用

　
同
様
の
仕
組
み
と
し
て
、ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
州
も

「
出
入
域
許
可（
Ｓ
Ｉ
Ｋ
Ｍ
）」を
導
入
し
て
い
た
。州

を
出
入
り
す
る
者
は
約
30
項
目
に
入
力
し
、写
真
や

身
分
証
、陰
性
証
明
書
の
デ
ー
タ
を
添
え
て
送
信
。

「
許
可
証
」が
送
ら
れ
て
く
る
の
を
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。

　
許
可
証
は
、少
な
く
と
も「
玄
関
口
」の
ス
カ
ル
ノ・

ハッ
タ
空
港
で
提
示
を
求
め
ら
れ
る
は
ず
が
、筆
者
は

自
宅
に
着
く
ま
で「
素
通
り
」だ
っ
た
。同
空
港
は
陽

性
者
を
見
逃
し
て
搭
乗
さ
せ
た
前
科
が
あ
る
。驚
き

と
あ
き
れ
を
通
り
越
し
、背
筋
が
寒
く
な
っ
た
。

　
恐
怖
感
は
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
る
た
め
６
月
に
訪

れ
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
病
院
で
も
抱
い
た
。広
大
な
敷
地

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、受
検
者
の
待
機
所
は
入

院
患
者
や
体
調
不
良
者
が
混
在
。感
染
防
止
策
が
取

ら
れ
て
お
ら
ず
、検
査
を
断
念
し
た
。

　
ル
ー
ル
が
作
ら
れ
て
も
現
場
で
異
な
る
運
用
が
な

さ
れ
る
。税
務
や
入
国
管
理
で
直
面
す
る
現
象
は
、公

衆
衛
生
の
最
前
線
で
も
起
き
て
い
た
。

12
人
に
１
人

　　
Ｓ
Ｉ
Ｋ
Ｍ
は
７
月
14
日
に
突
然
廃
止
さ
れ
、証
明
書

が
不
要
な「
自
己
申
告
」シ
ス
テ
ム
に
置
き
換
わ
っ
た
。

街
頭
で
、違
反
者
を
取
り
締
ま
る
立
場
の
警
察
官
が
マ

ス
ク
な
し
で
談
笑
す
る
姿
も
見
か
け
る
中
、首
都
の
状

況
は
日
に
日
に
悪
化
し
て
い
る
。

　
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
感
染
者
数
は
８
月
７
日
、１
ヵ
月
半
ぶ

り
に
州
別
で
最
多
に
復
帰
し
た
。検
査
数
に
占
め
る
陽

性
率
も
７
月
後
半
に
５
％
を
超
え
、８
月
第
１
週
は

８
％
超
へ
上
昇
。12
人
に
１
人
の
割
合
に
高
ま
っ
た
。

　
政
府
は
観
光
産
業
の
て
こ
入
れ
に
前
の
め
り
で
、公

務
員
に「
観
光
地
へ
の
出
張
」を
促
し
た
が
、首
都
の
感

染
拡
大
を
他
州
へ
広
げ
か
ね
な
い
措
置
だ
。外
国
人
観

光
客
が
バ
リ
だ
け
を
見
て
安
全
性
を
判
断
す
る
わ
け
で

も
な
い
。

　「
受
け
入
れ
を
再
開
し
て
も
、外
国
人
は
来
な
い
気

が
す
る
」。ウ
ブ
ド
で
営
業
を
続
け
て
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
つ
ぶ
や
き
が
、現
実
味
を
増
し
て
い
る
。

１カ月間の、
無料トライアル受付中！

時事速報バンコク版 月額3500B（税込）

タイ国時事通信社　JIJI PRESS (THAILAND) CO., LTD.

お申込みは、“バンコク時事”で検索！（画面左上、無料トライアルフォームをご入力ください）
お問合せは、 ❶E-mail：Bangkok@thaijiji.com  ❷Tel：02ー236ー6628

1 2会員サイトで１９９９年以降のタイニュースも！
日本・アジアの記事も検索！

最新ニュースを
毎日２回お届け！

コンテンツを
一部紹介！

時事速報バンコク版

リアルな情報を発信

Vol.57

【
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
】
バ
リ
観
光
、
険
し
い
正
常
化
＝

　
　    

　
　
魂
宿
ら
ぬ
感
染
防
止
策
（
ジ
ャ
カ
ル
タ
支
局
　
榊
原 

康
益
）

時
事
通
信 

特
派
員
リ
ポ
ー
ト

※

１
　
編
集
部
注
：
そ
の
後
、地
元
政
府
は
９
月
11
日
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
外
国
人
観
光
客
受
け
入
れ
再
開
を
断
念
し
た

※

２
　
こ
の
記
事
は
時
事
通
信
社
の
提
供
に
よ
る
も
の
で
す（
２
０
２
０
年
８
月
14
日
）
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文
：
花
園 

祐（
は
な
ぞ
の・
ゆ
う
）

中
国
・
上
海
在
住
の
ブ
ロ
ガ
ー
。か
つ
て
は
通
信
社
の
記
者
。

http://jbpress.ism
edia.jp

コ
ロ
ナ
禍
で
ト
ラ
ッ
ク
需
要
が
拡
大
、日
系
で
は
ト
ヨ
タ
が
躍
進

深い分析に基づいた“情報の本質”をお届けする

J a p a n  B u s i n e s s  P r e s s

b y

立
ち
直
る
中
国
自
動
車
市
場
、

テ
ス
ラ
の
独
壇
場
に

　
こ
の
ほ
か
第
２
四
半
期
に
販
売
台
数
を
増
や
し

た
要
因
と
し
て
、新
規
購
入
ユ
ー
ザ
ー
の
存
在
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。中
国
で
は
、年
初
の
ウ
イ
ル

ス
流
行
に
よ
る
自
粛
期
間
を
経
て
、自
家
用
車
が

必
要
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
消
費
者
が
増
え
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。実
際
に
筆
者
が
上
海
の
街

中
を
歩
い
て
い
る
と
、ま
だ
運
転
に
慣
れ
て
い
な
い

初
心
者
ド
ラ
イ
バ
ー
を
よ
く
目
に
し
、確
か
に
初

回
購
入
ユ
ー
ザ
ー
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
販
売
が
空
前
の
特
需

　
車
形
別
販
売
台
数
を
見
る
と
、１
月
〜
６
月
の

乗
用
車
販
売
台
数
は
前
年
同
期
比
22・４
％
減
の

７
８
７
万
３
0
0
0
台
と
大
き
く
落
ち
込
み
ま
し

た
。一方
、商
用
車
販
売
台
数
は
同
８・６
％
増
の
２

３
８
万
４
0
0
0
台
と
、早
く
も
プ
ラ
ス
転
換
を

果
た
し
ま
し
た
。

世
界
販
売
台
数
の
３
分
の
１
が
中
国

　
総
合
的
な
販
売
台
数
で
み
れ
ば
、20
年
前
半
は

広
汽
豊
田
、並
び
に
ト
ヨ
タ
の
逆
風
下
に
お
け
る

躍
進
が
大
き
く
目
立
ち
ま
し
た
。し
か
し
中
国
自

動
車
業
界
で
今
季
最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
ト
ヨ
タ

で
は
な
く
、米
国
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
メ
ー
カ
ー
で

あ
る
テ
ス
ラ・モ
ー
タ
ー
ズ（
以
下
、「
テ
ス
ラ
」）で
間

違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　
中
国
汽
車
工
業
協
会
に
よ
る
と
、20
年
１
月
〜

６
月
に
お
け
る
中
国
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
車
販
売
台

数
は
前
年
同
期
比
37・４
％
減
の
39
万
３
0
0
0

台
と
な
り
、全
体
販
売
台
数
同
様
に
大
幅
な
落
ち

込
み
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
車
種
別
販
売
台
数

で
は
、テ
ス
ラ
の「
モ
デ
ル
３
」が
４
万
９
８
０
０
台

を
記
録
し
、２
位
の「A

ion
S

」（
１
万
５
６
０
０

台
）の
３
倍
超
と
他
車
を
大
き
く
突
き
放
す
驚
異

的
な
売
れ
行
き
を
見
せ
ま
し
た
。

　
実
際
に
今
年
に
入
って
以
降
、上
海
の
街
中
で
は

「
モ
デ
ル
３
」が
走
って
い
る
光
景
を
目
に
す
る
機
会

が
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。

　
テ
ス
ラ
が
こ
れ
ほ
ど
絶
好
調
な
の
は
、昨
年
末
に

上
海
工
場
が
稼
働
し
、現
地
生
産
化
に
よ
っ
て
販

売
価
格
を
引
き
下
げ
た
こ
と
が
最
大
の
要
因
で

す
。た
だ
し
価
格
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
と
は
い
え

中
国
系
メ
ー
カ
ー
の
Ｅ
Ｖ
よ
り
も
高
価
な
テ
ス
ラ

が
、短
期
間
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
の
売
れ
行
き
を
見

せ
る
と
は
誰
も
予
想
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
中
国
自
動
車
業
界
専
門
サ
イ
ト「
盖
世
汽
車

網
」の
報
道
に
よ
る
と
、１
月
〜
６
月
に
お
け
る
テ

ス
ラ
の
世
界
販
売
台
数
の
う
ち
約
３
分
の
１
が
中

国
市
場
で
販
売
さ
れ
た
車
と
な
っ
て
い
ま
す
。テ
ス

ラ
の
株
価
も
、中
国
市
場
で
の
好
調
に
よ
っ
て
こ
の

と
こ
ろ
大
き
く
押
し
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
テ
ス
ラ
側
の
発
表
に
よ
る
と
、同
社
の
上
海
工
場

で
は
現
在
、今
年
3
月
に
発
売
さ
れ
た「
モ
デ
ル

Ｙ
」の
新
た
な
生
産
ラ
イ
ン
を
建
設
中
で
あ
り
、21

年
に
稼
働
を
開
始
す
る
と
し
て
い
ま
す
。現
在
、

中
国
で
輸
入
販
売
さ
れ
て
い
る
モ
デ
ル
Ｙ
の
販
売

価
格
は
48
万
８
0
0
0
〜
53
万
５
0
0
0
元（
約

７
４
０
万
〜
８
１
０
万
円
）で
す
。業
界
ア
ナ
リ
ス

ト
は
、現
地
生
産
の
開
始
後
、同
車
の
販
売
価
格

は
40
万
元（
約
６
０
０
万
円
）以
下
に
設
定
さ
れ
る

と
予
想
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
大
流
行
を
受

け
、多
く
の
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
海
外
へ
の
進
出
や

追
加
投
資
を
控
え
る
中
、テ
ス
ラ
は
積
極
的
な
攻

め
の
経
営
を
続
け
て
い
ま
す
。こ
の
テ
ス
ラ
の
戦

略
は
吉
と
出
る
か
凶
と
出
る
か
、ま
た
、反
動
需

要
は
い
つ
ま
で
続
く
の
か
を
含
め
、中
国
自
動
車

市
場
の
動
向
は
下
半
期
も
非
常
に
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
商
用
車
の
内
訳
を
み
る
と
、バ
ス
が
同
12・４
％

減
の
18
万
５
0
0
0
台
に
対
し
、ト
ラ
ッ
ク
が
同

10・8
％
増
の
２
２
０
万
台
と
台
数
を
増
や
し
ま

し
た
。実
質
的
に
ト
ラ
ッ
ク
販
売
台
数
の
急
増
に
よ

る
結
果
と
言
え
ま
す
。

　
ト
ラ
ッ
ク
が
売
れ
た
背
景
と
し
て
は
、第
1
に
、

昨
年
、排
気
ガ
ス
の
排
出
基
準
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
で
旧
式
ト
ラ
ッ
ク
の
更
新
が
続
い
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
第
２
の
理
由
は
ほ
か
で
も
な
く
、コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
運
送
需
要
の
増
加
で
す
。今
年
１
月
〜

５
月
に
お
け
る
中
国
の
小
売
消
費
額
は
前
年
同

期
比
で
13・５
％
減
少
し
た一方
、オ
ン
ラ
イ
ン
商
品

小
売
消
費
額
は
同
11・５
％
と
大
き
く
上
昇
し
ま

し
た
。自
粛
期
間
中
の
オ
ン
ラ
イ
ン
小
売
の
活
況

を
受
け
、運
送
量
が
増
加
し
て
お
り
、物
流
業
者

の
運
搬
用
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
投
資
が
増
え
た
こ
と
が
、

販
売
増
に
つ
な
が
って
い
ま
す
。

ト
ヨ
タ「
レ
ビ
ン
」が
急
上
昇

　
続
い
て
１
月
〜
６
月
の
車
種
別
販
売
台
数
を
見

て
い
き
ま
す
。セ
ダ
ン
販
売
台
数
で
は
、前
年
か
ら

続
い
て
い
る
よ
う
に
日
産
系
列
の
東
風
日
産
が
販

売
す
る「
シ
ル
フ
ィ
」が
前
年
同
期
比
５・４
％
減
な

が
ら
約
20
万
６
0
0
0
台
で
首
位
を
維
持
し
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
今
回
最
も
注
目
す
べ
き
日
系
車
は
、ト

ヨ
タ
系
列
の
広
汽
豊
田
が
販
売
す
る「
レ
ビ
ン
」に

他
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。レ
ビ
ン
の
１
月
〜
６
月
に

お
け
る
販
売
台
数
は
約
10
万
４
0
0
0
台
、前
年

同
期
比
で
20・６
％
と
い
う
急
増
ぶ
り
を
見
せ
ま
し

た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
と
い
う
逆
風
下

で
も
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
と
い
う
特
徴
に
よ
る
高
い

燃
費
性
能
が
消
費
者
に
大
き
く
評
価
さ
れ
て
い
る

結
果
と
見
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
日
本
で
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
代
名
詞
と

い
え
ば
、同
じ
く
ト
ヨ
タ
が
販
売
す
る「
プ
リ
ウ

ス
」で
す
が
、中
国
に
お
い
て
は
レ
ビ
ン
が
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
代
表
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
す
。レ
ビ
ン
は
今
年
６
月
30
日
に
モ
デ
ル

チ
ェン
ジ
を
行
っ
て
お
り
、下
半
期
に
か
け
て
販
売

台
数
を
今
後
さ
ら
に
伸
ば
し
て
く
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

　
レ
ビ
ン
の
好
調
ぶ
り
が
支
え
た
結
果
と
い
う
べ

き
か
、１
月
〜
６
月
に
お
け
る
メ
ー
カ
ー
別
販
売
台

数
に
お
い
て
も
、広
汽
豊
田
は
乗
用
車
販
売
台
数

上
位
15
社
に
入
る
外
資
合
弁
系
メ
ー
カ
ー
と
し
て

唯
一の
前
年
同
期
比
プ
ラ
ス
成
長（
３・１
％
増
）を

達
成
し
ま
し
た
。

　中国汽車工業協会が７月初めに発表したデータによると、2020年1月～
６月における中国自動車販売台数は前年同期比16.9％減の1,025万7,000
台でした。年初のコロナウイルス流行の影響を受け通年販売台数では前
年割れが続いているものの、第2四半期の単月販売台数では4月（前年同
月比4.5％増）、5月（同18.7％増）、6月（同11.9％増）ともに早くも反動需要
ともいうべきプラス成長を見せています。
　また新エネルギー車分野では19年末に上海工場を稼働させたテスラ
モーターズの快進撃が続いています。同社の好調ぶりは新エネルギー車分
野のみならず、中国自動車市場全体で台風の目となっています。
　今回はこうした、コロナウイルスの大流行を経て活況を取り戻した中国自
動車市場の現状をお伝えします。（JBpress）
2020年８月３日掲載

初
回
購
入
ユ
ー
ザ
ー
が
増
加

　
前
述
の
通
り
、中
国
の
自
動
車
販
売
台
数
は
１

月
〜
６
月
の
統
計
で
は
前
年
比
割
れ
と
な
り
ま
し

た
が
、直
近
の
４
月
〜
６
月
に
お
け
る
単
月
販
売

台
数
で
は
、早
く
も
前
年
同
月
比
で
プ
ラ
ス
成
長
へ

と
転
換
し
ま
し
た
。

　
中
国
の
報
道
で
は
、そ
の
背
景
と
し
て
、年
初
の

自
粛
期
間
中
に
購
入
が
控
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に

よ
る
購
入
時
期
先
送
り
、並
び
に
反
動
需
要
が
大

き
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、下
半
期
に
か

け
て
販
売
台
数
は
さ
ら
に
成
長
を
続
け
る
と
い
う

強
気
の
見
方
が
多
く
な
って
い
ま
す
。

　
し
か
し
筆
者
は
、や
は
り
反
動
需
要
は
一
過
性

の
も
の
で
あ
り
、ま
だ
楽
観
視
は
で
き
な
い
と
見

て
い
ま
す
。成
否
の
分
か
れ
目
と
し
て
は
、政
府

が
準
備
し
て
い
る
各
種
の
自
動
車
購
入
刺
激
策

が
、今
後
ど
こ
ま
で
浸
透
す
る
か
に
か
か
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。

TOTAL
IT
SECURITY
SINCE 2004

TEL. 02-259-1720

シンプルかつ堅牢。
 IT法　IT管理　導入から運用
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A r t

路上に溢れる可能性

中野陽介 1987年福岡生まれ。19歳で渡米し、Los Angeles CityCollege
卒業。23歳の時、岡本太郎著「今日の芸術」を読んで衝撃を受ける。24
歳で渡タイ、バンコクでサラリーマンと芸術家の二足のワラジ生活を３年
間送る。28歳から1年間で22ヵ国を巡る世界一周旅を敢行。旅先で路
上ワーカーたちの出会いに感銘を受け、「路上ワークの幸福論」を出版。
同書はKinokuniya：Bangkok店&EmQuartier店でも発売中。
HP：yosukenakano.com  Instagram：@yosukenakano

36【スキマ経済】
「仏像屋」（タイ／バンコク）

　バンコクを歩いていると、路上でたまに見かける仏像屋。
ブッダが彫られた小石や小さな彫刻を売っている。仏教が広
く親しまれているタイならではの路上ワークである。
　確かに、ブッダの彫り物を首から掛けているトゥクトゥクの
運転手や、それらをきれいにダッシュボードの上に並べてい
るタクシーの運転手をよく見かけた。通の人はルーペを使っ
て細部まで綺麗に彫られているか、価値があるものかどうか
を見極めてから購入している。　
　メインターゲットはタイ人の仏像マニア、仏教信仰者など
だが、観光客にとっても面白いお土産になるから、外国人が
興味深そうに足を止めて眺めていた。ターゲットが狭くてもそ
れを見捨てず、逆にチャンスと捉えて狙う。
　どれも一個100バーツ（約300円）。週６日、14時～18時
まで働く。平均して１日に20人ほどのお客さんが立ち寄って
いくそうだ。１ヵ月の売上は1,500～3,100バーツ（約4,500

～9,300円）になる
という。　
　「お金より大切な
ものは？」という質問
には「No money No life」と答えた。「あなたにとっての神
様は？」と聞くと、白髪の混じったダンディーな店主が「もちろ
んブッダさ」と元気よく答えてくれた。最後に「俺はバンコクを
案内できるから、ガイドが必要なら言ってくれ」と営業トークま
で挟み敏腕営業マンの側面も見せてくれた。

一般人材
派遣

紹介予定派遣

お客様の業務内容、
ニーズに適した即戦
力タイ人材をスピー
ディーに選出し、事前
研修後に派遣します。

派遣にて一定期間（最長2年間）、業務
遂行能力や勤務態度などを評価後に、必
要な人材のみ紹介契約に切り替えてい
ただけます。能力、勤務態度、社内スタッ
フ様との関係も含め、紹介よりも長い期間
見極めが可能となり、お客様のリスク軽
減、より良い人材の雇用につながります。

タイで10年以上200社超の実績24時間日本語対応

一般人材
紹介
プロフェッショナル
な人材情報をご提供
する人材紹介サービ
スです。

運転手
派遣
事前教育、薬物検査
に合格した運転手を
派遣します。常時、正社
員運転手が待機してお
り、緊急時のサポート
体制も万全です。

財人    を派遣する。

おすすめ！

紹介されたが
試用期間で
辞めないか？

雇用したいが
能力に疑問がある。
勤務態度は大丈夫？

Email：k.tabuchi@kyoudoh.co.th　　HP：www.kyoudoh.com

KYOUDOH GROUP RECRUITMENT CO., LTD.

29/1 PiyaPlaceLangsuang Building,10th Fl, Unit 10E, Soi Langsuang, 
Ploenchit Road Lumpini Pathumwan, Bangkok 10330

電話：（+66）02-254-5276　日本人直通：086-016-7200（田淵）

　仏フォルシアの日本法人、フォルシ
ア・ジャパン（横浜市神奈川区）は、グ
ループのクラリオンとともに日本での感
染症対策を進める。緊急事態宣言に
伴いクラリオンは原則、在宅勤務対応
としていた。解除後は在宅勤務を推
奨とし、当面この運用を継続する。間
接部門だけでなく研究開発部門も在
宅勤務となる。実験などオフィスでの
業務が必要な場合は、業務に支障が
出ないようにローテーションを組んで
通勤するなど、オフィス内での密集を
避ける工夫を凝らす。
　ガイドラインの厳密な規定を順守し
つつも、日本の法令や方針など個別
の事情に合わせた運用ができ、業務
に支障が出ることは少ないようだ。
　仏ヴァレオの日本法人、ヴァレオジャ
パン（東京都渋谷区）も仏本社のガイ
ドラインに従い、統一したルールで感
染症対策を進めてきた。オフィスの来

訪者に健康状態を確認する問診票
の記入を依頼したり、従業員自身の検
温も義務付けたりしている。工場や食
堂、会議室などでソーシャルディスタン
スの確保にも配慮する。椅子の置き方
ひとつにしても細かい規定がある。
　感染症対策のガイドラインは、各国
の事情に合わせ運用している。ガイド
ラインの運用が難しい場合は、本社に
許可を取ることで現地の実情に合わ
せた対策も可能で一定の柔軟性を確
保。従業員の健康を最優先し、取引先
の方針に対応できるようにしている。
　ガイドラインを活用する利点は、対
応のスピードと情報共有にある。独
ボッシュの日本法人、ボッシュ（東京都
渋谷区）は、独本社のガイドラインに
基づき、日本独自の感染症対策の方
針を即座に定め運用してきた。従業
員へのマスク支給や会議や研修、食
堂での３密の防止、国内外の出張は

可能な限り減らしオンラインでの会議
を標準とした。
　感染が最も深刻だった時期には従
業員約6,700人に対し、最大で約
3,000人が在宅勤務できる仕組みを
構築した。８月からは在宅勤務の条
件を月間所定労働時間の25％から
50％まで引き上げる。クラウス・メー
ダー社長は「日本においても従業員の
感染防止に向け初期の段階から最
高水準の感染対策を取り入れてき
た。ニューノーマルでも残す」と今後の
働き方についての姿勢を示した。
　国内では政府の緊急事態宣言が
解除されるものの、感染拡大の第２
波、第３波への懸念もくすぶる。在宅
勤務の拡充や職場でのソーシャルディ
スタンスの確保など、従業員の安全を
第一に顧客対応を進め、ニューノーマ
ルでの新しい働き方を進めている。

日本国内に展開するメガサプライヤー各社が新型コロナウイルス感染
症の長期化に伴い、工場やオフィスでニューノーマル（新常態）を意識
した働き方を取り入れ始めている。グローバルで定めたガイドラインに
基づき、従業員の感染症対策を進める。第２波が懸念される中、従業
員の安全を確保しながら自動車部品の供給責任を果たす。（松崎裕） ▲ メガサプライヤーはグローバルで定めたガイドラインに基づき

　 コロナ禍に対応した働き方を導入（イメージ）

※記事提供：日刊工業新聞（2020/07/28）

新型コロナ “第２波”念頭　
メガサプライヤー各社、安全確保

“人手不足倒産”を回避

新しい働き方　柔軟に対応

51 50



おいしさ広がる！

 サッポロ樽生
乾杯をもっとおいしくSole distributor in Thailand SCS Trading Co., Ltd.

02-530-2648 / infoscsbkk@gmail.com

ペチャブリ駅

トンロー駅

エカマイ駅

スクムビット駅

プロンポン駅

アソーク駅

クイーンシリキット駅

スクンビットエリア

การดื่มสุราแลวขับขี่รถ
จะเปนอันตรายและผิดกฎหมาย

★ サッポロ樽生 ★
取扱店舗 

Charm Korean
Steak House
Charm Korean
Steak House

博多うま馬 アソーク店博多うま馬 アソーク店

おばんざい喜多郎おばんざい喜多郎

ちょっと静かな
SHAKARIKI 432"
ちょっと静かな
SHAKARIKI 432"

花かるたスクンビット39店 花かるたスクンビット39店 

舞月  舞月  

肉亭あらた 肉亭あらた 

Shinsen Fish Market Shinsen Fish Market 

北海道炉端原始焼（1号店）北海道炉端原始焼（1号店）

生そば あずま スクンビット33店生そば あずま スクンビット33店

銀座 しゃぶ天銀座 しゃぶ天

Banjoo BBQBanjoo BBQ

地鶏料理けん地鶏料理けん

KaneHisaKaneHisa
喜多郎寿し スクンビット店喜多郎寿し スクンビット店

北海道レストラン 原始焼（2号店）北海道レストラン 原始焼（2号店）

人情酒場 なぎ虎 人情酒場 なぎ虎 

日本再生酒場日本再生酒場
喜多郎寿し 日本街店喜多郎寿し 日本街店

Shinsaku by Chong Jaroen Rama 4  Shinsaku by Chong Jaroen Rama 4  ↓↓

あぶり 石田あぶり 石田

うな吉うな吉

ト
ン
ロ
ー
通
り エ

カ
マ
イ
通
り

ソ
イ
39

ソ
イ
49

ソ
イ
26

ソ
イ
2０

居酒屋 兄貴居酒屋 兄貴

暖りゅう屋暖りゅう屋

北海道レストラン
原始焼釡飯（3号店）
北海道レストラン
原始焼釡飯（3号店）

日本料理 葉隠日本料理 葉隠濱岡濱岡

一味膳一味膳
Sunder BeefSunder Beef

喜多郎寿し トンロー店喜多郎寿し トンロー店

YOSHIBARYOSHIBAR

Abiy's NineAbiy's Nine

かき小屋 勝浦水産かき小屋 勝浦水産
Honoho
Izakaya 
Honoho
Izakaya 

TEPPAN by uomuraTEPPAN by uomura

割烹 ひょうたん割烹 ひょうたん
Kenji’s LabKenji’s Lab

そば切り 五の字そば切り 五の字

しゃかリッチしゃかリッチ

Beer BellyBeer Belly

SAKE FORESTレインヒル店

照照

★ サイアム～ナナ
 ・The Okura Prestige Bangkok
 ・山里
 ・寿司森 ゲイソンタワー店
 ・Abelle Café
 ・飛躍 The Groove 店 
 ・ゆう奈 別館

★ アーリー
 ・Sousaku Ari 店
 ・Sasori Izakaya
 ・ハナゼン
 ・Salt
 ・令和

★ サトーン～シーロム
　 ・北海道原始焼 シーロム (4 号店 )
 ・北海道居酒屋 すすきの
 ・炭火焼肉 432"
 ・喜多郎寿し シーロム店
 ・Seiryu Sushi サラデーン店
 ・Abelle Bar and Bistro
 ・寿司森 サトーンスクエア店
 ・Koken Sushi & Dining Bar
 ・Wander

★ その他バンコク都内
 ・飛躍 エスプラナード店
 ・Jingi
 ・Buruma Cafe-Bistro
 ・Going Home
 ・かかってこい屋 
 ・Rin Bar
 ・Jizo Izakaya
 ・ふくみみ焼き鳥
 ・Oji Izakaya
 ・しゃかりき432"
　　The Circle Ratchapruk 店
 ・Sousaku The Circle 
       Ratchapruk 店
 ・Hachi Kyu バンケー店
 ・Hachi Kyu チャロエンナコン店
 ・Rei

★ バンコク近郊
 ・日本亭 アマタナコン店
 ・花のれん
 ・神戸 牛乃匠 シラチャ店
 ・SEA SALT

黒牛の里黒牛の里
Bluebird Jazz BarBluebird Jazz Bar

大の樹 大の樹 

日本酒や焼酎、リキュールなど、30蔵を超える日本のお酒
の専門ショップです。日本語対応可能なスタッフが、皆様
のご来店をお待ちしております。

SAKE FOREST
和酒専門店

Rain Hill 2F（スクンビット ソイ47）
02-258-4975
sakeforest@gmail.com

レインヒル店
Charn Issara Tower1  2F
02-234-3161
eshochu@gmail.com

タニヤ店

店舗情報やお知らせは
QRコードからチェック！
www.sakeforest.com/sake-forest/

イメージキャラクター   ぱんちゃん璃奈
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